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　　　プロローグ







　～決戦前夜　クロエの日記より抜ばつ粋すい～




　多くの空士たちが集つどう戦場で、その作戦は始まった。

　わたしたちの役割は、《ゲート》攻こう略りやくの切り札である人工空島メガフロートを秘ひ密みつ裏りに運うん搬ぱんし、標的にぶつけること。そのために、人類陣じん営えいは総力をあげて囮おとりになってくれている。

　その囮の中には、●●●もいる。

　空戦武踏祭エリアルソードでは、落ちこぼれと言われたミソラちゃんたちを決勝戦へと導き、人類陣営を支配しようとしたゼス・ヴィーゲルトの野望を阻そ止ししただけでなく、●●●は教皇陛下アークビシヨツプとエリスさんとの友好の担にない手として役目を果たした。

　そしていま●●●は、人類陣営の希望として、最後の決戦に挑いどんでいる。おそらく●●●の性格なら、味方の被ひ害がいを最小限に抑おさえるため、ゼス・ヴィーゲルトと単独で決戦することを望むだろう。不死身のゼスを倒たおさなければ、人類に未来はないのだから。

　●●●がゼスをどうやって倒すかは、わたしにもわからない。

　でも、●●●はできないことをできるとは言わない。どんなときも、勝つことを念頭に置いてとんでもない行動をする。それに振ふり回された経験は、わたしも多々ある。

　●●●が呪じゆ力りよくを宿してからは、本当のことを言わない●●●のために、《ミストガン》中が振り回された。できれば、わたしにはすぐに本当のことを言ってほしかったけど、わたしも●●●の立場なら、本当のことを言わなかったと思うからそれは仕方ないかな。

　この戦いが終わったあと、場合によってはわたしは●●●の記き憶おくを覚えていられないらしい。●●●はたとえ全すべてを失っても、ゼスを倒すつもりのようだ。

　わたしは●●●に、平和への犠ぎ牲せいになってほしくない。たとえ世界が●●●を忘れても、わたしだけは絶対に忘れるつもりはない。もちろん●●●が無事に任務を果たし、帰き還かんするのが一番幸せな結果だ。

　だから、わたしは絶対に人工空島メガフロートをぶつける。

　たとえ命に代えても、絶対に《ゲート》にぶつけてみせる。

　そうすることで、●●●の負担が少しでも軽くなるなら。




　……●●●はもうクロエには読めず、そのことに違い和わ感はない。







　　　第一章　天[image: つい]の一撃ヘブンズブロー







《ゲート》上空。分厚い雲の向こう側。

　人類陣営と魔ま甲こう蟲ちゆう陣営が激戦を繰くり広げる最中、

『いい、もう一度確かく認にんするわよんリーゼちゃん』

　リーゼリットの肩かたにいるエミリーが作戦について確認する光景を、パイプ役を務めるクロエは毅き然ぜんとした様子で見守っていた。

『この雲を抜ぬけたら、眼下に《ゲート》が広がってるわ。カナタちゃんとゼスちゃんが戦ってるけど、それは無視して、わたしたちはこれを《ゲート》にぶつけるお手伝いをするのよん』

　エミリーの視線の先には、護衛役である見たことがない魔甲蟲と工作部隊に所属する空士たち、そして降下位置ポジシヨンの微び調ちよう整せいをする人工空島メガフロートの姿があった。人類陣営の工作部隊が密ひそかに運搬したこの人工空島メガフロートこそ、作戦の要かなめ──天槌の一撃ヘブンズブローである。

　この空域の周囲を偵てい察さつしていた多数のアルケナル級たちは、リーゼリットの呪じゆ詛そで強化支配されるか、人類陣営の工作部隊の手によって丁てい寧ねいに排はい除じよされていた。

　もっとも、ゼスに気づかれることなく排除できたのは、主力部隊とカナタ・エイジを含ふくむ奇き襲しゆう部隊が囮おとりとして敵の注意を引きつけてくれたお蔭かげなのだが。

『わかってるわ。調子に乗って、カナタの戦いに加勢しちゃダメなんでしょ』

『そういうこと。危ないことは年上に任せておけばいいのん』

　エミリーに確認され、リーゼリットは落ち着いて答えた。

　分厚い雲の向こう側からは、この瞬しゆん間かんも大気を震ふるわせる爆ばく発はつ音が響ひびいている。大気の震えは肌はだから伝わり、恐きよう怖ふを煽あおるはずだが、リーゼリットはあまりにも幼い年ねん齢れいにもかかわらず、落ちつきを保っていた。それでも、クロエは胸の内を声にせずにはいられない。

『リーゼリットちゃん』

『どうしたのクロエ』

　呼び捨てで返したリーゼリットを、クロエの傍そばに控ひかえていたミーナがきっと睨にらみつけた。すると、リーゼリットがうぅ……っ！　と表情を引きつらせ、慌あわてて『……さん』と付け足した。

　かまわずクロエが伝える。

『ここまでエスコートしてもらったのでも充じゆう分ぶんだよ。もし下に降りて、敵の《崩ほう力りよく》の遣つかい手に眼めをつけられることがあったら……』

　リーゼリットは還かえってこられないだろう。

《ゲート》防衛に残る魔甲蟲の数は推定で、およそ一億体。これら防ぼう御ぎよを突とつ破ぱして、人工空島メガフロートを《ゲート》にぶつけるために、周しゆう到とうな策が講じられている。

　昨晩合流してきたリーゼリットの役割は、工作部隊に敵の警けい戒かい網もうを越こえさせるだけではないのだ。リーゼリットには、エリスの護衛として帰き艦かんするついでに《ゲート》防衛部隊を牽けん制せいするという役目も担になっている。牽制の解かい釈しやくの仕方はリーゼリットに任せられており、場合によっては……。なぜそんな曖あい昧まいな指示になったかというと、ここにリーゼリットを派は遣けんしたカナタが判断に悩なやんでいたからだ、とクロエは考えていた。

　如い何かに《崩力》の遣い手とはいえ、リーゼリットはまだ子供だ。その点を考えると、やはりクロエは気が重い。だが、

『わたしは空戦武踏祭エリアルソードで多くの学生を傷つけたわ』

　作戦決行を前に、リーゼリットが想おもいを述べる。

『それ以外にも、ゼス様の手伝いで多くの人間たちを傷つけてきた。だからこそ、この程度の危険は背負わないといけないの。罪つみ滅ほろぼしっていうわけじゃないけど、これからこの世界で生きるために必要なことだと思うから。──だから、わたしが先せん陣じんを切る』

　生きるために必要なこと。平和への犠牲が謳うたわれる戦場で、それは最も遠い言葉だと思えた。子供ゆえに、大人とは違ちがう道理が見えているのだろう。

『それに、あなたたちがわたしに先陣を切らせることに負い目を感じる必要はないわ。この中じゃわたしが一番強いもの』

　えっへんっ！　と胸を反らすリーゼリット。だが、怖こわくないわけがない。戦場を共にする仲間として、ノエルが伝える。

『殊しゆ勝しようなことを言っているようだけど、墜おちたら何も残らないのよ』

　ミーナも続く。

『もし必要なら、わたしもついて行くこともできるわ』

　だが、リーゼリットは微み塵じんも恐怖を感じさせぬ、生意気ともとれる口調で、

『わたしにはちゃんと仲間がいるから大だい丈じよう夫ぶよ。わたしは一撃浴びせたらすぐに後退するつもりだから、先せん鋒ぽうぐらいは務められるわ』

『それに、あなたたち三人も、このまま素す直なおに戦い続けるつもりはないんでしょ。悪だくみしているのが貌かおに出てるわよん』

　エミリーに見み透すかされ、クロエは困ったように微笑ほほえむと、

『あははは、気づかれてましたか』

　それ以上、説得しようとは思わなかった。

　リーゼリットが怖くないわけがない。《ミストガン》で同じ時を過ごしたからこそ、クロエはリーゼリットがまだ本当に幼いことを知っている。それでも《ゲート》を墜とすために、人類陣営は全力を尽つくさなければならない。そのことをリーゼリットもよくわかっているのだ。

　やがて人工空島メガフロートが微調整を終え、降下し始めた。

　──作戦開始。

『じゃあ行くわ』

『次は平和な世界で会いましょん』

『ええ。必ず……』

　クロエの返事を聞くと、リーゼリットはエミリーをのせたまま降下していった。この空域にいた見たことのない魔甲蟲たちを引き連れて。

　どこか名残なごり惜おし気げにミーナがつぶやく。

『行ったわね』

『乳ちちデカ女、あなた少し名残り惜しいんじゃないの』

『また会えるから大丈夫よ。そうでしょクロエさん』

　問われ、クロエはうんと頷うなずき、

『もちろんです。だから、絶対にこの作戦を完かん遂すいさせましょう。わたしたちの頑がん張ばりが、カナタに見えるように』

　この戦いに終止符ピリオドを打つため、クロエたちはさらなる準備を進めた。




　　　　※※※




　ここで《ゲート》を絶対に墜とす……っ！

　ゼスと交戦中のカナタが覚かく悟ごを固める中、分厚い雲を割って、人工空島メガフロートが徐じよ々じよに姿を現した。荒あら々あらしく削けずり取られた巨きよ大だいな飛行石の岩いわ肌はだ。護衛につく見たことがない魔甲蟲の一団。まるで天が墜ちてくるように映るその光景を前にゼスは、

『そういうことか。──上がれ……っ！』

『遅おせーよ』

　ゼスの思念を受け、《ゲート》防衛についていた魔甲蟲が一いつ斉せいに上じよう昇しよう。だが、それはカナタの指し摘てき通り、完全に出で遅おくれていた。ゼスの眼がカナタへ向きすぎていたのだ。

　ちょうどその折、

『いっくよーーーーーっ！』

　見たことがない魔甲蟲の一団の後方から、リーゼリットが姿を現し、両手に充塡チヤージした黒いエネルギーを合わせた。そのタイミングでリーゼリットの肩にいる、エミリー・ウィットベルンがびしっと標的を指さし、

『ぶちかましなさいリーゼちゃん』

　直後、黒い乱流のような砲ほう撃げきが、迎げい撃げきに向かってきたアルケナル級の群れのひとつを一いつ掃そう。続いて、リーゼリットは呪詛──反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンによる強化支配で進化した小型種の群れに指示する。

『蹴け散ちらしなさい《ブイヤレオス》……っ！』

　アルケナル級より体長が一・五倍ほど大きく、槍やりのように突つき出た下した顎あごが特とく徴ちよう的な魔甲蟲が、《ゲート》の防衛部隊と渡わたり合う。

　全力で迎撃させるゼスを、カナタが挑ちよう発はつする。

『たった一人と一基を相手に、ずいぶんと派手な歓かん迎げいだな』

『あれを墜とさないと万が一ということがあるからね』

　落ち着きを払はらいながらゼスは、

『それにしても、人工空島メガフロートを《ゲート》にぶつけようとするとは』

『お前は俺の奇襲を読んでいた。だが、この作戦は主力部隊だけじゃなくて、俺も囮おとりだったんだ。お前は俺を墜とす為ために《ゲート》の下ばかり見ていたけど、本命は上。分厚い雲の向こう側だ』

『そちらにも多数のアルケナル級を向かわせて、異常なしとの報告を受けていたが、全すべてリーゼリット君の呪詛で操あやつられていたようだね』

　その結果が、この状じよう況きようだ。

　ゼスはカナタを《ゲート》攻こう略りやくの切り札と読んでいたが、人類陣じん営えいの本命の策は人工空島メガフロートによる《ゲート》直撃だ。

　人工空島メガフロートは浮ふ遊ゆう都市ほどの大きさはないとはいえ、場合によっては予備の浮遊都市として利用されることも考こう慮りよされている巨大な質量構造物だ。その基き盤ばんとなる飛行石の質量だけで、数百万トンを凌りよう駕がしている。飛行石は魔ま力りよくに反応して重力に逆らう性質を持つため、魔力抜ぬきをしないと充分な落下速度は出せないが、それでも人工空島メガフロートは巨大質量だ。

《絶力》の遣い手以外が《ゲート》の障しよう壁へきを破は壊かいできるとは思えないが、だが人工空島メガフロートほどの巨大質量の直撃を受けきれるとの確信も持てまい。

　すでにカナタによる揺ゆさぶりは始まっている。

　この折、《ゲート》直上で交戦中のリーゼリットからの通信。

『カナタ。聞こえてるか知らないけど、わたしはここでひと暴れしたら、エリス様のもとに急行するから援えん護ごできないわよ』

『かまわねーよ。むしろ、お前にはエリスと一いつ緒しよに動いてもらった方が都合がいい』

　カナタから連れん絡らくを受け、人類に味方する《崩力》の遣い手が、その強きよう烈れつなチカラを以もって動き出す。その狙ねらいは天てん槌ついの守護ではなく……

『単独で《ゲート》に斬きり込もうというのか』

　急降下するリーゼリットを見て、ゼスは微かすかに眼を瞠みはるも、

『障壁を破れるとは思えないが、好きにはさせないよ。如何に《崩力》の遣い手とはいえ、この物量差では押し潰つぶされる』

　急きゆう上じよう昇しようしていた《ゲート》防衛部隊が、リーゼリットの進路を塞ふさごうと方陣を組んだ。

　一億ほどの個体が一気にリーゼリットの進路を塞ごうと動くのは、過か剰じようすぎる反応に見える。だが、ゼスにとって……いや、人類陣営にとっても、この世界に魔甲蟲を齎もたらす存在は何よりも重要なのだ。

『やっぱりリーゼリットの妨ぼう害がいに入ったか。なら、人工空島メガフロートはどうする？』

『簡単だよカナタ君。ここに、わたしがいるじゃないか』

　たしかにゼスのチカラなら、単独でも巨大構造物である人工空島メガフロートを破壊する方法はある。だが、カナタはゼスの意図を悟さとっていたかのように斬りかかり、

『いつまでもお前の思い通りになるなんて思うなよ……っ！』

　囮として、全力でゼスの注意を引きにかかった……！







　分厚い雲を抜ぬけ、降下したリーゼリットの瞳ひとみには、無数の魔甲蟲を纏まとう《ゲート》の姿が広がっていた。だが、カナタとゼスが戦っている近くにだけはどの魔甲蟲も近づこうとはしない。その真空地帯に入り込めば、一いつ瞬しゆんで息が途と絶だえることを知っているかのように。

《ゲート》は絶対に墜おとさなくちゃならない……っ！

　そのためには、眼前に立ちはだかる魔甲蟲の壁かべを抜く必要がある。

『リーゼちゃん、ここは降下軌き道どうを少し逸そらして、敵の密度の薄うすいところを……』

『でも、それだとわたしが先陣を切る意味がなくなる……っ！』

　眼前に立ち塞がるアルケナル級の方陣を蹴散らしながら、リーゼリットが叫さけんだ。

　リーゼリットが単独で《ゲート》を目指すのは、狙いがあってのことだ。《ゲート》を傷つけられることを極きよく端たんに嫌きらうゼスが、リーゼリットを全力で迎撃するのも想定済みである。

　だが、敵があまりにも多く突とつ破ぱは困難。反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンは役に立ちそうにない。一体ずつ強化支配したあかつきには、こちらが敵の包囲下におかれ、身動きが取れなくなってしまう。

　カナタが《ゲート》に近づこうとしていた際は、カナタを誘さそいだすためゼスは魔甲蟲を数万単位で小出しにしていたが、今回はリーゼリットを追い払うため、手当たり次し第だいに魔甲蟲をぶつけてきている。敵の密度は段だん違ちがいだ。それでも──

『エミリー・ウィットベルン。気き遣づかいはうれしいけど、わたしはここで役目を果たしてみせる』

『リーゼちゃん……』

　両手から漆しつ黒こくのエネルギーを放出しながらリーゼリットは、

『わたしがここで役目を果たせなかったら、それは結果としてリコリスたちの立場を悪くすることに繫つながるんでしょ。だからエミリー・ウィットベルン、わたしにチカラを貸してちょうだい』

『チカラっていっても、いまのわたしに戦せん闘とう力は……』

　言いかけ、エミリーがはっと貌かおを上げる。いままで見落としていた何かに気づいた様子だ。

『もし、それをしたらあなたの存在が危なくなるわ。でも、それでもわたしは、いまの状況であなたのチカラを必要としているの』

『いいわんリーゼちゃん。お姉さんに、任せなさいな』

　その返事を聞き、リーゼリットが呪じゆ詛そを発動。右手に黒い燐りん光こうを宿し、エミリーへ強化支配のチカラを注ぎ込む。その直後、一瞬でエミリーの体は人間サイズへと戻もどり、その背に呪詛──黒き双翼フリユーゲルを纏っていた。

　微かな呪力だけで存在しているエミリーは不安定な存在だ。強ごう引いんに莫ばく大だいなチカラを注ぎ込んだことで、生命に危険が及およぶ恐おそれすらある。それでも、エミリーの表情に悔くいはない。

　むしろ──

『リーゼちゃん。反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンのチカラでも、わたしの本気モードは長く保もたないわよ』

『わかってるわ。だから、一気に突破する』

　リーゼリットとエミリーは同時にふっと好戦的な笑えみを零こぼし、

『『貫つらぬけえええぇぇぇぇぇーーーーーっ！』』

　二人は一斉に《崩ほう力りよく》の一撃を魔甲蟲の壁へと放った。リーゼリットの全力と、エミリーの十六の翼つばさから放たれる漆黒の砲撃に魔甲蟲は一瞬で吞のみ込まれる。急降下しながら漆黒の光を放つ二人は魔甲蟲の壁を貫かん通つうしながら進み、やがて《ゲート》を眼前に捉とらえた。

『届いた……っ！』

　リーゼリットはそのままゼスの注意を引くために、わざと《ゲート》の障壁に《崩力》による攻こう撃げきをぶつけ、エミリーとともに海面へと突っ込む。

　チカラを使い果たしたエミリーは妖よう精せいサイズに戻っており、海中でもがいていた。存在そのものが不安定になっており、もう自力で動くのは困難この上ない。リーゼリットはそっと彼女を手にすると自分の髪かみを摑つかませ、魔甲蟲が追ってこれない海中を泳いで距きよ離りをとってから、海上へと飛び出した。

『わたしたちを放ほうっておくと、永遠に《ゲート》を狙い続けるわ……っ！』

『というわけで、気合を入れて追ってくることねん』

　こちらを見失っていた魔甲蟲たちへ挑発するように口にすると、リーゼリットは再び海中へと潜もぐり、今度は戦域外へと退たい避ひを試みた。

　カナタ、敵の注意は引きつけてやったわよ……っ！

　その直後、リーゼリットの通信結けつ晶しようにある人物からの通信が入った。







　よくやったなリーゼリット。

　膨ぼう大だいな数の《ゲート》防衛部隊が、上空から急降下している人工空島メガフロートの近くではなく、《ゲート》の近くに溜たまった構図となった。

『止めきれなかったか。だが、再び間合いを詰つめることはできないようだね』

《ゲート》に近づく虫を払うかのように、《ゲート》防衛部隊はリーゼリットたちの追つい尾びに移る。

『ならば──』

《ゲート》の安全を確保したゼスはその双そう眸ぼうに人工空島メガフロートを捉えた。ゼスが漆黒の輝かがやきを放つ呪じゆ剣けんを振ふりかざそうとしたそのとき、

『遅おそいぜ……っ！』

　ここぞとばかりに間合いを詰め、カナタは斬ざん撃げき。ゼスの左ひだり腕うでを、咄とつ嗟さに展開した障壁ごと斬り落としてやる。鮮せん血けつが宙を舞まった。

　これでゼスの戦闘力は半減。

　続けざまにもう一度放った剣撃がゼスの胴どう体たいに届こうという刹せつ那な、ゼスはふっと笑い、

『いいや、遅いのはキミだ』




　呪剣戦技──獄砕直斬アビスホライズン




　直上に浮うかぶ人工空島メガフロートに向かって、ゼスが《崩力》を駆く使しした戦技を放った。放たれし漆黒の光の奔ほん流りゆうが、人工空島メガフロートの低部を打ち抜き、地下構造体にある動どう力りよく炉ろを直撃した……！

　一いつ拍ぱく遅おくれてくぐもった爆ばく音おんが聞こえたあと、巨きよ大だいな飛行石に無数の亀き裂れつが奔はしるや否いなや、紅ぐ蓮れんの業ごう火かが垣かい間ま見みえた。もし人工空島メガフロート内部に人がいたなら、一瞬にして焼け死に、消し炭となり果てていたことであろう。

　都市の地ち殻かくともいえる複合プレートや、鉄骨、コンクリートの破は片へんなど、無数の破片が天頂方向から降り注ぐ。中でも一ひと際きわ目立ったのは、浮遊都市の基盤とでもいうべき、飛行石の破片だ。ものによっては飛空艇てい十数隻せきを纏まとめて薙なぎ倒たおせそうな巨大なサイズの破片まで、大小さまざまな浮遊石の破片が混在している。総重量数百万トンを超こえる膨大な質量が降り注ぐその光景は、さながら流星雨うのようであった。

　一撃で急所を貫いたのか……っ!?

　驚きよう愕がくするカナタの視線の先では、《ゲート》防衛部隊の物量に押され、身動きが取れなくなった《ブイヤレオス》たちに、人工空島メガフロートの大質量破片が命中。翅はねに穴をあけられたり、頭を潰されたりして、数多あまたの敵とともに墜おちていく。

　呪力で強化された魔甲蟲であっても、大質量破片の直撃には耐たえ切れないようだ。リーゼリットを警けい戒かいし、《ゲート》周辺に集まっていた魔甲蟲たちが混乱し、無む秩ちつ序じよに激しく飛び交かっていた。そんな崩ほう落らくの最中、カナタに胴体を両断されたゼスは、何事もなかったかのように黒い粒りゆう子しとなったあと再生し、啞あ然ぜんとするカナタの前に立ちはだかる。

『せっかくの切り札が失われたというのに、あまり驚おどろかないようだね』

『少しは驚いているよ。お前の判断力の高さとかはな』

《崩力》の遣つかい手という括くくりの中で、ゼスの強さは、ユミエールたちのとは質が違う。

　彼女たちと同じチカラの信しん奉ぽう者しやであり、崇すう拝はい者しやでありながら、そこには慢まん心しんや傲ごう慢まんといった油断が一いつ切さいない。不死王ノスフエラトウスや《崩力》に驕おごらず、それら全すべてを戦闘手段のひとつとして昇しよう華かしている。想定外の状じよう況きようで、瞬時に人工空島メガフロートの弱点を見み抜ぬいて一撃で破は壊かいしたり、《ゲート》の防衛部隊を《崩力》の遣い手であるリーゼリットの急降下攻撃に全力対応させ、《ゲート》を護まもるために最善の決断を一瞬でしてみせたのがその証左だ。

　死し闘とうを演じながら、これらの判断と指揮をこなすのは、カナタであっても不可能。

　だが、カナタに負けることは赦ゆるされない。

　もとより相手が規格外の存在と捉えていたからこそ……

『人工空島メガフロートそのものを使い捨て兵器にするというのは、わたしが評議員だった頃ころには考えられないことだよ。あの頭の固い評議員たちがよく納なつ得とくしたものだ。……だが、それもわたしのチカラの前には無む駄だな足あ搔がきだよ。魔甲蟲にどれだけ被ひ害がいが出ようと《ゲート》さえ墜ちなければ意味がない。人類陣じん営えいのほぼ全軍とカナタ君を囮おとりにしてまで実行した策にしては、決定打に欠けるようだね』

　カナタの策を以もってしてなお《ゲート》は健在。護衛として残った一億近くの魔甲蟲たちは人工空島メガフロートの破片に巻き込まれたり、撤てつ退たいしていくリーゼリットたちへの追つい跡せきで、一割が割さかれた程度に留とどまった。

『さあ、これでカナタ君の策は潰つぶしたよ。戦いを続けようか？』

　一切の驕りなく昂こう然ぜんと言い放つゼス。そんな彼を前に、しかし、カナタは不敵な面つら構がまえで笑ってみせる。

『なにかおかしなことを言ったかな？』

『俺の予定じゃ、お前にはもうこの策は見抜かれていたはずなんだけど、少し演出がすぎたんじゃねーか。お前、人型魔甲蟲の強さを引き立てるために、敢あえて弱い魔甲蟲ばかりをこの戦域に集めただろ』

　そう。だからこそ、人工空島メガフロートの接近は探知されなかった。

　カナタ・エイジの策はまだ潰れてなどいない。

『戦ってみてわかったけど、お前自身には隙すきが全くないよ。でも、周りの魔甲蟲たちには付け入る隙がある。そんでこの戦いに人類陣営は全力を懸かけてるからこそ、俺たちはこの好機チヤンスを得ることができた』

『好機チヤンス？　キミの策はもう潰したはずだが……』

『おいおい、人類陣営は全力を懸けてるって言っただろ』

　へっ、とカナタは不敵な笑みを浮かべ、

『まさか《ゲート》を墜おとすのに、人工空島メガフロートが一基なわけがねーだろうが』

　その直後、再び分厚い雲が割れた。人工空島メガフロートの巨大な飛行石が姿を現しだす。

『また同じ手を……』

　そう言いかけたゼスの昂然とした表情に一点の翳かげりが差した。分厚い雲が割れたのは一か所だけではない。やや遅おくれるようにして二か所、三か所、さらに増え……合計で五か所から、人類陣営の隠かくし駒ごまである工作部隊の空士およそ五千人を伴ともなって、人工空島メガフロートが現れたのだ。しかも、リーゼリットに全力対応したせいで、防衛部隊の大半は《ゲート》間近で混乱中。工作部隊への即そく応おうができないのは明らか。

　チカラでは勝てないからこそ、知略を駆使したカナタはゼスに魔ま砲ほう剣けんの切っ先を向ける。

『さあ、今度はどうやって防ぐんだゼス・ヴィーゲルト……っ！』







『なるほど、今度はそうきたのか』

　昂たかぶる感情を抑おさえきれず、ゼスは自然と口にしていた。

《ゲート》にぶつける人工空島メガフロートが一基のみというのは、完全に思い込みだった。この世界の人々の生命線とすらいえる大地の予備すら武器にする人類陣営が、持てる手札の全てを切らないわけがない。

　この戦いに負ければ、この世界の人類に未来はないのだから。

　いまゼスの瞳ひとみに映る人工空島メガフロートは、五基。だが《ベベル》にある人工空島メガフロートは全部で十三基。おそらくは分厚い雲の向こう側に、まだ七基の人工空島メガフロートが控ひかえているはずだ。

　人類陣営の全力を悟さとったゼスの双眸が、カナタを見み据すえる。

『五基しか見えないが、残りの七基も投下するつもりなのだろう』

『気づいたようだな。だが、もう残り七基も降下位置ポジシヨンを取ってるぜ』

『これだけの部隊に接近されても気づけないとは、カナタ君のことに気をとられすぎていたようだね』

『まーな。それでどうする？　俺の相手をするのか、それとも俺を無視して人工空島メガフロートを墜としにかかるか』

　カナタが考える、ゼスの選せん択たく肢しはおそらく二つ。ゼスが全力で人工空島メガフロートを迎げい撃げきするか、それともカナタの足止めに専念するか。いずれにしても、カナタにとって都合がいいことは明らかだ。この状況なら、どちらかが確実に《ゲート》を捉えられる。

　人類陣営の主力部隊とカナタ・エイジを囮にして、準備を整えた天槌の一撃ヘブンズブローを前に、ゼスたちに充じゆう分ぶんな迎撃はできないと読んでいるだろう。《ゲート》の防衛部隊は物量面では圧あつ倒とう的だが、大半が低高度で混乱に陥おちいっているせいで、高高度迎撃の遅ち延えんは避さけられない。だが、

『では、わたしもそろそろ全力を出させてもらおう』

　ゼスは左手に天に掲かかげ、当たり前のようにチカラを実体化させ凝ぎよう縮しゆくし、掌てのひらの上に黒い短たん槍そうのようなものを創造した。

　禍まが々まがしく荒あらぶるチカラ。相手のチカラの流れを把は握あくする戦い方をするカナタは、すぐさまそれが極きわめて危険なものであることを悟ったようだ。

『………………っ!?』

　行動を阻そ止ししようとカナタが間合いを詰めようとした矢先、ゼスはそれを上空から降下してくる人工空島メガフロートのひとつ目がけて放ほうり投げた。その黒い短槍は、交戦中の工作部隊と魔甲蟲の間をすり抜ぬけ、やがて──轟ごうっ！　という圧倒的な爆音と漆しつ黒こくの閃せん光こうを戦せん空くうにもたらし、急降下していた人工空島メガフロートを一撃で粉ふん砕さいしてみせた。

　爆ばく発はつの余波と破は片へんに、周囲で戦せん闘とうしていた空士と魔甲蟲たちが巻き込まれる。

『な……っ!?』

　あまりの破壊力に絶句したカナタの前で、ゼスは淡たん々たんかつ堂々とした態度で、

『カナタ君、あまり相手を侮あなどらないほうがいい。キミの目の前にいるのは、わたしだよ、二に者しや択たく一いつの選択肢など、覇は者しやに相応ふさわしいものではない』

　カナタの策を前に、ゼスは一歩も退こうとしない……！







　工作部隊戦闘空域。

『もう一基、いえ……もう二基墜とされたわよ……っ！』

『なんなのよあれっ!?　黒い棒みたいなのが見えた気がしたけど……っ!?』

　ミーナとノエルの視線の先には、突とつ如じよとして大爆発を起こし崩ほう壊かいしていく人工空島メガフロートの姿があった。つい先ほども同じように、何の前まえ触ぶれもなく大爆発した。

　こちらへ上がってくる魔甲蟲を迎撃していた彼女たちは、ゼスが黒い短槍を放ったことに気づくことすらできない。むろん彼女たちとゼスの間には、魔甲蟲の迎撃部隊という壁かべがあるため、その向こうでカナタと高速戦闘するゼスを補ほ捉そくするのは至難の業わざだ。

　だが、クロエだけはノエルの言う黒い棒が何なのか知っていた。

『人工空島メガフロートは黒い短槍……《崩ほう力りよく》の攻こう撃げきで壊こわされたみたい。いまカナタが必死に戦闘してるけど、不死王ノスフエラトウスを使われて苦戦してる』

　魔甲蟲の壁の隙すき間まから、必死に眼めを凝こらして得た情報だった。

　激しく動き回るミーナやノエルとは対照的に、クロエは後方にどっしりと構え、砲ほう撃げきを放っている分、状況を把握できる。落下していく人工空島メガフロートの破片が魔甲蟲の壁に穴を空けると、その向こう側には、ゼスと交戦中のカナタの姿が見えた。

『その程度では、わたしに呪じゆ詛そを使わせることすら叶かなわないよ』

『そう何度もお前の思い通りにはやらせねーよ』

　人外のチカラを宿す二人は高速戦闘をしており、しかも距きよ離りがあるため、その戦い様はあまりよく見えない。しかし、リーゼリットから聞いた特務隊の通信周波数は、魔甲蟲の壁の向こう側の状況をより正確に伝えてくれる。

『だが、わたしの呪詛の前にキミは無力だ。それに、人工空島メガフロートはわたしにとって巨大な的に過ぎない』

『だとしても、全部お前のいいようにさせるつもりはねーよ……っ！』

　カナタ……と、クロエが胸中でつぶやいたとき、魔甲蟲の壁に遮さえぎられて戦う幼おさな馴な染じみの姿は見えなくなった。

　カナタはゼス相手に苦戦中だ。一方で、ゼスはカナタと戦いながら、急降下する人工空島メガフロートを迎撃し続けている。

　このままでは作戦失敗は必至。しかも、

『また一基墜とされたっ!?　今度は砲撃系の変キ異メ種ラの群れによるものよ……っ!?』

　ミーナからの通信を聞き、クロエが該がい当とう勢力を見やる。

　そこでは、以前遭そう遇ぐうした《キメラ・アルタイル》のような砲撃機構を備えた変キ異メ種ラが百体ほど集まり、人工空島メガフロートへ向かって砲撃を放っている。人類陣営の射砲撃特化大隊を模も倣ほうしたのだろう。

　気づいた工作部隊の空士たちが攻撃を集中。組織だった射砲撃が注がれるが、プロキオン級を中心とした中大型魔甲蟲が盾たてになり、痛打を浴びせられない。その中に、際立って大きな変キ異メ種ラの姿があった。正面から見ると横に長い紡ぼう錘すい形けいをした、巨きよ大だいな黒い蟹かにのような魔甲蟲だ。

　この混戦の中、近接系空士は敵の接近を拒こばむのに手て一いつ杯ぱいで、敵てき陣じんに斬きり込む余よ裕ゆうなどない。

　そんな中、ミーナが叫さけぶ。

『最後の一基も墜とされたわっ！　これで第二波は全ぜん滅めつよ……っ！』

『カナタ・エイジと戦いながら人工空島メガフロートを一撃で墜とすなんて、ゼス・ヴィーゲルトはどんな神経しているのよ……っ!?』

　しかし、そのお蔭かげで魔甲蟲陣営の被害はますます拡大していく。

　人類陣営も人工空島メガフロートの直下で戦い、破片に巻き込まれる危険リスクを冒おかしているが、その物量ゆえに満足な動きを取れぬ魔甲蟲陣営のほうが圧倒的に被害は大きい。

　要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市から引き抜かれた中ちゆう堅けんどころの空士と学園浮遊都市からの上位陣による一・五線級の部隊からなる工作部隊が億単位の敵を相手にして潰れないのは、人工空島メガフロートの破片が敵に大損害を与あたえているからだ。

　でも、このままじゃ本ほん末まつ転てん倒とうになる。クロエは仲間二人に、

『わたしたちにもできることはある。カナタが注意を引いてくれているお蔭で、わたしたちのほうへは攻撃が飛んできてない』

　カナタとの戦闘をこなしながら、人工空島メガフロートを破は壊かいするという離はなれ業わざをこなすゼスだが、工作部隊の密集点に向かってあの黒い短槍を放つ余裕はないらしい。

　だが、同じ部隊の仲間は手一杯で、そのことに気づけない。

『ミーナさん、ノエルちゃん。人工空島メガフロートの第三波降下に呼応して、砲撃系変キ異メ種ラの密集点を一いつ掃そうするよ。協力してちょうだい』

　背中を任せるに値あたいする二人に声をかけ、後衛に位置するクロエが突如として前に出た。

　迫せまりくる魔甲蟲に発砲。紅くれないの砲撃で瞬またたく間に敵を蹴け散ちらすと、変キ異メ種ラのいる方向に魔砲杖じようを向けて停止し、縮退魔力を錬れん成せい。世界中から光を集めているかのように、クロエの体が実体化した縮退魔力に包まれだす。

『ちょっとっ!?　何考えているのよクロエ・セヴェニー……っ!?』

　慌あわてて駆かけつけてきたノエルが、クロエの真横から迫った魔甲蟲を串くし刺ざしにした。ミーナは迫りくるプロキオン級の鎌かまを魔戦せん斧ぷでへし折っていた。

　クロエの耳元で、ノエルががなり立てる。

『射砲撃系のあなたは後ろから援えん護ごしなさいよっ！　前に出て動きを止めるなんて、いい的じゃないの……っ！』

『ううん、退さがらないよ。ここで退がったら、人工空島メガフロートを落とせなくなる。でも、わたしがこの場所から全力を出せば、敵の一角を突つき崩くずせる』

　クロエに退く意思はなく、敵の砲撃部隊に真っ向から立ちはだかる構図を維い持じ。膨ぼう大だいな縮退魔力の錬成が必要なあの戦技は、動きながらでは発動できず、前に味方がいても発動できない。

『第三波に降下する人工空島メガフロートは七基。ゼスさんは人工空島メガフロートを墜おとせているけど、カナタも足止めしなくちゃいけないから満足な迎撃はできていないと思う。それに、幼いリーゼリットちゃんが命を懸かけて敵を引きつけてくれたお蔭で護衛の魔甲蟲も陣形が悪い。だからこそ──この戦いの流れを変えるならいましかない』

　そう言って、クロエは縮退魔力の錬成を継けい続ぞく。混戦の最中、敵の注意はクロエに向いていないようだが、無防備な姿を晒さらしていた。そんなクロエを見て、ノエルはいまいましそうに舌打ちすると、

『ちっ、仕方ないわね』

　そう言って、クロエを援護するようにその場に留とどまった。

『ノエルちゃん……』

『このまま首根っこ摑つかんで後方に引っ張っていきたいんだけど、どうせ後ろから撃うったんじゃ、混戦の中味方を巻き込んじゃうとか文句言うんでしょうが』

　うん、それは間ま違ちがいなく言ったかな、とクロエは満面の笑えみで答える。

　仲間たちの協力により、クロエは縮退魔力錬成の継続。ミーナとノエルは接近してきたアルケナル級の注意を引き始める。

　そんな中、密集した変キ異メ種ラたちがクロエを狙ねらい始めた。けたたましい音とともに放たれる、容よう赦しやない砲撃。激しい風圧が掠かすめ、クロエの髪かみを激しく靡なびかせる。

　集中させれば人工空島メガフロートを墜とせる威い力りよくだ。人間サイクロズの目標エなど、命中すればひとたまりもない。

　だが、全力を出すと決めたクロエは決して動くことはない。

　もし動けば、大量に練成しつつある縮退魔力が無む駄だになってしまう。クロエの魔ま力りよく制御コントロールでは、動きながら膨大な縮退魔力を絶えず管理下に置くことはできない。

　管理できなくなった縮退魔力はただのエネルギーの塊かたまりであり、戦技の発動に必要な事象干かん渉しよう力として利用することができなくなる。

　ちょうど時を同じくして、人工空島メガフロートの第三波急降下が開始された。

　異様な気配を色いろ濃こくするクロエに、ますます砲撃が集まった。黒い閃光がすぐ間近を駆け抜けていく。しかし、クロエは避けようとしない。

　やがて変キ異メ種ラの砲撃が真正面からクロエに迫った……！

　直前に気づいたミーナが雷電衝斬サンダーアツクスで弾はじきながら、障しよう壁へきを展開。砲撃を弾きながら、後ろを見て、

『クロエさん、怪け我がはしてないようね。酷ひどい状じよう況きようだけど、怖こわくないかしら？』

『怖いことは怖いです。でも、空士にはたとえ墜ちるとわかっていても、戦わないといけないときがありますから』

　微笑ほほえみを浮うかべて答えるクロエは、カナタのほうがもっと怖い思いをしていると思った。

　同じ空士であっても、人類の希望となる重責はクロエには想像もつかない。

　命を懸けて戦っているのはクロエも同じだ。ここにいる工作部隊の仲間たちも、必死に戦っている。

　だが、クロエたちはカナタの次元の戦いに加勢することはできない。クロエの生しよう涯がいの全すべてを鍛たん錬れんに費やしても、あの次元の戦いに足を踏ふみ入れることはできないだろう。身の程ほども弁わきまえず挑いどめば、一いつ瞬しゆんで灰かい燼じんと化す。

　でも、今回は手助けできる。

　リーゼリットのように《崩力》ありきで単独突とつ撃げきせずとも、いまならクロエの十お八は番こが通じる。いままで必死に磨みがいてきた自分の技能の全てを以もって、カナタの手助けをすることができるのだ……っ！

　その折り、縮退魔力が充塡チヤージ完かん了りよう。

　クロエは変キ異メ種ラの密集点に狙いを絞しぼろうとする。全力全開の一撃だからこそ、慎しん重ちように狙いを絞らなくてはならない。

『カナタ、聞こえてるかわからないけど、全力の一撃を出すよ。たぶん、ゼスさんも驚おどろくと思うから上う手まく使ってね』

　返事があると思っていなかったが、

『……わかった。……クロエ、頼たのむ……』

　激しいノイズ交じりだが、カナタからの返事があった。

　報むくわれない戦い。たとえ平和への犠ぎ牲せいにならずとも、カナタの苦労が報われることはないだろう。

　ゼス・ヴィーゲルトはオーバードライブなしで倒たおせる相手ではないことは明白だ。

　そんな彼の決意に応こたえるように、クロエは元気よく応える。

『頼まれた……っ！』

　クロエが確実な照準をつけようとしている間にも、急降下中の人工空島メガフロートが次々と墜とされていく。いつの間にか砲撃系変キ異メ種ラの密集点は規模を増し、数を増やし、急降下する人工空島メガフロートに容赦なく砲撃を浴びせていた。

　だが、いつまでも好きにさせるわけにはいかない。

　カナタの邪じや魔まをするものは、わたしが叩たたき潰つぶす……っ！

　こちらを狙う変キ異メ種ラが砲撃を放つ。同時に両りよう脇わきを絞って魔砲杖を構えたクロエが、蓄ちく積せきした縮退魔力を一気に開放した。




　魔砲杖戦技──極光スターダ殲滅スト・ス砲トリーム




　クロエの魔砲杖から、世界を照らし出すような紅あかい光が放たれた。その砲撃は、巨大な光の柱に始まり、敵を貫つらぬくときには天を刺さす巨大な剣けんとなっていた。

　迫りくる何発かの砲撃は一瞬で蒸発。極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームは全く勢いが衰おとろえることなく、盾となっている中大型魔甲蟲へと向かう。プロキオン級を中心とした魔甲蟲はその光に貫かれた直後瞬く間に粉ふん砕さいされたが、巨大な黒い蟹のような魔甲蟲に激しく抵抗レジストされ、拡散された紅の光があらぬ方向にいる魔甲蟲たちを貫いていく。

　極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームが通らない……！

『どうするのよ乳ちちデカ女？　このままじゃ砲撃系変キ異メ種ラの密集群が殲せん滅めつできないわ』

『ノエルさん。クロエさんが極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームで空けた穴から飛び込むのはどう？　帰り道の保証はできないけど、砲撃系変キ異メ種ラの密集群をかき乱すくらいなら──』

　ノエルとミーナが決死の覚かく悟ごを決めたとき、轟ごうっ！　と極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームがさらに勢いを増した……！

『クロエさん……っ!?』

　驚いたミーナたちがこちらを見てくる。だが、

『まだまだ……っ！』

　ぴしゃりと言い、クロエはさらにチカラを注ぐ。

　退けぬ戦いがある。負けられない戦いがある。眼の前に如い何かに強力な壁かべが立ちはだかろうとも、クロエはそれを粉砕すると決めていた。

『たとえ弾かれるからって──』

　全力全開で、持てる限りのチカラを注ぎ込む。

　ほぼ全てのチカラを砲撃に注いでいるため、魔力による身体強化すら充分ではなく、極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの反動が彼女の身体からだを蝕むしばんでいく。

　もとより身体強化した体で、飛行魔術で踏ん張りを利きかせて放つことを前提とした戦技だ。その尋じん常じようならざる反動に耐たえる体の各所が悲鳴を上げる。

　腱けんがちぎれ、靭じん帯たいが砕くだけそうになり、特に左ひだり腕うでから激痛が奔はしりぬけている。だが、砲撃を止やめるつもりはない。

　険しい表情でミーナが振ふり向きながら、

『もう止めなさい、体が壊こわれるわよ……っ！』

　それでも、

『押し通す……っ！』

　身を削けずりながら、クロエは魔砲杖を握にぎり続ける。

　いまこの瞬間にクロエがカナタのために役立てることがあるとすれば、それは砲撃を放ち続けることだけなのだ。もう二度と砲撃できなくてもいい。魔力が尽つきても、腕うでが折れてもいい。それでも、これだけは譲ゆずることはできない……っ！

　さらに勢いを増す極光スターダ殲滅スト・ス砲トリーム。すると、巨きよ大だいな黒い蟹かにのような魔甲蟲が押され始めた。勢いに押し負けた巨大な黒い蟹のような魔甲蟲は、その背後に隠かくれていた砲撃系変キ異メ種ラの密集群のもとへと押し出され爆ばく発はつ。極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームは砲撃系変キ異メ種ラの密集点を殲滅し、さらに先にいた魔甲蟲の群れを吹ふき飛ばし、直下にある《ゲート》にさえ届き、その障壁を激しく叩きつけた……！

《ゲート》の強固な障壁を貫くことはできなかったものの、《ゲート》を直接攻こう撃げきしたのはカナタ、リーゼリットに次いで、人類陣じん営えいでは三人目だ。

　その功績を讃たたえるかのように、クロエの空けた穴を通るようにして、人工空島メガフロートのひとつが急降下していく。ゼスの攻撃が他の人工空島メガフロートを直撃した。

　激しい爆発に包まれる中、クロエの空けた穴を通る人工空島メガフロートは魔甲蟲を薙なぎ払はらいながら、確実に急降下していった。
















　その光景を見届けたあと、クロエに駆かけ寄ってきたミーナが貌かおを蒼あおくする。

『クロエさん、あなた負傷してるじゃないの……っ!?』

『腕が一本やられただけです。戦せん闘とうに支障はありません』

　激痛のあまり感覚がなくなってしまった左腕を押さえながら、クロエは引き攣つった笑みを浮かべてみせた。カナタを手助けするために折れた左腕に、悔くいなどあるわけがなかった。







《ゲート》周辺空域。

『あれだけの戦技を扱あつかえる空士が、まだ残っていたのか』

『よく知りもしないのに侮あなどるなよ。俺がいざっていうときは頼たよるって決めていた相手だ』

　極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームの光が《ゲート》の障壁を貫こうとする。むろん、障壁に弾かれているが、それはゼスの注意を逸そらすには充じゆう分ぶんだった。

　勝負をしかけるなら、いまだ……っ！

　その隙すきを、カナタは見み逃のがさない。

　絶空剣を放つ。

　強きよう烈れつな衝しよう撃げき波はにゼスの体が一瞬で砕け散る。

　カナタと片手間に戦っていたツケだ。

　だが、またすぐに復活する。

　そのことを見み透すかして、カナタは《ゲート》に向かって収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放った。

《ゲート》の障壁を引き裂さこうとする、白く輝かがやく光の奔ほん流りゆう。護衛の魔甲蟲たちは崩ほう壊かいした人工空島メガフロートの破は片へんに混乱し、すでに盾たてとしての役目を果たせなくなっている。しかし、その射線上には粒りゆう子し状の光が集まり人型を形成。やはり復活したゼス・ヴィーゲルトが収束ストラ魔イクブ砲ラスターの前に立ち塞ふさがり、獄砕直斬アビスホライズンで相そう殺さいを図はかる。

　そんなとき、さきほどクロエが放った極光スターダ殲滅スト・ス砲トリームが空けた穴から急降下してくる人工空島メガフロートが魔甲蟲の迎げい撃げき網もうを突とつ破ぱした……！

　死し闘とうを演じるカナタとゼスの傍そばを人工空島メガフロートが過ぎ去っていく。

　その下にはあるのは《ゲート》だ。

『手を抜ぬいたら、今度は収束ストラ魔イクブ砲ラスターが《ゲート》を貫くぜ……っ！』

『なるほど。わたしの動きを止めたか』

　今回の収束ストラ魔イクブ砲ラスターは全力だ。少しでもゼスが気を抜けば相殺に失敗し、《ゲート》への直撃弾だんになる。

　それでも、ゼスは左腕で黒い短槍を生み出し、降下しつつある人工空島メガフロートを迎撃しようとした。

　させるかよ……っ！　ゼスの視線が人工空島メガフロートへ逸れた一瞬、カナタは収束ストラ魔イクブ砲ラスターを解除。獄砕直斬アビスホライズンの上を掠かすめるように飛行して間合いを詰つめる。不意を突つかれたゼスは黒い短槍をカナタへ放ってきた。

　首を捻ひねるようにして回かい避ひ。ゼスと鍔つば迫ぜり合いに持ち込む。

　その間に、急降下した人工空島メガフロートが《ゲート》に衝しよう突とつした……！

《ゲート》の障しよう壁へきが激しくスパークを発し、人工空島メガフロートを押し返そうとする。結論から言えば、人工空島メガフロートのような大質量物体に速度をつけてぶつけても、《ゲート》の障壁を割ることは叶かなわなかった。

　だが、鬩せめぎ合い、そしてその大質量にものをいわせた人工空島メガフロートは障壁ごと《ゲート》を押し込み、海面に叩きつけていた……！

　冠クラウン状に巻きあがった大量の海水。それに包まれる、悲鳴のような唸うなり声をあげる《ゲート》。叩きつけられた際にワニ口にある上下の歯を強打したのだろう、前歯の一部が無様にも折れていた。

『どうやら叩き落とすことには成功したみたいだな。どの程度被ひ害がいがあるかわからないけど、少なくともダメージは与あたえたようだぜ』

　戦果を確かく認にんしカナタが言った。

　海面に叩きつけられた《ゲート》は、再び空に上がろうとはしない。破壊こそできなかったものの、障壁越しに何らかの傷を負ったようだ。巨体ゆえか回復が遅いらしい。

『そのようだね。だが、これで人類陣営の切り札はなくなった』

　上空では、最後に残った人工空島メガフロートが爆散していった……！

　砲撃系変キ異メ種ラはクロエたちが潰したものより、遥はるかに多くいたのだ。工作部隊は戦技の一いつ斉せい使用で魔甲蟲の防衛部隊を怯ひるませながら、ゆっくりと後退していく。敵の注意を引きつけてくれるらしい。

『さあ、カナタ君。今度はわたしから仕し掛かけさせてもらうよ』

　そう言って、ゼスがカナタへ向かって連続で戦技を放ってきた。右手に持つ呪剣から漆しつ黒こくの光が閃ひらめき続ける。

　咄とつ嗟さに回避し、カナタは大きく間合いを取った。

『どうしたんだね？　キルスティからの話では、キミはチカラ比べが嫌きらいではないようだが』

『お前とチカラ比べすると、俺が負けるのは眼めに見えてるからな。その手にはのらねーよ』

　左手で黒い短槍を生み出すゼスとは、手数が違ちがうだけではない。不死王ノスフエラトウスで復活するゼスは体力も回復しているが、カナタは連戦の疲つかれが蓄積していく一方だ。

　この先の戦いを見み据すえると、ここで張り合うのは得策ではない。

　死なずのゼス・ヴィーゲルトを倒たおすには、順序というものがある。

　海上に叩きつけられた《ゲート》が動きを止めた以上、この戦いは次の段階ステージに移っている。

　そろそろ、この戦いの流れに変化を齎もたらす存在が必要だ。

　教官をやっていた頃ころから、カナタは人を見る眼には自信がある。だからこそ、あいつがこの場に来ることを疑ってはいなかった。

　そんなとき、

『距きよ離りをとって気が弛ゆるんだようだね。甘いよカナタ君』

　澄すました貌でゼスが言い添そえた。

『さて、では援えん護ごを頼たのむよキルスティ』

　突とつ如じよとして海中から飛ひ翔しようしてきたキルスティが、カナタの背後に現れる。嬉き々きとして黒い大おお鎌がまを構えるその表情は喜き悦えつに満たされていた。

『なっ!?　まだ戦えたのかよ……っ!?』

『仲間ごと殺す覚悟が足りなかったようですねぇぇぇーーーっ！　わたしを完全に消しよう滅めつさせるには、せめてオーバードライブぐらいは使ってもらわないとぉぉぉーーーっ！』

　そう言って、黒い大鎌を振りかざしてくるキルスティ。彼女の本体は収束ストラ魔イクブ砲ラスターの直撃を浴びたはずだが、ここに存在しているということは取りこぼしがあったということだろう。

　もう呪じゆ詛そを扱う精神力はないようだが、狂きよう乱らん寸前のこの状態は厄やつ介かいだ。

『キルスティ、やはりまだ戦えたようだね』

『お待たせして申し訳ありませんゼス様ぁぁぁーーー！　これよりカナタ・エイジを殺害いたしますーーーーっ！』

　最も早はや自我すら失いつつあるキルスティが、嬉々としてカナタに黒い大鎌を振るい始めた……！







『撤てつ退たい路は西側に切り開いているわ。敵が態勢を整える前に早く後退してください』

　巨大な魔ま戦せん斧ぷを軽々と振り回し、ミーナは手近なアルケナル級の頭部を粉ふん砕さいした。

　工作部隊に《ゲート》防衛部隊を突破するチカラはなく、後退指示がなされている。当初は後退するにしても厳しいものになると思われていたが、リーゼリットが充分に注意を引きつけてくれたお蔭かげで、敵の初動が鈍にぶく、退路の確保に成功していた。

『リーゼリットさんは無事に逃にげ切れたかしら』

　ミーナは通信結けつ晶しようで連れん絡らくを取ろうとしたが、上う手まく繫つながらない。代わりに耳に入ったのは、ノイズ交じりのリーゼリットの通信だ。

『…………もう……すぐ……到とう着ちやくします。……エリス様の、援護に……』

　エリス様の援護……？

　護衛ならわかる。エリスは人類陣営の旗き艦かん〈アルタミラ〉に教皇陛下アークビシヨツプとともにいるはずだ。

　だが、援護となると、すでにエリスは出撃しているということか？

　自分の知らないところで、戦いの流れが生まれようとしている。そんな予感を覚えながら、ミーナは一度仲間たちと合流する。

『チビ虎とらさん、わたしたちは敵中を突破して、カナタ・エイジの援護に行くわよっ！　最初の予定じゃ援護に行かないはずだったけど、一対二なら話は別よ……っ！』

『わかったわ。クロエ・セヴェニー、あなたはわたしたちの後ろを──』

　いまにも敵てき陣じんに飛び込まんとするノエルは、振ふり返った先にいるクロエを見て、違い和わ感に気づく。

『どうしたの？　まだ魔力が回復してないの？』

『それもあるよ。でも、違うの』

　痛めた左ひだり腕うでを庇かばいながら、クロエはその場を動こうとはしない。

『わけわかんないこと言ってないで、行くわよ。ここで救きゆう援えんに行かずして、いつ行くのよ……っ!?』

『たぶんだけど、いまじゃないと思う』

『はあ……っ！』

　頭に血が昇のぼって睨にらみつけるノエルを手で制したミーナが、

『気持ちはわかるけど、落ち着きなさいチビ虎さん。クロエさん、説明してもらえるかしら？』

　カナタのことは、クロエが一番よくわかっている。

『援護が必要だったら、カナタはきちんとその要よう請せいを出します。まして今回の任務の重要性を考こう慮りよしたら、なおさらです』

　言葉を選ぶように、クロエが口にした。

『ですが、その要請がないのはカナタなりの意図があるからだと思います。だとしたら、わたしたちは当初の予定通り、戦場の穴あな埋うめに動くべきです。わたしたちがこのタイミングで加勢したところで、カナタの役に立てることがあるとは思えません。それに一昨日おととい断ったはずです、カナタの戦いの手伝いはしないと』

　二人の《崩ほう力りよく》の遣つかい手相手に、カナタの勝ち目が薄うすいことは明白であった。

　だが、その戦いにクロエたちが介かい入にゆうして、できることがあるかどうかは不明だ。足を引っ張る可能性が高い。できることと言えば、せいぜい一度だけ身を盾にしてカナタへの攻こう撃げきを庇うぐらいか。命を懸かけても、その程度のことが精せい一いつ杯ぱいだろう。

『でも、この状じよう況きようじゃ……』

『ううん。大だい丈じよう夫ぶだよノエルちゃん。カナタが救援を求めない以上、きっと勝算があるはずだから』

　この状況で、いまだカナタを信じられるのはクロエぐらいなものだ。また、この場にいる空士の中で、カナタを一番助けに行きたいのもクロエ自身であろう。そんな彼女が発した言葉の重みは、ミーナたちには痛いほどわかった。

『それよりも、いまは人類陣じん営えいの戦線が混乱してる。わたしたちが加勢しないと、人類陣営が状況を立て直すことができなくなるよ』

　カナタが戦う空を一いち瞥べつし、クロエは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かむ。だが、それは一いつ瞬しゆんのこと。クロエはすぐに表情を引き締しめ、

『だから、いまは敵の注意を引きつつ、そっちの救援に向かおう。カナタはきっと……大丈夫だから』










《ゲート》周辺空域。

　ちっ!?　さすがに二人相手じゃ……っ!?

　防戦一方となったカナタの眼前を、ゼスが放った漆黒の光が駆かけ抜ぬけていく。間かん髪はつ入れず背後からキルスティが迫せまる。

『く……っ！』

　わかっていても、躱かわせるものではない。

　カナタはキルスティの黒い鎌れん撃げきを受け止めた直後、すぐさま上じよう昇しよう。それとほぼ時を同じくして、背後から迫っていたゼスの剣けん撃げきがカナタのいた空間を斬きり裂さいた。

『ふむ、うまく避よけたものだね』

『そいつはどうも』

　皮肉で返し、カナタはさらに間合いを取った。

　ゼスとキルスティの連れん携けいには隙すきがない。常に一人がこちらの注意を引き、もう一人がこちらの死角を突ついて攻せめたててくる。

　二人の《崩力》の遣い手が駆く使しするのはよく知られた連携戦術。カナタもその種はわかっているが、手も足も出ないというのが本音だった。

　このままじゃ墜おとされる……っ!?

『キルスティ、今度は戦技の連打で追い詰つめようか。カナタ君にも確実に疲れが蓄ちく積せきしているはずだ』

『はい、畏かしこまりましたゼス様ぁぁぁぁーーーーーっ！』

　歓かん喜きしたキルスティが嬉々として羅刹謳歌デモン・ストライクを四連続で放つ。カナタがそれを躱した直後、ゼスが獄砕直斬アビスホライズンを放ってきた。

　チカラの気配に敏びん感かんなカナタは、漆黒の光の奔ほん流りゆうを跳はねるように躱す。しかし、その直後、大きな弧こを描えがいて戻もどってきた黒い戦輪チヤクラムのひとつがカナタの至近で爆ばく発はつした……！

『く……っ!?』

　咄とつ嗟さに障しよう壁へきを張るが、爆風に煽あおられ、カナタは大きく体勢を崩くずす。その隙を敵は見み逃のがさなかった。ゼスとキルスティの両者が同時に戦技を放つ。

　死を告げる二つの漆しつ黒こくの奔流がカナタを貫つらぬこうとしたとき、声が聞こえた。

『動くと当たるわよ、カナタ・エイジ』

　直後、後方から放たれた二つの光こう渦かが、カナタを掠かすめるように襲しゆう来らいし、ゼスとキルスティの戦技を相そう殺さいしていく。

　この攻撃は……っ!?

《崩力》を駆使した戦技で援護できる味方など数えるぐらいしかない。後ろ振り向いたカナタの瞳ひとみに、待望していた者たちの姿が映る。

『カナタ、エリス様とわたしに貸しひとつだからね』

『えー。ずるいわリーゼちゃん。わたしもさっき頑がん張ばったじゃないの。カナタちゃん、お姉さんにも貸しひとつよん』

『リーゼリットさん、エミリーさん。このようなときに冗じよう談だんは慎つつしんでください』

　リーゼリットとエミリーに、クリスティーナ・バルクホルンがおっとりと窘たしなめる。そして、カナタが待望していたこの戦いに変化を齎す存在──

『お久しぶりですねお兄様』

　エリス・ヴィーゲルトが上品な笑えみとともに挨あい拶さつをした。簡易なコルセットドレスを模した防護服プロテクターの裾すそを摘つまみ、優ゆう雅がなお辞じ儀ぎをするその仕草は、戦場には全くもって不ふ釣つり合いなものだった。

　エリスたちの周囲は夢幻泡影ニトケルテイの軍勢が固めており、独力で戦場を突とつ破ぱしてここへ辿たどり着いてきたことが窺うかがえる。そんなエリスを前に真っ先に口を開いたのは、キルスティだった。

『これはこれはエリス様ぁぁぁーーーーー！』

『残念ね。わたし、あなたのことが嫌きらいだから、さっきの攻撃で墜ちてくれてもよかったのに』

『わたしもキルスティのこと嫌ーい』

『キルスティちゃんって、気持ち悪いのよねん』

『エリス、この方は嫉しつ妬と深ぶかいから気をつけたほうがいいですよ』

　半はん狂きよう乱らん状態のキルスティを見て、棘とげのある言葉を口にしたエリスに、リーゼリットたちが同意した。

　そんなとき、

『やあエリス、久しぶりだね。それで、今日はいったいどういった用件だい？』

　実兄であるゼスに声をかけられ、エリスはついに切りだす。

『お兄様を止めに参りましたの』

　むろん、いますぐ戦いを止やめろ、と言って、すぐに刃やいばを収められるものではないことはこの場の誰だれにも明白。

　だからこそ、

『といっても、わたしが説得しても争いをお止めにはならないでしょう。ですから、わたし、決めました』

　兄を慕したうからこそ、エリスは覇は道どうの前に立ち塞ふさがる。

『そこにある《ゲート》は、わたしたちで壊こわさせてもらいます』

『……………………』

　エリスの言葉を聞き、ゼスは何も答えなかった。代わりに彼の脳内では、三人のチカラある敵を前に如い何かに《ゲート》を護まもりぬくか、という計算に終始しているはずだ。

　だが、この構図を想定していたカナタはすぐさま行動を起こす。

『エリス、お前の軍団全部で攪かく乱らんを頼たのむよ』

『いいわ。代わりにあなたがドアマンを務めてくれるならね』

　エリスの思念に反応し、夢幻泡影ニトケルテイの軍団と《ブイヤレオス》の群れがゼスとキルスティへ襲おそいかかった。

　ゼスたちがチカラに物言わせ、即そく座ざに殲せん滅めつしようとした刹せつ那な、




　魔ま砲ほう剣けん戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




《ゲート》へと向けられる白く輝かがやく光の奔流。それは《ゲート》の障壁とすぐさま干かん渉しようを開始する。

　激しく飛び散る黒と白のスパーク。《崩力》と鬩せめぎ合う《絶力》。

《ゲート》を護る障壁は強大で、如何に《絶力》といえど、その全すべてを一気に消し去ることはできない。ただ《ゲート》の巨体を均一に護る障壁の一部に攻撃を集中させ、ようやく穴を空けることができる。

《ゲート》の障壁を部分的に貫かん通つうした収束ストラ魔イクブ砲ラスターは、《ゲート》本体を貫こうとする。だが、収束ストラ魔イクブ砲ラスターが直撃した瞬間、《ゲート》の強皮は恐おそろしいチカラで抵抗レジストし、異世界へと跳ちよう躍やくする強大なチカラを以って、浄じよう化かの光を弾はじき返そうと試みた。結果としてカナタの収束ストラ魔イクブ砲ラスターでは、《ゲート》の表面の一部を焦こがすので精一杯だった。

　チカラの総量に差がありすぎる、か。

　外部からの攻撃では致ち命めい傷しようを与あたえることはできない。ならば《ゲート》を破は壊かいするには──

『エリス。あれは任せるぞ』

『ああいうゲテモノの中に入るのは好きじゃないんだけどね』

　そう前置きしたあと、エリスは西洋人形のような美び貌ぼうで笑みを浮うかべた。まるで最高の悪戯いたずらを思いついたかのような笑みだった。

『でも、わたしとお兄様の世界を築くためですもの。仕方ないわ。……行くわよクリス、リーゼリット、エミリー・ウィットベルン』

　考えうる限りの最高の手勢を引き連れて、エリスはカナタが空けた障壁の穴を通り、《ゲート》の巨大なワニ口の、歯が折れた箇所から体内へ侵しん入にゆうしていく。

　目標は、最深部にある《ゲート》の呪じゆ核かくだ。

『追ってくれキルスティ』

『はっ、ゼス様』

　夢幻泡影ニトケルテイの軍勢を一いつ掃そうしたキルスティが、エリスの動きに遅おくれるようにして《ゲート》の体内へ侵入していった。

『これで状じよう況きようは振ふりだしに戻ったな。また俺とお前で一対一サシの勝負になったぜ』

『それはどうだろうね。わたしはともかく、キミは万全の調子とはいえないようだが』

　ちっ、やっぱり見み抜ぬかれてるか。

　ゼスの指し摘てき通り、あのときとは明らかに状況が違ちがった。

　カナタは全身から汗あせを搔かき、動きにきれがなくなってきている。連戦に次ぐ連戦で、体内に蓄積した疲ひ労ろう物質が、彼の体力と集中力を奪うばっているのだ。

『カナタ君、その体でどこまでわたしと戦えるかな』

　そう言って、不死の肉体を持つ魔甲蟲の王が眼めを光らせて、カナタに刃を振るってきた……！







　　　第二章　あいつの教え







　──カナタたちが《ゲート》で交戦していた頃ころ




　後方空域。人類陣じん営えい旗き艦かん〈アルタミラ〉。艦橋。

「前線の状況を報告してください」

「《崩ほう力りよく》の遣つかい手に蹂じゆう躙りんされていた前衛部隊、独立遊ゆう撃げき部隊は、工作部隊の援えん護ごのもと防ぼう御ぎよ陣じんを築き上げています。また《崩力》の遣い手たちは、こちらへは向かってきません。依い然ぜんとして、カナタ・エイジの教え子たちと交戦中です」

　ハルトマンからの報告を聞き、アンネローゼは捨て駒ミソラたちが思った以上に粘ねばっていることを知る。

　彼女たちが人類陣営でもっとも《崩力》について精通しているということですか。

　この状況で役に立っていることは認めるが、五人では厚みがない。いくら奮ふん闘とうしたところでミソラたちは墜ちるだろう。

《崩力》の遣い手たちは一撃必殺で、こちらの攻こう撃げきがほぼ全て弾かれるという条件は、ミソラたちの体力だけでなく、精神すら著いちじるしく蝕むしばみ、ミスを誘ゆう発はつする。そのことは、交戦しているミソラたちが一番よくわかっているはずだ。

「ミソラ・ホイットテールたちの件、瞬しゆん殺さつされないだけマシだったということでしょうか？」

「そうですね。少なくとも瞬殺はされておりませんから」

　そう口にした後、ハルトマンがこう言い添そえる。

「ですが、勝てはしないでしょう」

　残ざん酷こくな事実だが、アンネローゼも同じ見解だ。だからこそ、ミソラたちが墜ちないうちに、作戦目標を遂すい行こうするために手を打たないといけない。カナタも人工空島メガフロートも使ったが、人類陣営にはまだ打つ手が残っている。

　アンネローゼが問う。

「リバーさん、後衛部隊の戦せん況きようは？」

「二線級の部隊ですが、教皇陛下アークビシヨツプの手前無様な戦いはみせられないのか、ユミエールたちが連れてきた魔ま甲こう蟲ちゆうの物量を前に健けん闘とうしています。もっとも、敵の練度の低さに救われている面も多分に見受けられますが。それとエリス・ヴィーゲルトが道すがら敵の勢いを削そいでいってくれたのも大きいと思われます」

　エリス・ヴィーゲルトの説得には失敗しましたが、想定外の流れが生まれているようですね。

　エリスの突とつ撃げきとミソラたちの奮戦のお蔭かげで、後衛部隊はまだ充じゆう分ぶんに戦える。

「リバーさん、確認ですが後衛部隊はまだ被ひ害がいが軽けい微びなんですよね」

「はい、おっしゃる通りです。教皇陛下アークビシヨツプ、ミソラさんたちのもとへ増ぞう援えんを出しますか？」

　リバーが言う増援とは、盾たてであり囮おとり……つまりは捨て駒だ。このままでは、ミソラたちが墜ちると悟さとっているリバーも、後衛部隊の一部と引き換かえにミソラたちを助けたいようだ。

　ゼスと死し闘とうを繰くり広げるカナタの士気を考えれば、それもありかもしれない。だが、平和のための犠ぎ牲せいとしてなら、後衛部隊にはもっと違う命の使い方がある。

「その必要はありません。出したところで一瞬で墜おちるだけです。だったら、せいぜい最後の一手を打つ際に利用させてもらいましょう」

「最後の一手……？」

　怪け訝げんそうにリバーが尋たずねる中で、アンネローゼは赤と青で敵と味方が点てん描びようされた戦略モニターを睨ねめつけていた……！




　　　　※※※




　後衛空域。

　顔面に炸さく裂れつしそうになる火球を、ミソラ・ホイットテールは慌あわてて回かい避ひした。急激なＧが加わり、胃液が喉のどから出かかったがすぐに飲みこんだ。

　少しでも集中力を落とせば、あいつに墜とされる……っ！

　双そう眸ぼうを見開くミソラの視線の先には、見下げ果てた眼まな差ざしを向けるユミエールの姿があった。

『結局今度も逃にげるだけか。貴様らは本当に無力よな』

『く……っ！』

　紅ぐ蓮れんの長ちよう剣けんを閃ひらめかせるユミエールを前に、ミソラは返す言葉が見つからなかった。

　ユミエールたちはこの状況で戦いを挑いどんできたミソラたちを気に喰くわなかったのか、魔甲蟲だけを先行させ、徹てつ底てい的にミソラたちを叩たたき潰つぶす方針のようだ。

　最初こそ収束ストラ魔イクブ砲ラスターで景気のいい挨あい拶さつをしたミソラだが、いまや防戦一方だ。ユミエールと戦っていると、そのあまりの実力差に、頭の中が真っ白になっていく。

　いったい何時間戦い続けているのか。全身から噴ふき出る汗と炎えん撃げきによるひりつきが、常に頭に付きまとう不安を増大させ、ミソラのあらゆる感覚を狂くるわせていく。

　自分がいま戦場にいて、最強の敵と戦っていることすらわからなくなっていく。戦場だというのに、命のやり取りをしているというのに、自分がどこにいるのか、何をすればいいのかわからない。ただ激しい動どう悸きだけがミソラを苦しめる。

　これが〝死の恐きよう怖ふ〟……っ!?

　恐怖で頭が回らない。過度の緊きん張ちようが、ミソラの状況認にん識しき力と判断力を削いでいる。

　あらかじめ《崩力》の遣い手と戦う覚かく悟ごをしていたミソラでさえ、交戦の最中においては本能的な危険を感じざるを得ない。何の心構えもしていなかった者たちは、圧あつ倒とう的なチカラに吞のまれ、一瞬で平常心を失ったことだろう。

　だが、

『次だ、小こ娘むすめ』

　再びユミエールが放つ紅蓮の火球。三連続で放たれたそれを、ミソラは左右に大きく飛行して躱かわしていた。

　考えての行動ではない。ユミエールたちとの戦闘を想定した《ミストガン》での特訓の成果だ。

　戦闘開始から十数分が経過したとき、ミソラはふと思う。

　初見だったら、あたしだって同じ運命をたどっていた。

　ユミエールたちと交戦した前衛部隊、独立遊撃部隊に所属する空士たちは、その絶望的なチカラの差の前に為なす術すべがなかった。ミソラたちが無事なのは《崩力》の遣い手たちのチカラを事前に知っていたからに過ぎない。

　しかし、ミソラがその事実に気づいたというのは、平常心を取り戻もどしつつあるということだ。

　まだ手は出せないが、ミソラは戦いのリズムを刻み始めていた。

　みんなは……っ!?

　大きく間合いを取ったミソラが交戦中の仲間たちを見やる。

　リコ・フラメルとユーリ・フロストルは、グレゴールとフランシスの注意を引いていた。呪じゆ詛そを使わず、相手の出方を窺うかがうように構えたグレゴールの傍かたわらでは、フランシスが呪詛──武器創造クリエイトアームズで生み出した二連装のガトリング砲ほうを両りよう腕うでで構え、雨あられとエネルギー弾だんを降り注いでいる。

　だが、リコとユーリは加減速を繰り返して射線を絞しぼらせず、見切り、自分へ降り注ぐエネルギー弾だけを躱していた。

　この状況でも、すごく理性的な動きね。

　理性の塊かたまりであるリコと、強力な自制心があるユーリは現段階では順調のようだ。

　一方、レクティ・アイゼナッハとブレア・アイゼナッハは、呪詛──絶対氷結アイスマンの遣い手であるゼロットを前に、ひたすら中ちゆう距きよ離りを保っている。

　アイゼナッハ流の戦技である斬ざん空くう閃せんで、タイミングを見計らって真しん空くう刃はを放ち、二振ふりの氷剣で武器ごと破は壊かいしようというゼロットの企たくらみを防ぐ。呪詛──闇あん夜や刀とうを扱あつかうペイシェンスは何か引っかかるものがあるかのように、注意深くレクティたちを観察していた。

　レクティもブレアも、冷静に相手の動きについていけてる……っ！

《崩力》の遣い手と戦うために、《ミストガン》で特訓してきた成果だ。空戦武踏祭エリアルソード決勝戦での敗因を分ぶん析せきし、対策は一通り検討してある。あの当時はまだ判明していなかった呪詛に対してもだ。

　だけど、対策を検討したところで、あたしたちにできることは限られる……っ！

《崩力》と呪詛。二つの規格外のチカラを宿す敵たちを前に、ミソラたちのチカラはあまりに弱々しい。息のひと吹ふきで搔き消されてしまう蠟ろう燭そくの灯あかりのようなものだ。想定される全すべての事態に対し、満まん遍べんなく対策を施ほどこすことはできない。ゆえに、カナタはミソラたちにこう伝えた。




　──ならさ、対策しなけりゃいいじゃんか




　そう。満遍なく隙すきのない対策は施さない。そんな非現実的な方法より、もっと簡単に相手の行動を制限する方法がある。




　──お前らでそれぞれ担当を決めて、相手の注意を引いたあとはばらけて逃げて、ユミエールたちを引き摺ずりまわすんだ。あいつらは自分のチカラを過信してるから、因いん縁ねんがある相手を追い駆かけてくるよ。それで《崩力》の遣い手たちが連れん携けいしてくるっていう最悪の可能性を潰す




　ユミエールたち五人が小隊として連携すれば、どのような戦術を駆く使しされるか想像もつかない。だからこそミソラは、

『リコ、ユーリさん』

『ああ』

『そろそろですね』

　グレゴールたちと戦闘中の二人がミソラを見てきた。

『レクティ、ブレア』

『……わかりました』

『うぬ。しばしのお別れであるな』

　ペイシェンスたちと戦闘中の二人もミソラを見た。そして次の瞬しゆん間かん、ミソラたちが大きく散開ブレイクした。リコとユーリ、ブレアとレクティがそれぞれ同じ方向へ、ミソラは単独で別の方向へ。まるで追撃を誘さそっているかのように、それぞれが思い思いの方角へ逃げていく。

『逃げたか。……グレゴール、一人たりとて逃のがすな』

『畏かしこまりました。ペイシェンス、貴様は金きん髪ぱつの魔ま双そう剣けん士したちを追え。黒くろ髪かみの魔ま銃じゆう士したちは、私が追う。フランシスとゼロットは、姫ひめ様さまの護衛をしつつ紅あかい髪かみの魔ま砲ほう剣士を──」

『要いらぬ』

　忠臣の気き遣づかいを、ユミエールは一いつ蹴しゆうした。

『しかし、姫様……』

『グレゴール。貴様は我があのような小娘に引けを取るとでも思っているのか。万が一にも我が後おくれを取ることなどあり得ぬ。貴様が我のためを想おもって発言していることを疑いはせぬが、いささか過保護に過ぎるぞ』

『はっ、姫様。失礼いたしました』

　すぐに首を垂れるグレゴール。彼自身、ミソラたち相手に、ユミエールが引けを取るとは微み塵じんも考えていなかったのだろう。

『フランシスは私について来い、一いつ緒しよに逃げた黒髪の魔銃士たちを追うぞ。ゼロットはペイシェンスとともに金髪の魔双剣士たちを討て。紅い髪の魔砲剣士は、姫様に担当して頂きます、御ご武運を』

　素す早ばやく指示を出したあとは、グレゴールも仲間を引き連れ、追撃にかかる。先にリコたちが逃げているとはいえ、グレゴールたちは《崩ほう力りよく》の加速で瞬またたく間に距離を詰つめることだろう。

　ここで、ある程度距離を取ったら振ふり返り、散らばっていくグレゴールたちを眺ながめていたミソラのもとへ、ユミエールがすぐに追いついてみせた。

『あっさりと隊をばらけさせたみたいね。あんた、あたしたちが罠わなを張っているとは考えないわけ？』

『戯たわけめ。雑ざ魚こが小細工するのは、戦いくさの常道。それを正面から打ち破ることこそ、紛まごうことなき我が王道だ』

　それを聞き、ミソラは額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、ふっと口の端はをつりあげた。

《崩力》の遣つかい手の中でも、瞬間モメン開タム・放バーストを使えるユミエールのチカラは頭ひとつ抜ぬけている。

　あたしにユミエールを倒たおすチカラはない。でも、あたしが引き付けている間に、リコたちはきっと──

　全て予定通り。ここからが本当の戦いだ。

『墜おちろ、虫けらが……っ！』

　巨きよ大だいな火球がミソラの眼前で炸裂。炎のシヨツ散トガン弾・フレアとなって向かってくる火球の雨を、ミソラは死に物もの狂ぐるいで回避し続けた……！







　リコとユーリの戦闘空域。

『リコさん』

『ああ、追ってきたようだな』

　背後から迫せまってくるグレゴールとフランシスに捕ほ捉そくされながら、ユーリはリコとともにさらに背を向けて飛行する。だが、連射された漆しつ黒こくのエネルギー弾がすぐに二人の視界を掠かすめた。

　もう逃にげられませんね。もっとも、逃げる必要はなくなったんですが……

　振り返ったユーリたちの視線の先には、間合いを詰めきったグレゴールたちの姿があった。

『逃げる方向を間ま違ちがえたようですな。こちらは後方ではあるまい』

　厳いかつい体たい軀くから歴戦の風格を漂ただよわせ、グレゴールが言い放った。

『たしかにここは後方ではありませんから、後衛部隊の援護は望めません。ですが、逃げる方向を間違えたというのは誤りです』

『そもそも、女め神がみなわたしが逃げる方向を間違えるわけがないだろう』

　リコがそう言い放った直後、彼女たちがいる空域をめがけて、突とつ如じよとして補給艇ていが突つっ込こんできた。一隻せきや二隻といった数ではない。十隻、二十隻……どんどんと数を増やしながら、ユーリたちめがけて密集していく。

『罠？　……いや、それにしては妙みようですな』

　グレゴールが怪け訝げんそうにつぶやいた。

　補給艇は複数の方向からこの空域を目指してきた。事前にこの空域を戦場にすることを想定していたことは見み抜ぬかれただろう。だが、補給艇は全て武装しておらず、空士を伴ともなってもいない。何の戦せん闘とう力もない補給艇が来らい援えんしてきただけだ。

『お気づきかもしれませんが、プログラム制せい御ぎよされた無人の補給艇です』

　リコ立案による偽にせの作戦計画で調達していたものだ。

『分散配置させていたものを結集させたんですが、やはり侮あなどっているようですね。無人の補給艇ですから、結集する最中に攻こう撃げきすれば、回かい避ひ行動はとれなかったんですが』

『ふっ、戦闘を愉たのしもうとするのはユミエールだけではないらしいな』

　補給艇が結集した状じよう況きようで、リコが鼻を鳴らしてみせた。

　無人の補給艇団が襲しゆう来らいしたからといって、《崩力》の遣い手たちにとっては何ほどのこともなく、交戦当初より警けい戒かいしていたグレゴールの気が弛ゆるむ。

『何をしたかったかはよくわかりませんが、生あい憎にくと姫様をお一人にするわけにはまいりません。早々に決着をつけさせてもらいます。……やれ、フランシス』

『は……っ！』

　グレゴールから指示されたフランシスが、両腕に構える二連装ガトリング砲を放ってきた。一発一発に砲撃並みの威い力りよくがあるエネルギー弾がユーリたちへ注がれる。

『来ましたよリコさん』

『ああ。予定通りだな』

　ユーリたちは素早く飛行し、手近な補給艇の陰かげに隠かくれた。盾たて代わりにされた補給艇に、すぐさま空く無数の風穴。爆ばく発はつは必至かと思われたとき、補給艇は大量の噴ふん煙えんを放ち始めた。

『これは、煙幕か』

『ええ。煙幕発生装置は、補給艇の標準装備ですからね』

　本来は魔甲蟲に狙ねらわれた際、補給艇が逃とう走そうするためのものが、ユーリたちはそれを内側に向けて作動させ、補給艇の内部を煙幕で充じゆう満まんさせていたのだ。瞬く間に煙幕がユーリたちの姿を覆おおい尽つくす。

『くっ!?　逃がすか……っ!?』

　グレゴールが飛ひ翔しよう斬を放ってくるが、煙幕を斬きり裂さいただけだ。

　これで敵からの姿を隠せた。

　次は、

『リコさん』

『任せろ……っ！』

　うすらぼんやりとした視界の中で〝神憑きツヌグイ〟を発動したリコが、煙幕の向こう側へ魔力弾だんを放った。

『躱かわせ、フランシス……っ!?』

　直後、爆音が轟とどろく。ユーリには戦果を確かく認にんできないが、リコの狙そ撃げきがフランシスの呪じゆ詛そを貫つらぬき、爆発させた音に違いあるまい。

　こちらは姿を隠し、相手の姿は丸見え。

　これなら火力の差を覆くつがえせる……！

『かまわん。煙幕ごと斬り裂け』

　グレゴールの指示が聞こえた直後、無数のエネルギー弾が煙幕を斬り裂いてきた。手当たり次し第だいといった様子だが、射撃の激しさは衰おとろえない。おそらくは武器創造クリエイトアームズで武装を再創造したのだろう。

　激しいエネルギー弾の雨が補給艇をずたぼろに引き裂いた。

　見えない弾雨が掠める可能性を恐おそれ、ユーリはリコとともに煙幕を飛びだす。

『燻いぶりだされてきたか。ならば私が貴様たちを……っ！』

　姿を晒さらしたリコに向かって、グレゴールが獣じゆう化か。呪詛──獣人猛化ザ・ビーストで白はく狼ろうの獣人と化したグレゴールが轟ごうっ！　と間合いを詰め、強きよう烈れつな獣じゆう爪そうによる一撃を叩たたき込もうとする。

　グレゴールの爪そう撃げきの前では、障しよう壁へきなどひとたまりもない。

　そのことを身を以もって体験しているユーリは、素早く魔ま槍そうを振り抜き風突きで迎げい撃げき。見づらい真空刃を前に、グレゴールは白銀の体毛で覆われた獣じゆう腕わんを交差して防ぼう御ぎよ。風突きは相そう殺さいされたが、突進の勢いを殺してみせた。

『驚きよう異い的な速度ですが、動きが直線的ですね。初動さえ見み逃のがさなければわたしでも充じゆう分ぶんに迎むかえ撃うてます』

　ユーリたちの成長を目まの当たりにし、グレゴールが唸うなる。

『ほう。私たちの呪詛を分ぶん析せきし、対たい抗こう手段を用意して来たというところですか』

『ええ、そういうことです』

　あとは細い糸を辿たどるように同じことを繰くり返し、相手の隙すきを誘えば……とユーリが別の補給艇を盾にしようとしたとき、グレゴールがフランシスと貌かおを見合わせ、にやりと笑い合う。

『なにがおかしいんですか？』

『いえ、この程度で私たちの呪詛を無力化しようとは、随ずい分ぶんと侮られたものだと思いまして』

　そう言い、グレゴールが、がっ！　と空を蹴けった。呪詛で強化したその肉体の俊しゆん敏びん性は身をもって知っている。ユーリはすぐさまグレゴールの速度に対応し、近づいてきたところを槍撃で迎え撃とうとする。

　だが、グレゴールはそんなユーリを嘲あざ笑わらうかのように獣人の強きよう靭じんな脚きやく力りよくで、ユーリたちが盾にする補給艇団を蹴り飛ばし加速。補給艇が密集しているのをいいことに、鋭えい敏びんな跳ちよう躍やくを繰り返してユーリたちを囲うように跳とんだ。

『くっ！　対応が追いつか──』

『遅おそいですな』

　背後から迫るその声を聞いた瞬しゆん間かん、振り向いては間に合わぬと判断したユーリは咄とつ嗟さに障しよう壁へきを張りつつ前に飛び、勢いを殺そうとする。

　それでも、獣人猛化ザ・ビーストで白狼の獣人となったグレゴールの一撃を殺すことはできなかった。

　背後から激しい衝しよう撃げき。ユーリは口から血を吐はき、たったの一撃で墜ちていく。慌あわててユーリのもとへ飛び寄り支えようとするリコを見下ろし、グレゴールが言い放つ。

『姫ひめ様さまをお一人でお待たせするわけにはいきません。我が忠誠にかけて、お二人には早々に御退場願いましょう』







　レクティとブレアの戦闘空域。

『これは、浮ふ遊ゆう機き雷らいですか』

　レクティたちが敷ふ設せつした機雷原を見やり、ゼロットがつぶやいた。

　触しよく発はつ方式の機雷なので、触ふれない限り爆発することはない。だが、レクティたちが立体的に敷設した機雷原の中に入り、《崩ほう力りよく》の遣い手たちを誘さそい込もうとする。

『あからさまな誘いにのる道理はあるまい』

『まさにその通りですね』

　ペイシェンスの言に同意し、ゼロットが氷ひよう剣けんを投とう擲てきした。だが、ブレアが斬ざん空くう閃せんで軽かろやかに迎撃しつつ、

『容易たやすく破は壊かいさせると思ったか』

　挑ちよう発はつするかのような視線をゼロットへぶつけてみせる。そんな光景を見やり、これまで傍ぼう観かんに徹てつしていたペイシェンスが、ふっと鼻で笑った。

　警戒していたレクティが尋たずねる。

『くだらないと思いましたか？』

『全くだ。まさかわたしたちのチカラを熟知した卿けいらが、この程度の罠わなしか用意していないとはな』

　そう言い放ち、今度はペイシェンスが呪詛──闇あん夜や刀とうを振ふり抜いた。




　呪詛戦技──茨咲突剣ソーン・バイト




　伸しん縮しゆく自在かつ変へん幻げん自在な刃は、茨いばらのように伸のび、鋭利な棘とげが複数の浮遊機雷を同時に斬り裂いていく。だが、破壊された浮遊機雷から大量の白煙が発生。レクティとブレアの姿を覆い隠した。

『炸さく薬やくを入れ替かえていたのか』

『どうしても中に入って来いということですね』

　ゼロットとペイシェンスは目配せをしたあと、白煙の中に飛び込んできた。浮遊機雷が浮ういているため、飛行速度は抑おさえめ。だが、条件は相手も同じだ。

　しかし、

『ぬ……っ!?』

　突如として右みぎ脇わきの方から姿を現したレクティに、ペイシェンスは驚おどろきの声を上げた。視界の利きかぬ白煙の世界で、背後へ回り込んだレクティが神速の斬撃を放つ。

　刃で受けること叶かなわず、ペイシェンスは障壁で受け止める。即そく座ざに振り向き、闇夜刀の一撃を叩き込もうとしたが、そこにレクティの姿はもうない。

　そのとき、ブレアから襲しゆう撃げきを受けていたゼロットが苦々しい貌で、

『ちっ、一撃ヒツト・離脱アンド・戦法アウエイか。つまらない戦い方ですが、やっかいですね。それにしても、どうやって某それがしたちの背後を？』

　すると、白煙の中からブレアとレクティの声が聞こえる。

『そなたたちが放つ強いチカラの気配。それを逆に辿っておる』

『相手の嫌いやがる戦い方をしないと、勝てない戦いもありますから』

　一撃ヒツト・離脱アンド・戦法アウエイに専心するレクティたちを見て、ペイシェンスは敵ながら感心し、

『ほう、なかなかやるではないか。だが、卿らはひとつ勘かん違ちがいしておられるようだ』

『勘違い？』

『ああ。卿らの戦術は見事なものだ。だが、卿らは我らの分析が不ふ充じゆう分ぶんであったな』

『某の呪詛を侮ってもらっては困る』

　ペイシェンスの言に応じるように、ゼロットが大量の冷気を噴ふん出しゆつした。周囲の気温が一瞬で低下する中、大量の白煙は氷となって海上へと落下し、周囲にある浮遊機雷も凍こおりつき、落下していく。

『強力な冷気で白煙と浮遊機雷を凍らせて、無力化するなんて……っ!?』

『残念だったな。わたしの闇夜刀と違い、ゼロットの呪詛は汎はん用よう性が高い。もっとも、我らは接近戦を好むゆえ、滅めつ多たなことでこのようなチカラの使い方はせぬが』

　その直後、ペイシェンスたちは呪詛を駆く使しした接近戦を挑いどみ、一気にレクティたちを窮きゆう地ちへ追い込んだ……！




　　　　※※※




《ゲート》直上。

『それにしても、よく粘ねばるね』

『へっ、この程度なんでもねーよ』

　エリスたちの突とつ入にゆう後も、カナタはゼスと刃やいばを交え続けていた。上空から侵しん攻こうしてきた工作部隊はすでに後退を完かん了りようし、カナタを援えん護ごしようとする者は誰だれもいない。

　それでも、カナタの魔ま砲ほう剣けんはゼスの喉のど元もとを穿うがとうとする。

『全く信じられないよ。このレベルの戦いで、そこまで息がもつなんて……』

　鍔つば迫ぜり合いの刹せつ那な、ゼスが口にした。

『キルスティと戦っていた時間も含ふくめ、キミはもう一時間以上高速戦せん闘とうを続けているはずだが』

『まだまだ、この程度じゃ墜おちねーよ』

　不死身のゼスを前にして、スタミナの心配がないわけがない。

　だが、ここで弱みを見せるわけにはいかないのだ。弱みを口にしたとき、これまで築き上げてきた全部のものが崩くずれ落ちていく。マオたちの努力も、工作部隊の努力も、前線で戦っていた空士たちの努力も全すべて無意味になる。

　この戦いの行く末を見み据すえ、最後に辿りつく構図を思い浮かべているからこそ、カナタは弱音を吐くわけにはいかない。

　むしろ──

『俺のことなんかより、キルスティのことは心配にならないのか？』

『まさか。キルスティはわたしの腹心だよ。どんな状じよう況きよう下かでも、必ず任務を遂すい行こうしてみせるさ』

『大層な自信だな。でも、その自信が命取りになるかもしれないぜ』

　カナタがぐっと刃にチカラを込こめ、ゼスを振り払はらおうとする。ゼスは軽やかに間合いを取り、

『心配事といえば、キミのほうにあるんじゃないかい？　ユミエールたちはすでに人類陣じん営えいの後衛空域に浸しん透とうしている頃ころ合あいだ。キミの教え子たちもそこにいるんだろう？』

『たしかにあいつらは来てるよ』

　どうなっているんだろうな……

　ゼスとの戦闘に手て一いつ杯ぱいで、カナタは通信を聞く余よ裕ゆうがない。たとえ聞けていたとしても、全体の戦せん況きようなど理解する必要もない。そんな余裕があれば、ゼスとの戦いに集中すべきだ。

『なら、もう墜ちた頃かもしれないね』

『さあ、そいつはどうだろうな』

　不敵な笑えみを零こぼし、カナタは一いつ蹴しゆうする。

『《崩力》の前で無力なのは、二か月前の空戦武踏祭エリアルソードで証明されたはずだが』

『二か月前、だろ。なにより空戦武踏祭エリアルソードとは条件が違う』

　今回は競技ではなく、実戦だ。命のやり取りの場で、ミソラたちのチカラは輝かがやきを増す。しかも、ユミエールたちの呪じゆ詛そという名の手の内を知り、然しかるべき対策も施ほどこしてある。それに、ユミエールたちを倒たおそうと考えているのはミソラたちだけではない。

『お前はさ、俺に捉とらわれすぎて色んなことを見落としてるよ。そんで、何よりも一番よくわかってないことはさ──』

　ゼスとの間合いを詰つめ、カナタは魔砲剣を振りかざしながら、

『あいつらの中に、逆境で諦あきらめる奴やつは一人もいないってことだ……っ！』




　　　　※※※




　ミソラの戦闘空域。

『くっ、おいユーリっ!?　しっかりしろ……っ!?』

　通信結けつ晶しようが伝えるリコの声は、ユーリたちの戦域が劣れつ勢せいだということを伝えた。劣勢というならレクティたちの戦域も同じだが、ユーリが負傷していることを加味するとやはりユーリたちの戦域がより深刻だろう。

　ユーリさんが墜ちれば、あいつの士気に影えい響きようする……っ!?

　それだけは絶対に避さけなければならない。

　それにユーリさんは、あたしが護まもると誓ちかった……っ！

『レクティ、ブレアっ！　苦戦中なら一いつ旦たんその場を放ほう棄き、リコたちのところに合流してちょうだい……！』

　指示を出しながら、眼前を掠かすめるように流れていく炎のシヨツ散トガン弾・フレアを見切り、ミソラは一度大きく間合いを取る。

『ほう、まだ躱かわすか。小こ賢ざかしいことに、小こ娘むすめが少しは戦い方を覚えたようだな』

　一度も致ち命めい傷しようを浴びることなく躱し続けるミソラに、ユミエールは少しばかり興を覚えたようだ。傲ごう慢まんであるが、ミソラの力量を図はかる眼めはあるらしい。

　せっかく褒ほめてもらったところ、悪いけど……

　大きく間合いを取っていたミソラは数発発はつ砲ぽうし、即座に反転。背を向け、戦域離り脱だつを試みた。

『なぜ逃にげる？　貴様なら、まだ我を足止めできるはずであろう』

『生あい憎にくとあんただけを引きつけるわけにはいかないのよ……っ！』

　足止めと知りながら、付き合った戦闘狂バトルマニアのもとを離はなれ、ミソラはユーリたちの戦闘空域へ急行した。背後から迫せまるユミエールには退ひき撃うちを続け、嫌がらせも忘れない。

　やがて、補給艇が密集した空域が眼についた。

　思った以上に煙えん幕まくが薄うすい。というより、ほぼ発生していない。予定と違うことに戸と惑まどうミソラの瞳ひとみに映るのは、漆しつ黒こくのエネルギー弾だんの雨に援護されながら、補給艇を足場に高速跳ちよう躍やくを繰くり返す白狼の獣人の姿。

　縦じゆう横おう無む尽じんの眼にも留まらぬ動きを前に、リコの双そう眸ぼうが異様な輝きを放っている。〝神憑きツヌグイ〟を発動し、グレゴールの動きに対応しているのだろう。だが、たとえ未来を視みる瞳であっても、グレゴールの動きは捉えきれないようだ。グレゴールの跳躍速度は、視えていても、対応できない速さの領域に至っているのだろう。

　しかし、グレゴールの狙ねらいがどこにあるのか、外から見ていたミソラには手に取るようにわかった。ミソラは魔砲剣の照準をつけ、虚こ空くうに向かって発砲。ちょうどそのとき、常じよう軌きを逸いつした速度でリコの狙そ撃げきを躱したグレゴールがユーリへと迫る。

『ここで墜ちて頂く……っ！』

　いまにも獣じゆう爪そうを突つき立てるグレゴール。だが、そのタイミングで、ミソラの砲撃が横っ腹を叩たたくように襲おそう。

　グレゴールの狙いを読み切った一撃であった。

『ユーリさん……っ！』

　動きの悪くなったユーリの手を取り、ミソラは強ごう引いんに加速した。ミソラの砲撃が直撃したグレゴールは爆ばく煙えんに包まれたものの、その後は平然と姿を現した。

　白い剛ごう毛もうと強きよう靭じんな筋力となった呪詛は、容易たやすく抜ぬけるものではないらしい。

『ミソラさん、どうして……っ!?』

　啞あ然ぜんとするユーリに、ミソラは微笑ほほえみを浮かべて言ってやる。

『ユミエールを引きつける途と中ちゆうで、道に迷いました』

　ここで墜ちたら、ユーリさんがあいつと会うことができなくなるじゃないですか、などとは言えるわけもない。

『そのぅ……ミソラさん、遅おくれました……っ！』

『オマケつきだ。赦ゆるすがよい』

　ミソラたちのもとにはレクティとブレアが合流し、敵にはペイシェンスとゼロットが合流。態勢を立て直したミソラたちの前で、ユミエールが高笑いする。

『ふはははははっ。我のために、わざわざ獲え物もののもとまで案あ内ないしたのか……っ！』

　その直後、瞬間モメン開タム・放バーストが吹ふき荒あれた。ミソラだけでなく、傍かたわらにいたユーリたちも巻き込んでしまうような、紅ぐ蓮れんの大爆ばく発はつがユミエールの右手から放たれる。

『く……っ!?』

　ミソラたちが咄とつ嗟さに躱そうと後退するが、熱波に煽あおられて大きく仰のけ反ぞった。そして次の瞬間、ミソラたちの頭上を抑おさえるようにして包囲するユミエールたちの姿があった。

　ここまでチカラの差を見せつけられては、もう……

『足止めとしては充じゆう分ぶん役目を果たしたかしらね』

『納なつ得とくはいかないが、ここが引き際ぎわだろう』

　ミソラの言葉に、リコが同意した。

『そのぅ……残念ですけど……』

『むぅ、善戦虚むなしく無念である』

　レクティとブレアも悔くやしそうに口にした。

　チカラの差は如何いかんともしがたく、このままでは死を待つだけだ。

　現状を打破できるチカラがなく、自分たちが墜おちることであいつの士気を下げるくらいなら撤てつ退たいを……と、ミソラが戦術的判断を下そうとしたとき、満まん身しん創そう痍いのユーリが突とつ如じよとして叫さけぶ。

『ダメです。まだここで退くわけにはいきません……っ！』

　絶体絶命のミソラたちの耳に、悲痛なユーリの叫び声が響ひびく。

『わたしはあなたたちを倒して、カナタ先せん輩ぱいの救きゆう援えんに行かないといけないんです……っ！』

『カナタ・エイジの救援に行くだと』

　チカラなき者の言葉に、ユミエールは一いつ笑しようにふす。

『ははははは、聞いたかグレゴール。この者たちは、現実が見えておらんとみえる。それか、おおうつけよな』

　主あるじの言葉に同意するグレゴールたちを警けい戒かいしつつ、ミソラが提言する。

『ユーリさん、心意気は買いますが、これ以上の戦せん闘とうは控ひかえるべきだと思います。ここでユーリさんにもしものことがあれば、あいつが悲しみます』

　勝てない。いまが潮時だ。ここで退かなければ、誰だれが墜ちてもおかしくない。そんなことはわかっているはずなのに、

『墜ちなければいいだけのことですっ！　こんなところで足止めされるわけにはいきませんっ！　それにここで退けば、後衛部隊が蹂じゆう躙りんされることに──』

『ユーリさん……っ！』

　魔ま槍そうを握にぎりしめ、がむしゃらにユミエールたちに突っ込もうとするユーリの手を、ミソラは咄嗟に摑つかんだ。

　ここで止めなければ、ユーリは刺さし違えてもユミエールたちを倒そうとするだろう。

　退けと言われて、ユーリが素す直なおに頷うなずけないことはわかっている。愛するカナタを護るために、ミソラたちよりも気き概がいいは一ひと入しおのはずだ。

　そんなユーリを止めるには、自分の本当の想おもいを吐と露ろするしかない。もし全員が助かる道があるならそれしかない、とミソラは思った。

『あたし、見たんです』

　まだ戦おうと魔槍を構えるユーリの眼を見て、ミソラが訴うつたえる。

『《ミストガン》を出発した朝、ユーリさんが泣きながらあいつに抱だき締しめてもらっているところを』

　もう踏ふみ込んではいけないとか、そういう次元の話ではなくなっているのだ。ここでユーリを制止できなければ、最悪の結果が生まれてしまう。

『ユーリさんは、あいつと付き合ってるんですよね。だから、あいつのことが心配で心配でたまらなくて、《ミストガン》を発たってからずっと胸が張り裂さけそうになる想いでいたんですよね。でも、ユーリさんが墜ちたことがあいつに知れたら、この戦いは終わります』

『……………………』

　ちょうどそのとき、リコがユミエールたちに多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバーストを放ち牽けん制せい。レクティとブレアが手近な補給艇ていに斬ざん空くう閃せんを放ち、再び煙幕で覆おおってくれた。

　解囲したミソラたちは煙幕の中に逃げ込む。

　それでも、会話に費やせる時間は長くない。

『ユーリさん、あたしもあいつのことが好きでした。ううん、いまも好きです』

　ただ好きなだけじゃなくて、大好きだ。たとえ報むくわれなかったにせよ、その想いが変わることはない。

　だからこそ、

『それでもあいつがユーリさんのことを選んだっていうんなら、あいつの大事なユーリさんは、あたしが護ります。ユーリさんがあいつを護るために全力を尽つくす分、わたしはユーリさんを護るために全力を尽くします』

　ユーリのためを本気で想ったからこそ、ミソラはこう結ぶ。

『だから、ここは──撤退しましょう』

　涙なみだを吞のんで口にした言葉は、敗北の味がした。実戦で負けるというのはこういうことなのだろう。

　自分たちが逃とう走そうするということで多くの仲間が墜ちると知りながら、それでもミソラは死守をせず、仲間の生命を優先した。

　ミソラだけではなく他の仲間たちも心配そうな眼まな差ざしを向ける中、ユーリがぽつりと口にする。

『ミソラさん、いままで黙だまっていたことがあります。じつは《ミストガン》を出発する日の朝、わたしはカナタ先輩に告白しました』

　告白……？　その光景を偶ぐう然ぜん目撃していたミソラが思う。あれは戦いが終わるまで会わないという誓ちかいじゃなかったの……っ!?

『そのとき、わたしはカナタ先輩に抱きしめてもらいました。ですが、告白が成功したという意味ではありません』

　違ちがうの……っ!?　突とつ然ぜんの事実に驚おどろくミソラの前で、ユーリが衝しよう撃げきの事実を告げる。

『この戦いの最中、カナタ先輩が《絶力》を使い続けたら、わたしたちからカナタ先輩の記き憶おくが失われてしまうんです』

『？　どういうことだ？』

『詳くわしい事情まではわかりません。ですが、チカラの代だい償しようだと言ってました』

　……あたしたちが、あいつの記憶を失う……？

　突然の事態に、ミソラはそれが具体的にどういうことなのか想像できなかった。だが、すぐにそれがミソラたちにもカナタ当人にも、報われない未来を齎もたらすものであると理解する。

　アンネローゼの演説の直後、甲かん板ぱんでつぶやいたユーリの言葉が脳のう裏りを過よぎる。




　──平和のための犠ぎ牲せいという言葉がありますが、犠牲を以もって成し得た平和に、いったい何の意味があるんでしょうか？




　あれは、報われない戦いに挑いどむあいつを慮おもんぱかって……

　ユーリの固めた悲ひ壮そうな覚かく悟ごは、愛するがゆえ、報われないカナタを少しでも救おうという想いからだったのだ。

『カナタ先輩は、わたしの想いに応こたえられないと知りながら、それでも誠実に対応してくれたんだと思います』

　好きとか嫌きらいとか、そういう次元じゃない。報われない結末がほぼ確実に迫せまっていると気づきながら、ユーリは抗あらがっているのだ。

『いままで黙っていてすみません。このことはわたしの胸だけに秘ひめておくつもりでした。ミソラさんたちに伝えることには不安がありましたし、それにわたしがみなさんの知らないことを知っているという優ゆう越えつ感を失いたくないという気持ちもありました。……わたしはカナタ先輩と結ばれることはありませんでした。告白しても、失敗しました。ですが、この戦いはまだ終わっていません。わたしたちがここで手間取っている間にも、わたしたちの中からカナタ先輩の記憶が消えているかもしれません。ですから──』

　絶体絶命の窮きゆう地ちにおいて、ユーリは魔槍を再び構える。

『ここで退くわけにはいかないんですっ！　カナタ先輩のためにも、わたしたちのためにも……っ！』

『……そういうことだったんですか』

　ユーリさんは、ずっとそんな想いで……

　カナタの記憶がミソラたちの中から消える。そんな絶望的な事実を知りながら、かといってミソラたちに真実を告げ混乱させることを躊躇ためらい、自分のチカラだけでカナタの負担を減らそうと凄せい絶ぜつな覚悟を固めていた。

　それでも、この状じよう況きようで言ったのは……賭かけ。

　あたしたちが動どう揺ようするか、それとも奮起するか。全すべてを計算に入れた上で、なおも惚ほれた男のために戦おうとしている。

　生と死の境界がひどく曖あい昧まいな戦場で、ミソラはふっと口の端はをつりあげた。

『なら、ここで退くわけにはいきませんね。あたし、あいつに言いたいことができちゃいました。だから、あいつのもとまで行きたいと思ってます』

　戦術的にも戦略的にも撤退が正解の状況で、ミソラが下した決断は、交戦継けい続ぞくだった。勝ち目がない中で、勝たないと報われない戦いをしているにもかかわらずだ。

　明らかな判断ミスとされる状況で、しかし、仲間たちは誰も異を唱えようとしなかった。

『リコ』

『ふっ、あと少しだけ〝神憑きツヌグイ〟が使える。螺旋龍風破ドラグ・トルナードと組み合わせれば、一撃入れられる』

『レクティ、ブレアは？』

『そのぅ……まだとびっきりの罠わなが残ってます……っ！』

『問題ない。任せるがよい』

『ユーリさん』

『グレゴールさんは、わたしが倒たおします。それまでミソラさんには、ユミエールさんの足止めをお願いします』

　ユーリの言葉に、ミソラが頷く。疲ひ労ろうや負傷がある分、接敵当初より条件が悪い。それでも、ミソラたちは、

『じゃあ、これから最後の反撃に出るわよ……っ！』

　一ひと握にぎりの希望に縋すがり、再び大きく散開していく。受け入れられぬ結末を覆くつがえすために……！




　　　　※※※




　後衛空域。病院船。

『クロエ・セヴェニー……っ!?』

『お久しぶりです空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー』

　負傷した左ひだり腕うでをギプス固定し終えたクロエが再出撃しようとしたときのこと。負傷者を抱かかえて診しん療りよう室へと入ってきたフロンと出くわした。

　負傷しているのは若い男性だ、おそらくは学生だろう。フロンの傍かたわらには、険しい表情を浮うかべるアリアの姿もあった。激戦の最中であるブレアたちのことを心配しているのだろう。

　挨あい拶さつしたいところだが、クロエはすぐに再出撃しなければならない。ミーナとノエルたちとともに、戦場で暴れている《崩ほう力りよく》の遣つかい手を墜おとすためにだ。

　負傷者を看護師に委ゆだねたあと、フロンが尋たずねてくる。

『あなたたちも何か別な任務で大おお忙いそがしだったみたいね。その腕じゃもう戦闘は難しいようだけど、あとはわたしたちに任せて──』

『違います空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、クロエさんがこれからするのは──』

『休むことじゃなくて、この戦場を搔かき乱している《崩力》の使い手を倒すことよ』

　フロンの言葉を遮さえぎり、ミーナとノエルが答えた。

　クロエの左腕は骨が折れ、使い物にならない。空士の戦せん闘とう基準で考えれば、このまま後送されるのが妥だ当とうな判断。しかし、クロエにそんな気は毛頭なく、

『空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー、いま《崩力》の使い手たちがどこにいるかわかりますか？　──全部、わたしたちで倒します』

『正気……っ!?』

『もちろんです』

　不ふ屈くつの闘とう志しを示し、ふふっとクロエは微笑ほほえみ、

『カナタがいま最善を尽くしているのに、わたしたちが休んでいるわけにはいきませんから。それに《ミストガン》でミソラちゃんたちが《崩力》の遣い手と戦うための特訓をしていたとき、わたしたちも必死に特訓していたんですよ』

　ミソラたちが《崩力》の遣い手と交戦する戦術を組んでいたのは知っている。だが、ユミエールを倒すための手段は結局見つけられなかったようだ。最終的には、他の《崩力》の遣い手を倒した後、ユミエールを五人がかりで倒す、と決めていたようだが、そもそも前提が間違っている。──この戦いが小隊戦である必要はない。

　空戦武踏祭エリアルソード決勝戦の復讐リベンジを果たすためとはいえ、ミソラたちが小隊戦を挑む必要はないのだ。ユミエールを倒す術すべがないなら、誰だれかの助力を請こえばいいだけのこと。

　自分たちの目的のために、地じ獄ごくに仲間を引き摺ずり込む覚悟。ある意味、利己主義エゴイズムでもあれは、場合によって一人で解決しようというカナタの生き様を目まの当たりにしてきたミソラたちが持ち合わせていないということも承知している。

　フロンがギプス固定された左腕を見て、

『でも、その左腕は……』

『問題ありません。右腕だけでも戦う訓練はしてあります』

　現に右腕だけで戦場を抜ぬけ、病院船に辿たどり着いている。しかし、クロエに問題がないわけではない。

　また少し遠くなったかな……

　カナタ・エイジという存在がぼやける感覚に捉とらわれる。

　いまこの瞬しゆん間かんも、人類の未来のために戦う幼おさな馴な染じみ。勝っても報むくわれない未来が待つと知りながら戦っている英えい雄ゆうのことを、クロエは忘れようとしている。そのことがどうしようもなく悔くやしくてならない。

　アリアが尋ねてくる。

『クロエさんはどうしてそこまで戦えるんですか？』

『それはね。カナタがゼスさんと、意地だけで張り合って戦ってるからかな』

　大だい丈じよう夫ぶだ。まだ彼の名前を、彼の貌かおを覚えていられる。

『昔っからカナタは頑がん固こなところがあって、一度こうと決めたことは最後まで譲ゆずらないし、諦あきらめないの。譲れない戦いをしている姿を見て、この程度の怪け我がで退くことなんかできないよ』

　帰ってくると口にしていたカナタのことを、クロエは信じている。だが、話をしているいまも、カナタのことが微かすかに消えていくのがわかる。

　これが記憶の消失現象。

　逃のがれられない呪じゆ縛ばく。

　たとえそれが世界の理ことわりにせよ、抗えない自分に腹が立つ。

『ねえアリアちゃん、この戦いで墜ちていった空士は何をする為ために犠牲になったんだと思う？』

『それは平和の──』

『平和なんて曖昧な言葉で誤ご魔ま化かしちゃダメかな。この空で真っ先に墜ちていった空士たちは、カナタを《ゲート》に辿りつかせるために死んでいったんだから』

　胡う散さん臭くさい美び辞じ麗れい句くではなく、戦場を駆かけ抜ける者として、クロエはより生々しい言葉を選んでいた。

『カナタはその犠ぎ牲せいの重みを知っている。だから、誰が止めてもきっと戦い続けるよ』

　止まれないし、戻もどれない。もう先に進むしかない。敵の総大将を討うつまで、戦いをやめることは赦ゆるされないのだ。

『だから、わたしも向かうの。カナタの覚悟に恥はじないように、ううん……カナタの隣となりを飛ぶ資格がある者として、誇ほこることができるわたしの道を。だから、わたしは戦うよ。この程度の怪我で諦めてたら、勝機なんて絶対に来ないから』

　そう言って、仲間たちを引き連れ、上部甲かん板ぱんへ向かうクロエ。彼女の後ろには、連れ立つ四人の仲間の姿があった……！







　後方空域。人類陣じん営えい旗き艦かん〈アルタミラ〉。艦橋。

「教皇陛下アークビシヨツプ、後衛部隊は依い然ぜんとして奮戦中です。ですが、ミソラさんたちが危険です。このままでは……」

「突とつ破ぱしてきた《崩力》の遣い手に後衛部隊が蹂じゆう躙りんされる。結果として、人類陣営そのものが危あやういということですね」

　仮にミソラ・ホイットテールたちが突破されなくとも、敵の膨ぼう大だいな物量を前に、人類陣営はやがて防衛限界を迎むかえる。《崩力》の遣い手、敵の物量、人類陣営の疲労などの要素を勘かん案あんすれば、誰でも導ける答えだ。

　すでに多くの空士が墜ちている。そしてこのままでは、人類陣営の全ぜん滅めつは必至。しかも、《ゲート》を墜とせぬ無む駄だ死じにだ。

　空士たちの犠牲を決して無意味なものにはさせません……っ！

　まだどうにか拮きつ抗こうしている今だからこそ、アンネローゼが決断する。

「リバーさん、後衛部隊にはまだ余力がありますよね。戦力を抽ちゆう出しゆつしてください。敵部隊を突破して、最前線に辿りつける規模でいいです」

「教皇陛下アークビシヨツプ、それは誰が指揮を？」

　何かに気づいたリバーの問いを無視し、アンネローゼは数十年仕えてくれている友を見た。

「ハルトマンさん」

「なんでしょうか」

「人生に区切りを付けるにはいい機会だと思いませんか？」

　ハルトマンは何も答えなかった。アンネローゼが何をするつもりか悟さとったのだろう。

　各戦域がどうにか拮抗状態を保てているいまなら、まだ《ゲート》に辿り着ける。アンネローゼのチカラなら、命と引き換かえに《ゲート》を破は壊かいできるかもしれない。

　戦力差を考こう慮りよすれば悪くない賭かけだ。辿り着けさえすれば勝算もちゃんとある。

　年相応に衰おとろえたため、片眼鏡モノクルをつけたハルトマンの貌をアンネローゼは覗のぞき込み、

「長い間、よく仕えてくれました」

「は……っ！」

　恭うやうやしく頭を下げるハルトマンに、アンネローゼは告げる。

「ミソラ・ホイットテールたちの犠牲と工作部隊の加勢によって、戦線が維い持じできているいまが攻せめ時です。あとは頼たのみます」

　席を立ったアンネーゼはこのように宣言する。

「《ゲート》はわたしが破壊します」

　次の瞬間、艦橋勤務員たちが一いつ斉せいに起立し、敬礼してきた。彼らはアンネローゼのチカラについて知らないはずだが、疑いの眼まな差ざしを向ける者はいなかった。

　アンネローゼも敬礼で返しながら、権けん威いを盾たてにこの世界を操あやつってきた人間には相応ふさわしくない信しん頼らいですね、と内心で皮肉った。多くの犠牲を強しいてきた身だ。自分は決して人に尊敬されるべき身ではないのだ。

　そんなとき、

「議長、あとは任せます。僕は教皇陛下アークビシヨツプの近この衛えですから。後衛部隊から抽出した戦力では、攻こう勢せい的な任務に不安がありますし」

　ヘッドセットを外したリバーが、アンネローゼの傍そばへと寄り添そう。

「ふむ、息子むすこよ励はげむが好よいぞ」

「ええ。せめて一いつ矢し報いてやりますよ」

「……いいでしょう。ついてきなさい、リバー・エンディケウス」

　向かう先が地獄と知りながら、御お供ともと僅わずかな臨時編成の護衛を伴ともなって、アンネローゼは戦場へと赴おもむいた。




　　　　※※※




　リコとユーリの戦闘空域。

　補給艇を狙ねらった攻こう撃げきは来ない。《崩力》の遣い手たちは、補給艇を足場に動き回れるグレゴールを主攻にし、フランシスが援えん護ご射撃で補給艇の陰かげに隠かくれたユーリたちの動きを制限していた。

　長くは保もたない、と魔ま槍そうを握にぎりしめたユーリが思う。

　激しい攻撃を躱かわすための集中力がそろそろ限界だ、それにリコのスタミナの問題もある。

　極ハめイてリ危ス険クな賭けだが、捨て身の覚かく悟ごでグレゴールに単独で仕し掛かけるしかない、と考えていたとき、

『ユーリ、仕掛けるぞ』

『リコさん？』

　スタミナの限界を迎えているリコが思わぬことを口にする。

『仕方ないから、女め神がみなわたしが一度隙すきを作ってやる。その間に、まずはグレゴールを仕留めろ』

　リコさん、いけるんですか？

　少なくともリコの戦術センスは本物だ。

　しかし、スタミナ的にも魔力量的にも、リコは終しゆう盤ばん戦で弱くなる。

　この状じよう況きようでリコに打開策があるとは思えなかった。

　だけど、カナタ先せん輩ぱいなら……

　リコの言うことを信じて賭けるぐらいのことはするだろう。この状況で、無条件に教え子を信じる。

　あの人はそういう人だ。

『お願いしますリコさん、隙を作ってください』

　そう断り、ユーリが補給艇の陰から飛び出た……！

『愚おろかな。フランシス、動きを止めろ』

　グレゴールの指示と同時に、痛つう烈れつな火線がユーリを捉えた。漆しつ黒こくのエネルギー弾だんの雨に追い立てられるようにして、ユーリは回かい避ひ軌き道どうを描えがいていく。

『ふははは、どうやら鼠ねずみがあぶりだされたようですな』

　轟ごうっ！　と異常なまでの加速で、グレゴールが迫せまる。ユーリが風かぜ突つきで反撃しようにも、グレゴールは複数の補給艇ていを経由して跳躍しているため、やはり狙いが絞れない。白はく狼ろうの獣人は眼めにも留まらぬ速さで、ユーリの周囲を跳はね回る。

　リコさん、まだですか……っ!?

　爪そう撃げきが眼前を掠かすめた。直後、ユーリの眼前をグレゴールが通り過ぎていく。口が裂さけ、歯が牙きばとなったその貌は笑っているように見えた。その不快さに、ユーリが奥歯を嚙かみしめたとき、

『視みえた……っ！』




　魔ま銃じゆう戦技──多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバースト




　なけなしの魔力を消費したリコの一撃が空に咲さき誇った。だが、二百五十六の魔力弾を以もってしても、空で跳躍するグレゴールは捉とらえきれない。

『精密誘ゆう導どう射撃とはいえ、この速度の前では……』

　と、ユーリが諦めかけたそのとき、

『まさか。わたしがその程度のことを計算に入れないわけがないだろう』

　直後、グレゴールが足場にしていた補給艇の船体が爆ばく発はつした。正確にはグレゴールが足場にしていた部分だけが、まるで地じ雷らいとでも化していたように爆発したのだ。

　致ち命めい傷しようには程ほど遠とおいものの、グレゴールはつんのめるようにして宙に放ほうり出される。

『なっ!?　いったいなにが……っ!?』

　戸と惑まどうグレゴールに、リコは補給艇の陰から、

『多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバーストの速度では捉えきれないからな、足場を狙わせてもらった』

　よく見ると、グレゴールが足場にしている補給艇は煙けむりをあげていた。グレゴールが足場にしていた側ではなく、その向こう側からだ。おそらくリコは〝神憑きツヌグイ〟でグレゴールが足場にする補給艇ていを視たうえで、多弾頭弾ステインガーレイ殲滅雨ン・フルバーストで反対側からくり貫ぬいていたのだ。

『いまだユーリ……っ！』

　叫さけび、リコはフランシスへ牽けん制せい射撃を放つ。

　ありがとうございますリコさん……っ！　神かみ業わざ的な射撃で活路を拓ひらいてくれた戦友に内心で感謝し、ユーリは〈トリシューラ〉を構えて突っ込んだ。

『一撃で仕留めます……っ！』

　縮退魔力を凝ぎよう縮しゆくしながら、魔力超振動機構シユナイダーを発動。超ちよう振しん動どうする穂ほ先さきでは、三叉激トライデントに酷こく似じした形状の面に沿うように縮退魔力の刃やいばが勢いよく伸のびていく。

　その攻撃を味わったことがあるグレゴールが獣じゆう爪そうで風を切り、真空刃を飛ばしてきた。

　一発でも長大な剣けん身しんに当たれば、全すべてが台無しになる。そんなとき、カナタからもらっていた忠告が不意に頭を過よぎった。




　──お前の弱点は、戦いを綺き麗れいに纏まとめあげようとして、ここぞっていう攻め時を逃のがしてることだよ。ミソラみたいながむしゃらさが足りないんだ




　少しでも躊ちゆう躇ちよすれば、この刃が届かないことは明白。

《ミストガン》で二か月特訓した際も、この長大な剣身の扱あつかいに慣れることはなかった。

　でも、いまはどうすればグレゴールに当てられるかがわかる。

　ユーリはその長大な刃をぐっと引くように構え、極力自らの体で覆おおってみせた。はみでた切先は常に眼の先に捉える。

　これでどこから攻撃が来ても、対応できる。

　真正面から迫った真空刃は横ロ回ー転ルでなめるようにして躱す。間を置かずして、二撃目、三撃目が届くが、それらはすべてユーリの防護服プロテクターを薄うすく斬きり裂くだけに留とどまった。

　初撃を大きく動いて躱していては、間ま違ちがいなくこの攻撃は届かなかっただろう。グレゴールはユーリに理性的な回避行動を望んでいたはずだ。だが、最後の最後でユーリが選んだのは、捨て身の一撃だった。

『終わりです……っ！』

　風神アニラ・貫ぺネト穿レイターが白狼の獣人と化したグレゴールを貫いた。超振動する縮退魔力の波が、グレゴールを一いつ瞬しゆんで斬り裂いてく。白灰色アツシユブロンドの剛ごう毛もうが一気に吹ふき飛び、地じ肌はだが露あらわになる。

『ぐぬぅぅぅぅぅぅぅーーーーーっ!?』

　声にならない奇き声せいを上げ、グレゴールは攻撃を浴びたまま、ユーリに獣爪を突き立てようと右手を伸ばしてきた。空戦武踏祭エリアルソードで風神アニラ・貫ペネト穿レイターを当てた際は耐たえ切っているが、それは全てが精神ダメージに変へん換かんされた場合だ。

　ユーリの戦技の直撃を受けたグレゴールは、無理やり伸ばそうとした右みぎ腕うでが吹き飛んだ。それでも、なお戦おうとグレゴールは左腕をあげるが、

『はあああああああ……っ！』

　魔力超振動機構シユナイダーを発動したユーリは、容よう赦しやなく閃せん光こうの如ごとき魔槍技の連打を叩たたき込んだ……！　グレゴールが《崩ほう力りよく》の障しよう壁へきを使わなかったのは、すでに飛んでいるだけで精せい一いつ杯ぱいだったからなのかもしれない。

　ユーリの閃せん撃げきの連打が止やみ、やがてグレゴールは糸が切れたように墜おちていった。



















『グレゴール……っ!?』

《崩力》の遣つかい手が墜ちたことにフランシスが驚おどろきの声を漏もらした。それでも、すぐにその銃じゆう口こうはリコを向き、苛か烈れつを極きわめる火線に晒さらされた。

　グレゴールを倒たおしたユーリはぴくりとも動かない。

　全力を使い果たしたのだろう。

『ふっ、もう少し時間があればな』

　補給艇の陰に入ろうとするが、リコの意図を読んだフランシスに阻そ止しされる。

　すでに体力魔力ともに限界で、螺旋龍風破ドラグ・トルナードは打てて一発が限界だ。

《ミストガン》での特訓の際、カナタはこのような状況を想定してアドバイスをしてくれていた。




　──お前の体力不足は天性のものだからどうしようもない。だけど、接近戦は上達してきたよ。《崩力》の遣い手たちとは打ち合えないけどさ、不意を突けば一撃入れられるかもな




　不意、か。

　尽つきることないチカラで圧あつ倒とう的な射撃を放ってくるフランシスを見やり、リコは思う。

　わたしが墜ちたところで、撃ス墜コ数アは一対一だ。それなら、ちょうどいいかもしれない。

　疲ひ労ろうからくる自じ虐ぎやく的な思考に取りつかれながら、それでもリコの体は攻撃を躱そうとしてしまう。本当に体が勝手に動いてしまう。なぜか？　──それは、あの男なら墜ちるとわかっていても最後まで粘ねばるだろうな、という考えが最後まで頭に残り続けるからだ。

　美しくなくてもいい。たとえ無様でも女め神がみでなくてもいいから、それでも粘り続けてやる……っ！

　この窮きゆう地ちで至るリコの新境地。

　だが、限界はすぐに訪おとずれた。

『く……っ!?』

　激しい火線がリコを捉えた。障壁は一発で粉ふん砕さい、爆発の余波に煽あおられ、華きや奢しやなリコが吹き飛ばされる。そこへ、

『終わりです……っ！』

　フランシスの連射が迫る。眼前に迫る無数のエネルギー弾を見やり、リコが悔くやしそうにつぶやく。

『ちっ!?　もう少し時間があれば、手の出しようがあったものを』

　美しくない最さい期ごをリコが迎むかえようとしたとき、無数の光こう刃じんがリコの眼前で炸さく裂れつした……！

『まさか……っ！』

　突とつ然ぜんの援えん護ごに驚くリコの視線の先には、フロンの姿があった。

『もう少し時間があれば、なにができるの？』

『ふっ、まさか現職の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーが、のこのこと地じ獄ごくに足を運ぶほど愚か者だったとはな』

『助けに来てあげたのに、ずいぶんな言いぐさね』

　驚くリコの眼前で、フロンがフランシスと交戦開始。強きよう烈れつな射しや砲ほう撃げき能力を有するフランシスに戦技で無数の光刃を放ち、撃うち合おうとする。

　フロンの表情は真剣そのものだが、一気に火力で圧あつ倒とうされ始めた。

《崩力》の遣い手とチカラの比べ合いをしても敵かなうわけがない。

　まったく、《崩力》の遣い手と交戦する際の基本は回避だというのに……

　爆発に煽られたぼろぼろの体で、リコは風に流されるようにして間合いを詰つめる。フロンの行動は、敵の注意を引くには充じゆう分ぶんだった。

『もう少し時間があれば──』

〝神憑きツヌグイ〟が一瞬だけ使える。

　使えるのは一回限りかつ一秒にも満たない時間。だが、上う手まくすれば、チカラで強化された障壁を破ることができるかもしれない。

　戦せん闘とう不能と思われたリコが、密ひそかに間合いを詰める。

　生気のない疲つかれ切った動きで、もう抗あらがう気力がないかのように気配を殺して。華はなやかな女神とは対極に位置する無様な動きだ。普ふ段だんの自分なら無様と鼻で笑い、きっとこのような泥どろ臭くさい戦い方は選ばなかっただろう。

　慣れぬ接近戦を前に、魔銃を握にぎり締しめる手が自分でもわかるくらいに震ふるえている。

　フランシスの注意は、自分を向いていない。

『まだ息がありましたか』

　フランシスに気づかれる。

　戦闘の片手間に、こちらへ銃口が向けられた。

　いままさに、フランシスが引き金を絞しぼろうとする。

　だが、距きよ離りは充分に詰まっていた。

『生あい憎にくと、負けられない戦いをしているからな』

〝神憑きツヌグイ〟を発動して、フランシスの片手間の一撃を躱かわし、

『たとえチカラ尽きたとしても、ここで墜ちるわけにはいかないんだ』




　魔銃戦技──螺旋龍風破ドラグ・トルナード




　銃じゆう剣けん型のそれはチカラで強化された障壁を斬り裂さき、余る勢いを以もってフランシスを貫く。

　圧縮された螺ら旋せんの刃が炸裂。悲鳴をあげる暇ひまはなかった。弾はじけるように炸裂した刃は、フランシスの全身を容赦なく貫く。ほんの一瞬の間で、致ち命めい傷しようレベルの無数の切創を体中に負ったフランシスは、がは……っ！　と口から血を吐はいたあと、墜ちていった。

　相手は最後の言葉を何も遺さなかった。

　本当に一瞬で、ともすれば呆あつ気けないともとれる最後。

　だが、これまで戦った中で一番強い相手だった。

　薄はく氷ひようを履ふむ思いで、実際何度も死にかけたリコが勝てたのは、慣れぬ接近戦による無様な一撃だった。むろん相手が自分を侮あなどってくれていたことや、認めたくはないが……フロンの援護があったからでもある。

　もういつ倒れてもおかしくないな。

　疲労による貧ひん血けつのせいで、頭がふらふらする。ずっと射撃の雨に晒されていたせいで、耳鳴りが止まない。それでもリコは疲れ切った貌かおを精せい一いつ杯ぱい澄すまし、

『ふっ、見たかフロン。これで女神なわたしは次期空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー確実だな』

　呆あきれたような貌かおのフロンを見たあと、リコは急に真顔になり、

『まあその件はおいおい考えるとして、他の仲間たちの援護を頼たのむ。間違いなく苦戦しているはずだ』

『それなら問題ないわ。もう仲間たちが次々と向かっているから』

　仲間たち……？　戦闘で疲れきったリコの脳は、あの強敵たちを倒すために、誰だれが向かっているかすぐには理解できなかった。







　レクティとブレアの戦闘空域。

　頼みにしていた最後の浮ふ遊ゆう機き雷らいは凍こおりつき、浮ふ力りよくを失って落下していく。

『再びこの空域に戻もどるとは、何がしたいかよくわかりませんね。これで浮遊機雷は全部なくなりましたよ』

　周囲の大気を氷らせるゼロットが口にした。

　一度リコの空域に向かい、戦力を結集。その後再び散開して、レクティたちは機雷原となっていたこの空域で再度交戦していた。

《崩力》の遣い手たちを倒すには、接近戦しかない。

　だが、相手の呪じゆ詛そは接近戦において群を抜ぬいた強さを発揮する。

　何度かペイシェンスたちと刃やいばを交えたあと、レクティとブレアは飛行して間合いを取りながら、徐じよ々じよに高度を落としていく。

　敵に頭をとられることになるが想定内だ。圧倒的強者を倒すには、それ相応の準備が必要になる。カナタのもとで学んだ集大成を示すには、逆境に陥おちいっているいまこそ相応ふさわしい。

『接近戦の技術はなかなかですが、剣つるぎの性質に違ちがいがありすぎますな』

　接近戦で、最終的にはレクティたちを圧倒したゼロットが口にした。

　たしかにその通りですね、とレクティも同意する。

　だが、ここで負けるわけにはいかない。この空で再びカナタと会うために、眼の前の敵を倒さなくてはならないのだ……！

　史上最強の剣士たちを前に、レクティは言い放つ。

『そうかもしれません。ですけど、わたしたちにはまだ切り札があります』
















　ペイシェンスもゼロットも、レクティたちが何を狙ねらっているか知っているはずだ。

　だが、余りにもチカラに差がある戦いでは、往々にして強者は弱者を侮るものだ。

　まして接近戦を得意とするこの二人なら、

『ふっ、いいだろう。ならばあれを用いて来い、いま一度わたしの斬ざん艦かん刀とうで──』

『いいえ、ここは某それがしに相手をさせてもらえませんか。まだ某はあの戦技を破っておりませんから』

　ペイシェンスを制し、ゼロットが受けて立つ。

　好機チヤンスだ、とレクティは思った。

　ゼロットは、なぜレクティたちがこの空域で戦っているかをわかっていない。すでに罠わなは仕し掛かけてあるのだ。

　あとは、相手がひっかかるのを待つのみ。

『あれを受け止めるのに、これでは強度不足は明らかでしょうな。ならば──』

　そう口にして、ゼロットは海上にまで降下し、絶対氷結アイスマンのチカラで海水を氷らせて巨きよ大だいな剣を作り上げる。ペイシェンスの呪詛戦技──斬艦刀に引けを取らぬ、巨大な氷山から成形したかのような大剣だ。

　かかった……っ！

　ここが攻せめ時と心得たレクティとブレアは、並行飛行で一気に間合いを詰めていく。

　その瞬しゆん間かん、

『これで終わりです……っ！』

　ゼロットが最高の呪詛戦技で、レクティたちを斬きり裂こうとする。




　呪詛戦技──氷山剣




　刃は渡わたり百メートルを超こえる氷の大剣がレクティたちに振ふり下ろされる……！

　そんなとき、《ミストガン》で特訓していた際、カナタからもらったアドバイスが脳のう裏りを過よぎった。




　──チカラで勝てないなら、罠を仕掛けるしかない。相手の不意を打って、満足なチカラを発揮させずに倒たおすんだ




　地を這はう燕つばめのような構えを取り、レクティとブレアが言い放つ。

『いいえ、終わりなのは──』

『私たちではなく、そなただ……っ！』




　アイゼナッハ流魔む双そう剣戦技合技──龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しよう




　荒あら々あらしく巨大な氷剣と、龍牙絶炎衝がぶつかり合う……！

　その瞬間、ゼロットの巨大な氷剣から突とつ如じよとして爆ばく発はつの振しん動どうが響ひびき、その剣身に亀き裂れつが奔はしり始めた。

『な……っ!?』

　予想外のことに驚きよう嘆たんするゼロット。そうしている間にも、龍牙絶炎衝と接せつ触しよくした付近の箇所から、氷山剣に亀裂が奔り、皹ひびが広がっていく。

　その原因は、龍牙絶炎衝によるものではなく、内側からの巨大な圧力。それも氷山剣の分子結合を破は壊かいするほどの強烈なものだ。

　訳がわからないといった表情でこちらを見てくるゼロットを前に、レクティたちは必死に龍牙絶炎衝を押し込もうとしながら、

『あなたの呪詛なら、龍牙絶炎衝をどうやって無力化するかずっと考えていたんです』

『その結果、氷を司つかさどるそなたなら、海水で巨大な剣をつくるだろうとレクティが予想していた。なので、あらかじめ海中に浮遊機雷を仕込ませてもらった。そなたが破壊した発はつ煙えん式ではなく、従来通り炸さく裂れつするタイプのものだ』

『なるほど。氷山剣の中に、浮遊機雷が混ざっていたんですか』

　煙幕機雷が凍らされることも、レクティたちを倒すため海中の氷を利用することも全すべて読みきり、その上でミスリードさせていたのだ。

　何発の浮遊機雷が氷山剣に取り込まれたかは定さだかではない。だが、龍牙絶炎衝の炎えん撃げきに反応して浮遊機雷の炸薬が弾はじけ、結合が脆もろくなった氷山剣を紅ぐ蓮れんの龍りゆうはその顎アギトで巨大な氷の柱を嚙かみ砕くだき、吞のみこむようにして進む。

　やがて紅蓮の龍はその先に立ちはだかる《崩ほう力りよく》の遣つかい手を一瞬で炎に包み、貫つらぬいた……！

『……ぬかったようです』

　それだけ言い残し、全身を焼き裂かれたゼロットは海上へと墜おちていった。







『レクティ、すまぬ』

『いいえ。ブレアさん、ここまで来れただけでも充じゆう分ぶんな成果だと思います』

　レクティが言い終えた直後、ブレアが左手に持つ魔双剣にぴきぴきと亀裂が入る。レクティが右手に持つ魔双剣も同様だ。

　騙だまし討うちでゼロットを撃破したブレアたちだが、相手の不意を突ついたところで、あの氷山剣を破るのは魔双剣に負ふ荷かが大きすぎたのだ。次に龍牙絶炎衝を放てば、チカラの鬩せめぎ合いの最中魔双剣は折れてしまうだろう。

『ゼロットの仇かたきだ。貴様たちの戦技の弱点は知っている……っ！』

　ペイシェンスの闇夜刀が伸のび、レクティとブレアに肉にく薄はくした。

　呪詛戦技──茨咲突剣ソーン・バイト。無数に枝分かれするように伸びてきた黒い刀は、レクティとブレアに合流する暇を与あたえない。それどころか、予想以上に勢いよく伸びた刀がブレアを貫こうとした。しかしその刹せつ那な、灼しやく熱ねつを纏まとう突き技わざが茨咲突剣ソーン・バイトを爆散させた……！

『お姉ちゃんたち、大だい丈じよう夫ぶ？』

　呆気にとられるブレアたちの前で、防護服プロテクターを纏まとったアリアが姿をみせた。

『ア、アリアさん……っ!?』

『ア、アリア……っ!?』

『通信聞いてたよ。カナタさんのところに行くんでしょ。だから、手助けに来たの』

　そう口にするアリアに、ブレアはこれ以上説明を求めようとは思わなかった。代わりに口をついたのは、

『かたじけない』

　申し訳なさと感謝の入り混じった一言。

　アリアとて、空戦武踏祭エリアルソード決勝戦を目もく撃げきしていたのだ。この戦場で、生せい還かんが期待しがたいことは承知しているだろう。

　それでも、来てくれた。

　ブレアがその覚かく悟ごを疑い咎とがめなければならないほど、アリアは愚おろかではない。アリアのことなら、ブレアは何でも分かっているつもりだ。

《ミストガン》に帰き還かん後、《崩力》の遣い手を倒そうと動き出したブレアたちのことを心から心配しながらも、全力でサポートしてくれたこと。空戦武踏祭エリアルソード決勝戦を目まの当たりにして、未熟ながらに《崩力》の遣い手を倒すため、《ミストガン》でこっそり研けん鑽さんに励はげんでいたこともだ。

　ならば、するべきことは眼前の敵を葬ほうむり去ることのみ。世界最強の魔双アイゼ剣術の遣い手ナツハの誇ほこりに懸かけて、ここで敗れるわけにはいかない……！

『行くぞ、レクティ、アリア……っ！』

　気心の知れた二人に声をかけ、ブレアが先せん陣じんを切ってペイシェンスへ向かう。

　この状じよう況きようでの戦せん闘とう方法には心当たりがあった。




　──二人でもできたんだろ。ならさ、三人でやったり、魔双剣を入れ替かえたりしてもできるんじゃないのか




《ミストガン》で特訓していた間、カナタが想定していた状況だ。もし本当にこの事態を想定して口にしていたというのであれば、流石さすがは主あるじというほかあるまい。

『アリア、そなたのチカラも借りるぞ』

『え……っ!?』

『ブ、ブレアさん……っ!?』

『案ずるなレクティ。アリアよ、そなたならこの状況で合わせられるはずだ。私たちが戦技の訓練をする際、そなたも陰かげでこっそりと研鑽に励んでいたのであろう』

『うん、わかった……っ！』

　ブレアを起点に、レクティとアリアが後ろに付き、三人でペイシェンスに突っ込んでいく。

『小細工抜ぬきか。ならば、受けて立とう』
















　正面切って挑いどむブレアたちを見て、ペイシェンスはつぶやき、闇あん夜や刀とうを変化させた。飛空艇ていすら真っ二つに斬り裂さけそうな巨きよ人じんの刃やいばを、ブレアたちに振りおろす。




　呪じゆ詛そ戦技──斬艦刀




　かつて紅蓮の龍を粉ふん砕さいしたことがある絶対的な一撃。眼前に迫せまる不条理を前に、レクティたちは三人同時に飛炎衝天撃を合わせた……！




　アイゼナッハ流魔双剣戦技合技──龍牙絶炎衝




　生まれたのは、ひと際きわ巨大な猛たけ々だけしい紅蓮の龍。それは斬艦刀の一点に喰くらいつき、そこを溶とかし、喰い破った。純じゆん粋すいな破壊力なら斬艦刀のほうが遥はるかに上であっただろう。現にブレアとレクティが持つ魔双剣は亀裂が限界に達し、すでに一本ずつ折れていた。

　だが、それでもアリアという加勢を得て放たれたその一撃は、チカラで優まさる斬艦刀を溶よう断だんし、遣い手であるペイシェンスのもとへと迫っていた。

　四刀だけでは勝てなかっただろう。

　きっとこれはそういう戦いだったのだ。

『ふっ、チカラを求めた結果がこれか』

　紅蓮の龍の顎にその身を喰い尽つくされる刹那、ペイシェンスが自じ嘲ちよう気味につぶやいた。







　ミソラの戦闘空域。

『くっ!?　まさかグレゴールたちが墜ちるとは……っ!?』

『あんた、仲間が墜ちたことを悔くやんでるのね』

　仲間たちと通信が途と切ぎれ、激情に駆られるユミエールに、ミソラは憐れん憫びんの眼まな差ざしを向けた。

『当たり前だ。あの者らは、向こうの世界から我に仕えてきた臣下だぞ』

　ユミエールはわなわなと手を震ふるわせて、

『この世界に来てから、シーザー王家がヴィーゲルト家の協力者となったいまでも、あの者らが我の臣下であることは変わらん……っ！』

　叫さけび、ミソラへ紅蓮の火球が放たれる。

『そんなに大事な仲間なら──』

　ミソラは紅蓮の火球を回かい避ひしつつ、

『なんで戦いに巻き込んだのよ……っ！』

　言い終えるや否いなや、発はつ砲ぽう。二発放った砲撃は、ともにユミエールの障しよう壁へきに阻はばまれた。至し近きん距きよ離りで収束ストラ魔イクブ砲ラスターを直撃させぬ限り、ユミエールの障壁を貫けない。

　虚こ空くうの高みはもう限界だっていうのに……っ！

『知れたこと。我らは貴様らと共存したいのではなく、この世界の支配者になりたいからだ』

　瞬間モメン開タム・放バーストで反撃。距離を詰つめようとしたミソラが紅蓮の熱風で煽あおられた。もう集中力は保ちそうにない。ミソラは瞬間モメン開タム・放バーストの殺傷距離ぎりぎりを飛行する。

『避よけたか。なら、もう一度だ……っ！』

　連続して放たれる、最大火力の紅蓮の爆発。




　──虚空の高みに至ったお前なら、瞬間モメン開タム・放バーストの間かん隙げきを突ける。もし勝機があるとすれば、そこだ。そのタイミングで仲間と連れん携けいして最大火力を叩たたき込め……！




　カナタからの忠告が意味するところは、単独での勝利は難しいとのことだ。

　リコからの通信によれば、ミソラのもとへも救きゆう援えんが来るとのことだが、ユミエール相手に半はん端ぱな救援が来たところで、勝機を見み出いだせるとは思えない。

　ならば、

『当たれえええぇぇぇーーーーーっ！』

　単独で迎撃したほうがいいと判断したミソラが、収束ストラ魔イクブ砲ラスターを発砲。瞬間モメン開タム・放バーストの間隙を縫ぬって、ユミエールに直撃弾だんを放った。

『そのような半端な攻こう撃げき、通ると思ったか』

　紅蓮の長ちよう剣けんで白銀の光を斬きり裂きながら、ユミエールは空いた手で、紅蓮の火球を放つ。それはミソラの眼前で炸さく裂れつ。障壁を張ったが粉砕され、ミソラは爆熱に煽られて、体勢を崩くずした。

　体中がひりひりするが、見る限り重度の水みず脹ぶくれも炭化もない。眼前で爆発した際、障壁を張るのがあと少し遅おくれていれば、大火傷は避さけられなかった。

　タイミングは摑つかめている。せめて、もう少し火力があれば……悔くやしがるミソラに向かって、ユミエールがすぐさま急降下。

『これで死いね……っ！』

　紅蓮の長剣が閃ひらめき、ミソラの首を落とそうとした刹那、ユミエールに鋭するどい砲撃が浴びせられた。

『この程度の砲撃、どうということはない……っ！』

　突とつ如じよとして迫った紅くれないの砲撃にユミエールが障壁を張った瞬間、ミソラはすぐさま後退。そのタイミングで、上空から急降下してきた二人がユミエールの背後から襲おそいかかろうとする。

『でも、不意打ちだけあって足は止まったみたいね』

『チカラに自信があっても、奇き襲しゆうされたら一度態勢を整えようとするなんてずいぶんと慎しん重ちようじゃないの……っ！』

　ミーナとノエルが、それぞれユミエールに接近戦を挑もうとした。ユミエールは振ふり向き、邪じや魔まだと言わんばかりに紅ぐ蓮れんの長剣を振りかざす。

『危ないっ！　避けてください……っ！』

　ミソラが警告を発した直後、ユミエールの刃から紅蓮の爆炎が生まれ、ミーナたちに襲い掛かかった。

『く……っ!?』

　魔術障壁を全開にして、ミーナたちは即そく座ざに後退。

　奇襲をかけても、懐ふところには入れそうにない。

　増援に来たクロエたちを見やり、ユミエールがつぶやく。

『ふんっ、水を差されたか』

　間かん一いつ髪ぱつで救われたミソラは思う。

　クロエさんたちの増援がなければ墜おちていた。

　突とつ然ぜん応援に来たクロエたちを見て、なぜ？　という疑問はミソラの脳のう裏りには浮うかばない。窮きゆう地ちを救われた安あん堵どの次に浮かぶのは、ここにいる四人でどうやってユミエールを倒たおすのかという一点のみ。

『救援に来たのはいいけど、間合いを詰め切れなかったわ』

『乳ちちデカ女と同意見なのは癪しやくだけど、あれに接近戦を挑むのは無む謀ぼう過ぎるわね』

　ミーナとノエルの言う通り、ユミエール相手に間合いを詰めることはできそうにない。近接系の空士には決定打がないだろう。もしあるとしたら……ミソラは強い眼差しをクロエに向けた。

『クロエさん、チカラを貸してください』

『うん。わかってるよ。……ミーナさん、ノエルちゃん。もう一度だけユミエールさんの注意を引いてちょうだい』

『そういうことね。ミソラさん、クロエさん、引き受けたわ』

『仕方ないわね。今回はあなたたちにおいしいところを譲ゆずってあげるわよ』

　仲間二人から返事を受け、クロエはミソラに微笑ほほえんだ。

『じゃあミソラちゃん、一いつ緒しよに合わせよっか。──あの障壁、貫つらぬくよ』

『お願いしますクロエさん』

　もしユミエールを倒す手段があるとしたら、射しや砲ほう撃げき系の空士による近距離砲撃。ミソラ一人の収束ストラ魔イクブ砲ラスターでは抜けなかったが、クロエのチカラを合わせれば──

『行くわよチビ虎とらさん……っ！』

『ちょっとっ！　乳デカ女、なんであなたが仕切るのよ……っ！』

　ミーナとノエルが、ユミエールに向かっていく。

『たとえ何人雑ぞう兵ひようが集まろうと、我の前では無力……っ！』

　多対一の戦いの方が心躍おどるとでもいうように、ユミエールは一際巨きよ大だいな、紅蓮の火球を放ってきた。

　充じゆう分ぶんな回かい避ひ距離はない。まるで飛空艇を吞のみこめそうな一撃を前に二人は、

『流石にこれを躱かわすのは無理ね』

『でも、一度ぐらいなら……っ！』

　ミーナとノエルの二人は死を齎もたらす火球へ戦技を放つ。




　魔戦せん斧ぷ戦技──雷神ギガン粉砕ト・ケ破ラウノス

　魔剣戦技──螺旋龍風破ドラグ・トルナード




　青白く巨大な雷らい刃じんが一際巨大な紅蓮の火球を嚙かみ砕くだき、縮退魔力の螺ら旋せん槍そうが炸裂した爆炎を吹ふき飛ばしていく。

　むろん、相そう殺さいしきれるはずもなく、戦技を放ったミーナとノエルは、爆風に吹きとばされた。しかし、したたかなことにも魔術障壁を展開していたので、致ち命めい傷しようは避けられただろう。

　そんな彼女たちの努力を無む駄だにしないために、

『ミソラちゃん、行くよ』

　クロエとともに、ミソラはユミエールへ突つっ込こんだ。ユミエールが空いた手をこちらに向ける。

『こざかしい……っ！』

『クロエさん、来ます……っ！』

　ミソラが急きゆう上じよう昇しよう。間をあけず、クロエもついてきた。その直後、瞬間モメン開タム・放バーストの炎ほのおが虚空を焦こがしつくした。

『ならば……っ！』

　炎のシヨツ散トガン弾・フレアがミソラたちへ放たれる。だが、これはミソラの狙ねらい通りだった。ユミエールのチカラは比べようもないほど強力だが、戦い方は傲ごう慢まんそのもの。カナタに基き礎そ基本を仕込まれたミソラには、その荒あらさが眼めにつく。

　攻撃の偏へん重ちようを読み、クロエとともに炎えん弾だんのもっとも薄うすい所を突とつ破ぱ。ユミエールの周りの空気が炎爆する気配を感じ、そこから一度後退。

　そして、

『クロエさん……っ！』

『任せて……っ！』

　瞬間モメン開タム・放バーストの間隙を縫って、間合いを詰めたミソラの視線の先では、ユミエールが不快そうにこちらを睨ねめつけるが、構わずミソラは、

『終わりよ……っ！』




　魔砲剣戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター

　魔砲杖じよう戦技──収束ストラ魔イクブ砲ラスター




　白銀と紅。二つの光の奔ほん流りゆうが同時にユミエールへ降り注いだ。

『この程度でわたしの障壁を破れると思ったか……っ！』

　チカラで強化した障壁で、ユミエールは防ごうとする。その場から退き回避しようとしなかった。王者の誇ほこりとも傲おごりともとれるその行動は、ユミエールの生き様が表れていた。

『絶対に破ってみせるわ……っ！』

『ここは押し通す……っ！』

　ミソラとクロエが答え、さらに轟ごうとチカラを増した。光の奔流は混ざり合い、より強きよう烈れつな奔流となって、ユミエールへと向かう。

『この程度で我が──』

　ユミエールはますますチカラを注いだが、障壁は耐たえきることができなかった。激しくチカラが鬩せめぎ合ったあと、ユミエールの障壁は破れ、二つの光の奔流がユミエールを貫いた……！

『避ければ無事だったかもしれないのに……』

『ふんっ、これしきの攻撃、受け止めきれずしてなにが王か』

　全身を光に貫かれたユミエールはそれだけつぶやくと、事きれたように墜ちていった。

　無に還かえろうとするユミエールの亡なき骸がらを見やり、ミソラはつぶやく。

『謝りはしないわよ。これが戦いだから』

　一歩間ま違ちがえれば、ミソラがユミエールの立場だった。

　負傷状態を確かく認にんしてミーナたちが合流してきたとき、ミソラが口を開く。

『クロエさん、早くあいつのところへ行きましょう』

『あいつ……って誰だれのこと？』

　何を言っているの？　とミソラが疑念を抱いだき、咎とがめようとした刹せつ那な、ミソラはさらなる疑念に苛さいなまれた。

　あれ、あいつって誰だったっけ……？







　　　第三章　戦場の絆きずな







《ゲート》の体内。

『まったく。どうしてここはこうも入り組んでるのよ』

　物理法則の歪ゆがんだ空間を、エリスたちは必死に駆かけ抜ぬけていた。

　異世界に干かん渉しようできる《ゲート》の体内は距きよ離りと空間の概がい念ねんがなく、薄うす暗くら闇やみに包まれており、各所に大きな時空の歪ひずみが白く輝かがやいている。その時空の歪こそ、異世界へと繫つながる門ゲートだ。

『クリス、次はどっち？』

『右でしょうか』

『左ですエリス様』

『わたしも左だと思うわん』

《ゲート》の最深部に向かうため、エリスたちは強まっていくチカラの気配を頼たよりに、奥へ奥へと進んでいく。道中幾いく度どとなく、漆しつ黒こくの粒りゆう子しが集まって異い形ぎようの怪かい物ぶつとなり、エリスたちへと襲おそいかかっていた。

　おそらくは《ゲート》の免めん疫えき機構だろう。人間の体内に侵しん入にゆうした黴ばい菌きんを白血球が処理するように、エリスたちを処理するのはこの漆黒の怪物たちなのだ。

　無限に湧わいてくる敵を薙なぎ払はらうため、エネルギー弾だんをぶちかましたエリスが、

『早く逃にげないと追手が来るっていうのに。いっそのこと、《崩ほう力りよく》でこの空間ごと破は壊かいしたりとかできないかしら？』

『空間そのものが歪んでいますから、望み薄うすでしょう。そのようなことより……来ました……っ!?』

　クリスの放った一言に応じて、エリスたちが一いつ斉せいに散開。漆黒の光の奔流が、エリスたちのいた空間を貫いた。

『逃がしませんよエリス様ぁぁぁーーーーーっ！』

　振ふり向いたエリスの視線の先には、狂きよう気きに満ちたキルスティの姿。口からは唾だ液えきが垂れ流しになり、充じゆう血けつした眼は焦しよう点てんが合っていない。まるで薬物中毒者のようであった。

『呪じゆ詛そはもう使えないみたいね』

　キルスティを冷静に観察し、エリスが言い放つ。夢幻泡影ニトケルテイで生み出したアルケナル級の群れをぶつけてみたが、黒い大おお鎌がまで次々と斬きり刻まれた。

『接近戦でキルスティちゃんと渡わたり合える人間はここにはいないわん。近づかれたら終わりよん』

『なら、近づかせずに倒たおせばいいってことね』

　エミリーからの警告を聞き、エリスは素す直なおに頷うなずいた。

　幸いこちらには、自分の他にも《崩力》リーゼの遣い手リツトがいる。厳密にいえば、エミリーもだが、戦力としては当てにならない。

　しばらくは保もつだろうけど、決め手に欠けるわね。

　額から脂あぶら汗あせを流すエリスに、キルスティが挑ちよう発はつしてくる。

『おやおやエリス様ぁぁーーー。わたしより格下のあなたが、いったいどうやってわたしを倒すつもりなんですかぁぁぁぁぁーーーー？』

　勝ち目が本当に低いのはわかっている。それでも、不条理と戦うミソラたちの境きよう遇ぐうを思えば、この程度どうということはない。

　戦力的に不利と知りながら、エリスは景気よく本音を言ってのける。

『さあねっ！　最初の予定じゃ面めん倒どう事ごとは全部カナタ・エイジに押し付けるつもりだったから、あなたの倒し方なんて考えなかったわ……っ！』







《ゲート》直上。

『どうやら人類陣じん営えいの前衛部隊は、もう戦線を支えるのがやっとの戦力しか残っていないようだね。さきほど人工空島メガフロートを投下した部隊も再びここまで前進する気力は残っていないようだ』

《ゲート》周辺の戦せん況きようを把は握あくしたゼスが理路整然と口にした。

　わざわざ敵から説明されなくても、人類陣営こちらの戦力事情は知っている。人類陣営は各空域でかろうじて戦線を維い持じできている状態。このままではいずれ魔ま甲こう蟲ちゆう陣営に押し切られることは明白だ。

『く……っ!?』

　ゼスが放った獄砕直斬アビスホライズンを必死に躱かわしたカナタが、玉のような汗を零こぼした。

　休む間もなく戦い続け、どれほど時が経たったかはわからない。不死の敵は如い何かに潰つぶそうと、永えい劫ごうに蘇よみがえっては完全回復した状態で眼前に立ちはだかってくる。対してカナタは、

『ハァーハァー、ハァーハァー』

　戦せん闘とうの間かん隙げきを縫ぬって、口呼吸で酸素を取り込むのに必死だ。

　まるで心臓を握にぎり潰そうとされているかのように呼吸が苦しい。心しん拍ぱく異常だけでなく、気道そのものが痙けい攣れんしているかのようだ。

　エリスたちが突とつ入にゆうしてから、どれだけ時間が経ったかはもう定さだかではない。

　ゼスの戦技が一度至近で弾けたせいで、全身に鑢やすりをかけたような痛みが奔はしる。防護服プロテクターもぼろぼろだ。さらにはゼスの刃やいばが掠かすめたせいで、右みぎ瞼まぶたに切創も負った。瞼からの血は勢いよく流れ、眼を濡ぬらし視界を悪くした。しかも《崩力》の一いち撃げきによる剣けん圧あつをもろに浴びたせいで、右眼の毛細血管が裂さけ充血し、いまも《絶力》で必死に治ち療りよう中だ。

　いまなお右眼の視界はぼやけ、紅あかみがかっているが、最悪眼球が破は裂れつしていた可能性も考こう慮りよすれば、致ち命めい傷しようを負わなかっただけでも僥ぎよう倖こうだろう。

　左ひだり脇わき腹ばらや右太ももも、ゼスに斬られた。浅い切り傷などはとうに数えておらず、ウィザードでも失血死も免まぬがれないほどの深手だったが、《絶力》で強ごう引いんに傷を塞ふさいでいた。黒い防護服プロテクターのため血の色は目立たないが、血液は確実に失われ、自分でもいまなお生きているのが不思議なくらいだ。

　それでも、この状況でまだ戦おうという心は失われてはいない。

『カナタ君、キミはまだオーバードライブを使っていないようだが、なにか使えない理由でもあるのかね？』

『さーな。でも、必要があれば使わせてもらうよ』

『いまがそのときだと思うが』

『いいや、切り札ってのはここぞっていうときに使うもんだ。まだそのときじゃねーよ』

　痛みが残る右眼を押さえつつ、カナタが答えた。

　オーバードライブは最後の手段だ。本当の意味でゼスを倒すために、とっておかなければならない。エリスが《ゲート》を破壊するまで、カナタはオーバードライブを使うわけにはいかない。

　そして、さらなる戦いの流れがカナタに訪おとずれる。

　きっかけは、横合いからゼスを襲う白く輝く光の奔ほん流りゆうだった。まるで横顔を貫つらぬくような一撃、続けて細かい光こう刃じんがゼスへ注がれる。

『………………っ!?』

　ゼスは咄とつ嗟さに回かい避ひしたあと、一度間合いを取り直す。それと時を同じくして、攻こう撃げきが来た方向からは、リバーを伴ともなったアンネローゼが来らい援えん。

　浮ふ浪ろう者しやにも劣おとる容姿のカナタを見て、アンネローゼは一いつ瞬しゆんだけ眼を細めるが、

『カナタ・エイジ、《ゲート》の破は壊かい状況は？』

　アンネローゼがここに来た……？

　戦況報告に耳を傾かたむける暇ひまがなかったカナタに、アンネローゼ出撃の報しらせは届いていない。だが、人類陣営アンネの総大将ローゼがリバーを伴って戦場を横断してきた意図は明らかだった。

　最悪《ゲート》だけでも潰すつもりってことか……っ!?

『エリスたちが入っていったきりだよ。キルスティが追撃していったから、中でどうなってるかわかんねーけどな』

『カナタ君、援えん護ごは？　僕は微び力りよくだけど、教皇陛下アークビシヨツプが加勢すれば、キミの戦況も多少は有利に──』

『必要ねーよ。むしろ《ゲート》を破壊してほしいから、アンネローゼと一いつ緒しよに中に行ってくれ』

　悪いな、とカナタは内心で謝罪した。心配するリバーの気持ちを知りながらも、加勢を受け入れるわけにはいかない。カナタのゼス対策に、仲間は不要だ。

『わかりました。では、この場はお任せします』

『カナタ君、幸運を』

　手早く情報を交こう換かんしたあと、アンネローゼとリバーが《ゲート》へと降下していく。アンネローゼのチカラなら、独力で《ゲート》の障しよう壁へきを破壊できる。

『これはこれは教皇陛下アークビシヨツプ、あなたをこれ以上先へ進ませるわけには──』

『どこを見てるんだ？　──お前の相手は俺だろ』

　アンネローゼの前に立ち塞がろうとしたゼスを、カナタが渾こん身しんのチカラで斬り伏ふせる。だが、ゼスはそれを予期していたように澄すまし貌がおでカナタの剣撃を受け止め、空いた手で黒い短たん槍そうを投とう擲てきし、カナタを貫こうとする。

『く……っ!?』

　辛つらそうに間合いを取るカナタ。こめかみから、うっすらと血が流れだすのと同時に、背後で黒い短槍が巨きよ大だいな爆ばく発はつを起こす。

『惜おしかったね。もう少しでキミを墜おとすことができたんだが』

　ちっ、このままじゃ絶対勝てねーな。

　キルスティを信しん頼らいし、《ゲート》に侵入しようとしないゼスを前に、カナタの脳のう裏りは如何に耐たえるかという方法の模も索さくで埋うめ尽つくされた……！







『本当にしつこいわね……っ！』

《ゲート》の体内で逃げ惑まどうエリスは、背後から迫せまる狂気の塊かたまり相手に苦戦していた。薄暗闇の空間を、漆黒のエネルギー弾が駆け抜ける。

『エリス様、夢幻泡影ニトケルテイは……っ!?』

『《ゲート》の免疫部隊への迎げい撃げきで手て一いつ杯ぱいよ。あなたの反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンでなんとかならないの？』

『キルスティと《ゲート》の免疫部隊には効きませんし、エミリー・ウィットベルンはもう耐えられません。わたしとエリス様にはもうかけてます』

『クリスには？』

『《崩力》も使えない非戦闘系にかけても無む駄だです』

『あら、無駄だってよクリス』

『エリス、こんなときにからかわないでください』

　悪戯いたずら好きな笑えみを浮うかべたエリスは、クリスに咎とがめられても、まるで気にする素そ振ぶりをみせない。そんな空気に、リーゼリットの肩かたにいるエミリーも愉ゆ快かいな表情で、

『あらあら、こんなピンチだっていうのに、みんな意外と図太いわねん』

　図太いと言われ、エリスも悪い気はせず、

『ユミエールたちに挑いどんだミソラたちに比べれば大分マシよ。わたしたちは《崩力》の遣い手だし』

『クリスちゃんは違ちがうけどねん』

『なんだかわたしだけ除のけ者にして、愉たのしんでないですか……っ!?』

　そう言いながら、後方を護まもるクリスが破ア邪ーのジ障リ壁スでキルスティの注意を引き、リーゼリットが収束したエネルギー弾だんを発射。エリスは夢幻泡影ニトケルテイの軍勢で前方に立ちはだかる《ゲート》の免めん疫えき部隊を蹴け散ちらしながら進軍し、

『あれに入るわよ。みんな、ついてきなさい』

　エリスは仲間たちとともに揃そろってひとつの時空の歪ひずみへと入る。一瞬白い光に包まれた後、エリスたちの姿は巨大な広間ホールにあった。

　その広間ホールはまるで粘ねん膜まくのついた腸ちよう壁へきのような組織に覆おおわれ、中央部では上下から伸のびた体組織が、一いつ軒けん家やほどありそうな巨大な呪じゆ核かくを支えている。さらにその向こう側には異常なまでに高密度のエネルギーを宿す黒い結けつ晶しようがある。

『あの呪核は《ゲート》の生命の源よ。あれを潰せば《ゲート》はその役目を終えて、この世界と異世界を繫つなぐ門は閉とざされるわ。そして、その奥にあるのは《崩ほう石せき》の原石。わたしたちも詳くわしくは知らないけど、あれは独立していて、それ自体が強力な障壁で護まもられてるし、《ゲート》が異世界に干かん渉しようする際の膨ぼう大だいなエネルギーを肩かた代がわりしているようなの。絶対に攻撃しちゃだめよ。障壁自体も強力で通常攻撃じゃ破は壊かいできないけど、万が一貫かん通つうでもしたらあれは想像もできないくらいの大爆発をする』

　最深部にある《崩石》は、《ゲート》の体内で産出されるものより遥はるかに大きい。

　エリスの指示に従って、仲間たちが作業を開始したとき、背後から背筋が凍こおりつくような声。

『あはははは、見つけましたよぉぉぉぉぉぉーーーーーっ！』

　突とつ如じよとして転移してきたキルスティが嬉々として羅刹謳歌デモン・ストライクを放ってくる。エリスの背後では、仲間たちが呪核の障壁破壊作業中だ。

　正気を失ってるくせに、嫌いやらしい攻撃ばかり……っ!?

『わたしが相手をするわ。みんなは作業を継けい続ぞくしなさい……っ！』

　呪核さえ破壊できれば、この空間に用はない。

　しかし夢幻泡影ニトケルテイの軍勢では、キルスティの羅刹謳歌デモン・ストライクを防げないし、そもそも迫り来る免疫部隊と交戦中だ。エリスは咄嗟に黒い戦輪チヤクラムの前に立ち、障壁で受け止めようとした。

　僅わずかな鬩せめぎ合いのあと、黒い戦輪チヤクラムが炸さく裂れつ。激しい爆発に苛さいなまれるエリスのもとへ、爆ばく煙えんの向こうからキルスティが突つっ込こんできた。

『あははははっ！　咄嗟に仲間を庇かばうとは、エリス様も愚おろか者でしたかぁぁぁぁぁーーーーーっ！』

　しまった……っ!?　エリスがそう思ったきには、既すでに手て遅おくれだった。近接戦闘に不慣れなエリスに、眼前で振ふりかざされる大鎌の一撃を躱かわすことなどできない。

『く……っ!?』

　恐きよう怖ふに身が竦すくんだエリスが思わず眼めを閉じようとした刹せつ那な、キルスティの鎌れん撃げきを受け止める者の姿があった。

　それはリーゼリットでもなければ、エミリーでもない。

　白い司教服を纏まとい、両りよう腕うでに被腕型拳鍔フルカバーナツクルをつけたアンネローゼだ。

『不ふ甲が斐いないですねエリス・ヴィーゲルト』

　アンネローゼは黒い大鎌を受け止め、空いている手でキルスティにボディブローを叩たたき込む。その強きよう烈れつな打撃は無防備なキルスティを吹ふき飛ばし、壁へき面めんへと叩きつけた……！







『あら、あなた本当に戦えたのね』

『こけおどしとでも思っていましたか』

　遅おくれてこの場所に辿たどり着いたリバーが、壁面に叩きつけられたキルスティに戦技を放つ間、アンネローゼは心にもない返事をしたエリスを一いち瞥べつした。気き丈じように笑ってみせるエリスだが、額に浮かべた脂あぶら汗あせと濃こい疲ひ労ろうの色を隠かくせていない。

『まさか。いざっていうときは、あなたが助けに来てくれると信じていたわ。でも、ずいぶんと来るのが早かったわね。ここまで来るのは大変じゃなかった？』

『特には。強いチカラの気配を辿ってきたので道に迷うことはありませんし、道中は死し骸がいが広がってましたからね。リバーさんの護衛だけで充じゆう分ぶん戦い抜ぬけられました。それとわたしが助けると信じていたというのは、じつに白々しい台詞せりふですね』

　前線に辿り着くまでは後衛部隊の空士に戦わせ、アンネローゼとリバーはチカラを温存。そこからは《絶力》で小型種を蹴散らしながら進み、負担は最小限に抑おさえていた。《ゲート》の体内でも、エリスたちが苦労して敵を蹴散らしたあとをすんなりと通過できたため、これといった戦せん闘とうには遭そう遇ぐうしていない。

　すでに老おいた体には、僅かな戦闘でさえ応こたえる。この状態で、キルスティと相対できるのは幸運かもしれない。

『あら、それは運がよかったわね。《ゲート》の免疫部隊は時間とともに再生する類たぐいなのよ。キルスティの追撃を受けながら、それと戦っていた先せん駆く者しやに感謝することね』

『いまさら恩を売りつけようとしても遅おそいです』

　きっぱりと断った矢先、

『アンネローゼ・サザーランド・ベベルぅぅぅーーーーーっ！』

　爆煙の向こうから、キルスティが姿を現した。さきほどアンネローゼの一撃を浴びたはずだが、見た限り致ち命めい傷しようを負っているようには映らない。

『いちいちわめかないでください。不ふ愉ゆ快かいです。リバーさんは露つゆ払はらいを』

『はっ、教皇陛下アークビシヨツプ……！』

『リーゼリットっ！　わたしたちもキルスティと戦うわよ……っ！』

『いえ、その必要は不要です。エリス・ヴィーゲルト、仲間たちには破は砕さい作業を続行させなさい』

『不要って。あなたね、相手が誰だれだか──』

『わかりませんか？　相手があれだからこそ、あなた方の手は借りたくないんです』

　相手は、アンネローゼの配下たちを血祭りにした人キ型ル魔ス甲テ蟲イ。それを倒たおすのに、味方とはいえ人型魔甲蟲エリスの手を借りたら、散っていった同どう胞ほうたちが浮かばれないかもしれない。

　仇かたき討うちかしら？　でも、もう少し信頼してくれても……と不満げな視線をぶつけてくるエリスを無視し、アンネローゼの体は眩まばゆいばかりの光に包まれだす。

　その光景を目撃したエリスが思わずつぶやく。

『オーバードライブ……』

　持てるチカラを短時間に大量放出しているのだ。

　もとよりゼスを倒す方法など毛頭浮かばぬアンネローゼは、この戦いに全力を尽くす所存だ。《ゲート》さえ墜とせば、ゼスの計画を破は綻たんに追い込める。

　広間ホールの壁面から生まれてくる、《ゲート》の免疫部隊の相手をリバーに任せ、アンネローゼが単独でキルスティを迎むかえ撃うつ。

『さあ、相手をしてあげます』

　手をくいくいと曲げる。明らかな挑ちよう発はつ。すると、

『さきほどはよくもぉぉぉぉぉーーーーーっ！』

　チカラ任せに突っ込んできたキルスティ。かかった！　と判断したアンネローゼは、黒い大鎌の大おお振ぶりな一撃を軽かろやかな体たい捌さばきで躱し、敵の懐ふところへ拳けん打だを叩き込む。

『ち……っ!?』

　舌打ちとともに、キルスティは黒い大鎌の柄えで受け止め後退。だが、アンネローゼはその動きに合わせ、巧たくみに間合いを詰つめていく。まるで相手の呼吸を読むかのような動きだ。

『ちょこざいなぁぁぁーーー……っ！』

　アンネローゼが超ちよう近きん距きよ離りを維い持じして戦うことに、キルスティは不快げな表情を隠そうとしない。それとは対照的に、アンネローゼは表情一つ変えずに淡たん々たんと間合いを詰める。

　相手のペースを搔かき乱し、集中を妨さまたげるのは、アンネローゼが最も得意とする戦法。距離が近すぎて、キルスティは黒い大鎌を満足に振るえない。

『あなたにはここで墜おちてもらいます。《ゲート》を墜とす邪じや魔まをさせるわけにはいきません』

『まさかぁぁぁぁぁ、本当にここで《ゲート》を墜おとせると思っているんですかぁぁぁぁぁぁっ！　ゼス様の計画の邪魔はさせませんんんんんんーーーっ！』

　チカラ任せに後退したキルスティが黒い戦輪チヤクラムを放った。だが、怒いかりと苛いら立だちが混ざっているせいで、攻こう撃げきが直線的だ。アンネローゼは魔ま鉄てつ甲こうに宿した白い光を突きとともに飛ばし、速すみやかに黒い戦輪チヤクラムを爆ばく破は。爆発の閃せん光こうを隠れ蓑みのに、アンネローゼは再び間合いを詰め、拳を放つ。

『あなた方にも事情があるのは知っています。ですが、わたしも退くことはできません』

　黒い大鎌を盾たてにするキルスティ。アンネローゼもオーバードライブで強化した体でチカラ押しするが、前線を退いて久しいこの身ではチカラ比べでは勝てそうにない。

　そこで、一計を案じることにする。キルスティに押し負け、しかたなく一いつ旦たん距離をとるアンネローゼ。その機を逃のがすまい、とキルスティは戦技を放とうと黒い大鎌に漆しつ黒こくの光を宿し始めた。そのタイミングで、

『ゼス・ヴィーゲルトはもう墜ちましたよ。カナタ・エイジが先さき程ほど倒しました』

『なっ!?　ゼス様が墜ちるわけが──』

『ええ。噓うそです……っ！』

　心に一いつ瞬しゆんの隙すきを作り、再度接近。キルスティが慌あわてて戦技を放つが、狙ねらいが甘い。漆黒の奔ほん流りゆうの脇わきをすり抜け、アンネローゼは魔鉄甲でキルスティの胴どう体たいを捉とらえた……！

『き、汚きたないぃぃぃーーーっ！』

『勝たなければ報むくわれない戦いをしているんです。たとえ一パーセントに満たなくとも、勝率があがるなら、なんでもします』

　味方である人類陣じん営えいを使い漬して、ここまできたのだ。勝利さえ得られればあとはどうでもいい。

　それこそが、アンネローゼにとって全すべてを懸かけた戦いだ。

　まずはキルスティの貌かおに軽いジャブ。脳を揺ゆらし、攻撃を躱しづらくする。そこから動きが鈍にぶくなったキルスティに魔鉄甲の連打。キルスティの治ち癒ゆ力を上回るように徹てつ底てい的に痛めつける。

　いままでキルスティの手によって殺された仲間たちの無念を込めて。

《絶力》をのせた掌しよう底ていをキルスティの腹部に叩きつけると、狂戦士バーサーカーモードになったキルスティが、がはっ！　と反へ吐どを吐はいた。そして最後に動きが鈍くなったキルスティに止とどめの一撃を放とうとする。

『わたしのことを侮あなどっていたようですね。これでも運命の気まぐれで、最前線で戦っていた時期もあったんですよ』

『ゼス様のお気持ちも理解できぬ愚か者がぁぁぁぁぁぁーーー！』

『これで最後です……っ！』




　魔鉄甲戦技──発はつ勁けい爆ばく砕さい拳けん




　アンネローゼの右みぎ腕うでが極光を纏まとう一撃を放とうとした際、不意にアンネローゼの口から血が漏もれた……！







　何の前まえ触ぶれもなくアンネローゼが喀かつ血けつしたとき、キルスティは不気味なくらいの笑えみを浮うかべ、回し蹴げりでアンネローゼを吹き飛ばす。

『あれくらい躱しなさいよ』

　吹き飛ばされたアンネローゼを空中で受けとめながら、エリスが咎とがめた。

『無茶言わないでください。わたしはあなた方のように野や蛮ばんな行こう為いが得意なわけじゃないんです』

　言い捨て、アンネローゼは血で汚よごれた口元を拭ぬぐう。純白の司教服は、飛び散った血で紅あかく染め上げられていた。

『さっきの動き、何かの病気なの？』

『大したことはありません。もとから長く戦えない体なだけです』

　死地において、アンネローゼはうっすらと笑みを零こぼし、

『思った以上に体がくたびれているのが残念ですが、血染めの司教服は悪くないですね。本当に悪くない』

『ずいぶんと自じ虐ぎやく的なのね』

『ええ。真っ当な道など歩いてきませんでしたから。わたしの道は血ち塗ぬられているんです。白では覆おおい隠せないほどに』

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべるアンネローゼを見て、エリスは味方でありながら背筋に怖おぞ気けが奔はしった。だが、それを表には出さず、つとめて小生意気そうに見える笑みを浮かべ、

『意外といいセンスしてるのね。初めて気が合ったわ』

『こんなときばかり誉ほめて、敵にも味方にも恵めぐまれないようですね』

　アンネローゼが死ぬ気なのが伝わってきた。障しよう壁へき破は壊かい作業中のリーゼリットたちはもちろんのこと、免めん疫えき部隊と交戦中のリバーもおそらくは知らないだろう。アンネローゼが、ここを最後の戦いと心得ていることを。

『正義はわたしたちにありますぅぅぅーーーっ！』

『生あい憎にくとこの世界は、正しい者が必ず勝つようにはできていません。そんな世界、どこにも存在しません。この戦いは勝った方が正義になります』

　キルスティに再び挑いどみかかりながら、叫さけぶアンネローゼ。彼女は徹底的な現リ実ア主リ義ス者トであり、戦いに綺き麗れいごとを求めない。それはエリスとも異なる価値観だ。だが、二人はカナタ・エイジの働きかけにより、同じ目的のために戦っている。

　それでも、この状じよう況きようでエリスに援えん護ごを求めないというなら……。いや、違ちがう。ここはエリスから手を差し伸のべるべきなのだ。

　これからの歴史を築くために、エリスはもっと自分からこの世界の人類に歩み寄らなければならない。そうしなければ、この世界の人類とは分かり合えない気がした。

『いくら足あ搔がいたところで、カナタ・エイジはゼス様に勝てませんよぉぉぉーーーっ！』

『そうかもしれません。実際のところ、カナタ・エイジはゼス・ヴィーゲルトを前に苦戦している様子でした』

　人類の希望に対し、アンネローゼが示すのは否定的な見解。

　夢幻泡影ニトケルテイの軍勢でリバーとともに《ゲート》の免疫部隊を制圧しながら、エリスはからかうような口調で問う。

『あら、あなたカナタ・エイジのことを信じてないの？』

『信じる信じないと、戦いぶりの話は別です。カナタ・エイジの戦いぶりを目まの当たりにしましたが、決して勝てるようには見えませんでした』

　拳を放ちながら、アンネローゼがふっと笑い、

『ただ、あそこまで頑がん張ばって勝てなければ、あとは諦あきらめるしかないでしょう。そんな風に思える戦いぶりではありましたがね』

　ああ、それならなんとなくわかる。

　カナタ・エイジは、あのミソラたちの先生なのだ。不死身のお兄様を相手に、きっと一歩も退くことなく戦っているのだろう。

『行きます……っ！』

　白く輝かがやく殴おう打だを放つアンネローゼだが、その動きにはどこかキレがない。それを見てとったキルスティは簡単に間合いを詰めさせず、黒い大鎌で巧みに受け流し始めた。

『隙ありですぅぅぅーーーーーっ！』

　羅刹謳歌デモン・ストライクを放った。アンネローゼは回かい避ひが間に合わず、それを極光の殴打で迎げい撃げき。激しい爆発に吹ふき飛ばされる。

『教皇陛下アークビシヨツプ……っ！』

《ゲート》の免疫部隊と交戦していたリバーが慌てて駆かけつけてきた。エリスは夢幻泡影ニトケルテイで黒い霧きりを生み出し、キルスティの眼めを晦くらます。二人とも《ゲート》の免疫部隊はあらかた殲せん滅めつし終えたらしい。

『障壁を張ったので問題ありません』

　そんなふうには見えなかったが、とエリスは眼を細めた。司教服はあらかた吹き飛ばされたようだが、たしかに出血は見られない。

　まだ戦おうとするアンネローゼの肩かたにエリスが手をのせ、

『でも、いまの戦いを見る限り、あなたにも勝ち目はないわよ。キルスティを侮ると、あなたが墜ちるわ。──わたしが手を貸すわよ』

　不満と憤ふん怒ぬの混ざった視線を、アンネローゼから向けられるが、

『あなたがわたしの手を借りたくない気持ちはわかるけど、でももうそんなことは言っていられないでしょう。いまわたしたちは同じ目的のために戦ってるの。悲願を果たすためにもキルスティにここでやられるわけにはいかない』

『……仕方ないですね』

　微かすかな逡しゆん巡じゆんのあと、提案を受け入れてくれたアンネローゼ。いまこの瞬しゆん間かん、彼女がエリスに向ける眼まな差ざしには敵意が感じられなかった。そこにあるのは人型魔甲蟲のチカラを借りるという諦めではなく、エリスという「仲間」を必要とする意志の光。

　おそらくはこれを戦と友もというのだ。

『リバーさん、そういえばあなたはあの女に借りがありましたよね。わたしの代わりに返してください。エリスさんも頼たのみます。一気に攻せめてキルスティを倒たおします。……申し訳ありませんが、チカラを──』

　そう言って、アンネローゼは手短に作戦を伝えた。










　やがて黒い霧が晴れ、アンネローゼの瞳ひとみに黒い大鎌を握にぎる死神の姿が映り込む。

『あははははははっ、アンネローゼ・サザーランド・ベベルぅぅぅーーーっ！その首頂ちよう戴だいしますぅぅぅぅぅぅーーーーーっ！』

　狂きよう喜きしたキルスティが黒い大鎌で、アンネローゼを斬きり裂さく。だが、頭から両断されたアンネローゼは、黒い粒りゆう子しとなって消え去った。

『残念ね。それは偽にせ物ものよ』

　エリスの一声とともに、キルスティが貌をあげる。そこには、十体を超こえるアンネローゼの姿があった。

　ここが勝負どころだ。

『おおっ、憎にくき怨おん敵てきがそこかしこにぃぃぃぃぃ！　なんたる僥ぎよう倖こうなのでしょうぉぉぉぉぉーーーー……っ！』

　アンネローゼの偽物ダミーを、キルスティは手当たり次し第だいに斬り刻んでいく。

　その様は、やはり正気を保っているようには思えない。

　無防備な背中がアンネローゼの前に広がる。

　いまならいける……！

　偽物ダミーに紛まぎれたアンネローゼが飛び出し、不意を突つく。

『隙ありです……っ！』

　だが、

『な……っ!?』

　死角から攻めたアンネローゼの一撃を、キルスティはこちらに視線を移すことなく、黒い大鎌で受け止めてみせた。

『どれが本物かわからないのなら、本物が仕し掛かけてきたとき反撃カウンターを放てばいいだけのことですぅぅぅーーー。残念でしたぁぁぁぁぁーーーーーっっっ！』

　アンネローゼの動きを読んでいたのだろう、狂喜した表情でキルスティは黒い大鎌を振ふりかざそうとする。だが、黒い大鎌はびくりともしない。

『これでも、わたしはチカラの気配には敏びん感かんな方でして』

　キルスティの黒い大鎌を、アンネローゼは魔ま鉄てつ甲こうで摑つかんでいた……！　《絶力》での戦せん闘とうを前提としたその魔鉄甲は、強きよう靭じんなチカラを加えても砕くだけることはない。

　この狂人を自分の手で仕留められないのは納なつ得とくいかないが、それでも仲間が討うってくれるなら納得できよう。この狂人の手で死せる者たちも、あの世で凱がい歌かを奏してくれるはずだ。

『エリスさん、まさかこの距きよ離りで外したりしませんよね？』

『誰だれに向かって言っているのかしら？　──この距離で外さないわよ』

　両手に漆しつ黒こくの光を宿すエリスが嬉き々きとして答える。

『キルスティ・バーミリオン。あなたを自分で殺せないのは癪しやくですが』

　恐おそろしいチカラが加わる呪じゆ鎌れんを押さえ込みながら、

『それでも、仲間との共同戦果ならあの世で仲間たちに多少弁解はできます』

『アンネローゼ・サザーランド・ベベルぅぅぅーーーーーっ！』

　黒い大鎌に気を取られたキルスティを、アンネローゼは強きよう靭じんな膂りよ力りよくで黒い大鎌ごと投げ飛ばす。《ゲート》の肉にく壁へきに激げき突とつ。そこへエリスが掌てのひらに収束させたエネルギーを放出。その強い漆黒の光の奔ほん流りゆうに合わせ、リバーも戦技を放った……！

『小こ癪しやくなぁぁぁぁぁ──』

　自らに迫せまる戦技の光を睨にらみつけたまま、キルスティが叫ぶ。だが、戦技の光が届いた刹せつ那な、キルスティの声は搔かき消され、存在の気配が途と絶だえていく。

　自分の従者たちを惨ざん殺さつした敵が光に貫つらぬかれる様は壮そう観かんであった。

　人を殺した罪悪感よりも幸福感が勝まさる。

　業ごうが深すぎますね、と自じ嘲ちようするアンネローゼに、エリスが微笑ほほえみかけてきた。その瞬間、すっと胸が楽になった気がした。

　ああ、こういうことなのだろう。

　その事実を前に、膨ぼう大だいなチカラで身を護まもるアンネローゼが胸に手を当て、ふっと微笑み、ゆっくりと墜おちていく。

『…………………っ!?』

　……咄とつ嗟さにエリスが受け止めると、アンネローゼの司教服が瞬またたく間におびただしいほどの血で染め上げられた。傷を検あらためなくても、出血量だけでわかる。致ち命めい傷しようだ。エリスの羅刹謳歌デモン・ストライクを防ぎ切れていなかったのだろう。

　アンネローゼは細さい胞ぼう分ぶん裂れつを操作できるので、《絶力》のチカラで死に行く細胞を強ごう引いんに再生させて、その場凌しのぎをしていたのかもしれない。

　時を同じくして、障壁を破ったリーゼリットが《ゲート》の巨きよ大だいな呪核をエネルギー弾だんで貫いた。

『……役目を果たせて、なにより……です……』

　エリスの腕うでの中で弱っていくアンネローゼがつぶやいた。

《ゲート》さえ破は壊かいできれば、差し違えても構わなかったのだろう。

　多くの犠ぎ牲せいを強しいる立場でありながら、最後は自らも散る覚かく悟ごを持つ者こそ、為い政せい者しやに相応ふさわしかったのではないか、とエリスは思う。

　そんなとき、リバーがやたらよそよそしい態度でアンネローゼに頭こうべを垂れる。

『あの……先さき程ほどはありがとうございました』

　エリスが妙みようね、と思ったとき、リバーが、

『未熟で不ふ遜そんな身の上で恐きよう縮しゆくですが、あなたのお名前を教えてもらえませんか？　せめて名前だけでも覚えておきたいんです』

『………………っ!?』

　エリスが眼を瞠みはる中、

『名前、ですか』

　その質問を聞き、血ち塗まみれのアンネローゼは救われたかのようにふっと微笑み、

『名乗るほどの者でもありません。そんなことより、いま外でゼス・ヴィーゲルトと戦っている者がいます。どうかその者のチカラになってあげてください』

　皮肉などではなく本心からの言葉だ、とエリスは思った。

『先に行ってなさい。この人の最後はわたしが看み取とるから』

　リバーは頷うなずくと、まだ息がある《ゲート》の免めん疫えき部隊との戦闘を再開した。どうやら《ゲート》の免疫部隊は、呪核が破壊されても活動を継けい続ぞくできるらしい。

『どういうこと？』

『……チカラを持つ者……の代だい償しようです……』

　弱々しい口調で、アンネローゼがつぶやく。

『エリス・ヴィーゲルト……わたしは……ずっと考えていたことが……あります。……カナタ・エイジは、どうやって……ゼス・ヴィーゲルトを…………倒すのか。それが……ようやくわかった気が……しました』

　お兄様を倒す方法？　無敵の兄を倒す術すべなどないはずだが……

『……ゼス・ヴィーゲルトを……倒す方法がない以上、彼は…………こうやって分かりあうつもりなのでしょう……』

　分かりあう……？　そのことに一体何の意味があるのか。まるで見当がつかない。世界の命運を決めるかもしれない術をエリスは気になりはした。だが、それでも散り行く者へ礼れい儀ぎを忘れることはできない。

『何か言い残すことはあるかしら？』

『……特には。……まあ、散々人を……欺あざむいてきた者の最さい期ごにしては……悪くなかった……かもしれませんね……』

　エリスの胸むな元もとで息を引き取るアンネローゼは、優やさしそうに微笑んでいた。










《ゲート》直上。

『何度やっても同じことだよ。キミはわたしに勝てない』

　奮戦を続けたカナタに、ゼスが語りかけてきた。

『ぼろぼろになるまで戦ったんだ、もう充じゆう分ぶんだろう。さっさと楽になったらどうだい？』

『……うる、せーな。まだ……俺は……本気を出して、ない……ぜ』

　血塗れで、よれよれで、それでも奇き跡せき的に飛んでいるカナタが口にした。

　右眼の充血は治ったが、代わりに失血性頭痛に襲おそわれ、時折り視界がぼやけて頭がふらつく。全身にチカラが入らない時がある。

　生しよう涯がいで一番厳しい戦闘のせいで、戦闘中にカナタは何度か意識を失いかけていた。それでも墜ちずにいられたのは、執しゆう念ねんの為なせる業わざとしかいいようがない。カナタ自身、すでに気力の勝負に入っていた。

　だが、諦あきらめるとは口が裂けても言えない。言えるわけがない。無残にも散っていった多くの仲間たちの死を、無む駄だにするわけにはいかないのだ……っ！

『強がりもそこまで言えれば大したものだ。だがカナタ君、これまでだよ』

　死しに体たいのカナタの前で、ゼスは呪じゆ剣けんに漆黒の光を宿らせ、

『終わりだ』

　いままさに戦技を放とうとしたとき、《ゲート》の巨大なワニ口から光が漏もれた。チカラの気配に気づき、ゼスが振り向く。

『あれは……っ!?』

『へっ、エリスたちがやってくれたようだな』

　漆黒の怪かい物ぶつたちの追つい撃げきを受けながらも、エリスたちが《ゲート》から離り脱だつしてきたのだ。

『まさかキルスティが敗れ、《ゲート》が破壊されるとは……』

『《ゲート》が機能喪そう失しつした以上、もう増ぞう援えんは望めないぜ。お前がこの世界を支配するには、手持ちの戦力でどうにかするしかなくなった』

　詳しよう細さいは不明だが、どうにか聞こえた通信ではユミエールたちも墜ちたらしい。そのことは、ゼスも察しをつけていることだろう。ユミエールたちからの通信が途と絶だえてしまっているはずだ。

　これで残る《崩ほう力りよく》の遣つかい手は、ゼス一人。

　ゼスの覇は道どうは、実現困難なレベルまで後退してしまっていた。

《ゲート》から脱出してきたエリスが、アンネローゼの亡骸を抱かかえて訴うつたえる。

『もうお兄様が望む世界を摑める可能性は──』

　ございません、と口にしようとするエリスの言葉を遮さえぎり、

『たとえこれ以上の増援は望めずとも、わたしのチカラなら一人でも覇権を摑める。教皇陛下アークビシヨツプが墜ちた以上、わたしの敵はカナタ君ぐらいのものだ』

　ゼスは武器を捨てようとしない。

『お兄様……っ!?』

　エリスの美び貌ぼうが衝しよう撃げきに歪ゆがむが、ゼスの選せん択たくは必ずしも非合理というわけではない。死なずの呪じゆ詛そなら、究極的にはこの戦場の全すべてに勝てるからだ。

　このまま人類陣じん営えいに降くだったところでゼスは死罪を免まぬかれない。ならば、報むくわれなかった者たちへ理想の体現者として、最後まで覇道を歩まんとす。それが、ゼスの生き様なのだ。

　やっぱりな、とカナタは思う。

《ゲート》を破壊しても、ゼスの戦意を止めることはできない。エリスの計画は前提が間ま違ちがっていたのだ。だが、エリスたちの努力が全て無駄だったかというと、必ずしもそうとは言い切れない。

『たった一人で見事な奮ふん闘とうをしていたみたいだね。あとは僕たちに任せて、キミは退さがって休むといい』

　人類の希望であるカナタに、リバーが後退を促うながした。

　戦闘疲ひ労ろうで思考が鈍にぶくなっていたカナタは、その身に何が起こっているのか、理解するのに数瞬を要した。それでも、チカラの代償であることを悟さとらざるを得なかった。

『妙だね。リバー君、キミはカナタ君の存在価値をよく理解しているはずだろう。キミと連れん携けいさえすれば、もう少しマシな戦いができるはずだが。この状じよう況きようで温存するつもりなのかい？』

『何を言っているかよくわからないけど、戦力的に計算外だった人を当てにするほど、僕はおちぶれてはいないよ』

『計算外？　キミはカナタ・エイジの存在を、計算に入れていなかったというのか？』

『おかしなことを言うね。そもそも、カナタ・エイジという空士に出会ったのはこれが初めてだよ』

『………………っ!?』

　何が起こったか理解できぬゼス。カナタは荒あらげた呼吸を整えながら、疲つかれ切った様子で不敵な笑みを浮うかべ、

『教皇陛下アークビシヨツプがチカラを振ふり回そうとしなかった理由がこれだよ』

　たった、それだけの言葉。

　しかし、

『なるほど、そういうことか』

　聡そう明めいなゼスは全てを理解したように、

『だがカナタ君、それではキミはどう転んでも報われることがなかったはずだ。勝っても負けても、虚むなしい結末しか残されていないのだろう。だというのに、なぜこうも戦う？』

『んっ、言わなかったか？』

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいとともに、カナタが最後の賭かけに出る。




『お前に見せつけるためだよ。──この世界の空士が持つ不ふ屈くつの闘とう志しって奴やつをな』




　リバーを押しのけ、カナタは前に出る。

　ゼスの相手をするのは俺だと言わんばかりに。

『実際戦ってみて、よくわかっただろ。たとえお前がどう足あ搔がこうと、この世界の人間全てが、お前に屈くつすることはないってことがな。《崩力》の遣い手たちを命がけで倒たおしたように、諦める奴なんて誰だれもいないんだよ。お前が向こうの世界で領民を護まもろうとしたときのように、俺たちは最後まで抗あらがって、たとえ一人になっても抗い抜ぬいてこの世界を護ってみせる……っ！』

　敗戦は必至。運よく勝てたところで、誰もカナタのことを覚えてはいられない。

　報われることのない戦い。平和への犠牲となる戦い。

　カナタが続けていたのは、そういった類たぐいの、命を懸かけた分だけ馬ば鹿かをみる戦いだ。

『エリスたちは、リバーを連れて後退してくれ。アンネローゼの亡なき骸がらも弔とむらってやる必要があるだろうし、お前を兄と戦わせるわけにはいかないしな』

『行くわよリバー・エンディケウス』

『待ってくれ、まだ彼が──』

『いいの。もとからお兄様の相手は、カナタ・エイジが務める予定だったから』

　カナタの意図を完全に察したわけではないだろうが、エリスは仲間とともに速すみやかに後退していく。

　ゼスの件は、カナタに託たくすと決めたのだろう。

『たとえ一人になっても抗い抜く、か』

　カナタの言葉を聞き、ゼスがつぶやいた。

　いまだ戦力的には魔甲蟲陣営が優勢。人型魔甲蟲を倒したにせよ、人類陣営は戦線維い持じで精一杯で、全ての戦域にいる魔甲蟲を討とう伐ばつするチカラなど残されていない。そのことは、カナタも承知している。それでも、カナタは戦うのだ。

　なぜならば、




『だから、お前が果たせなかった志を、俺がこの世界で体現してやるよ。よく見とけゼス・ヴィーゲルトっ！　命を懸けて人を護る者の生き様って奴を……っ！』




　人類陣営の切り札として。カナタ・エイジは最後まで立ち向かおうとする。

　……そんな言葉を聞き、ゼスは、ああ、と得心するとともに自じ虐ぎやくに近い満足感を覚えた。

　カナタ・エイジが報われない戦いを続けていたのは、このためなのだ。




『そうか。キミは最初から、わたしにそれを示す為ために戦い続けていたのか』




　ゼスの視界に映る相手は対等な存在。この世界に来て初めて、いや、向こうの世界では終ついぞ会うことがなかった、自分と同じ孤こ独どくな守護者。抗いようもない不条理の塊かたまりである自分を前に、それでもなお抗おうとするかつての自分なのだ。

『くだらない。じつに、くだらないな』

　カナタ・エイジの生き様が本当にくだらない。そんなくだらない志を体現するために、微び々びたるチカラで不条理に抗おうとするのもくだらない。

　だが、とゼスは思う。もしカナタ・エイジがかつての自分と同じなら、その矜きよう持じを最後まで貫つらぬいてほしい。いや、貫けるものなら貫いてみせろ、と。

《ゲート》がなくなってしまった以上、ゼスの覇道成じよう就じゆは遠のいた。この世界を統すべる人型魔甲蟲の同どう胞ほうもいなくなり、全ての計画は水の泡あわだ。

　それでも、その気になれば、ゼスのチカラなら全てを潰つぶせるという前提は覆くつがえらない。

　だが、だからこそなのだろう。呪詛を使えばこの場の全員を倒せるにせよ、「もし」という可能性──かつての自分が理想を体現する未来かのうせい──も少しだけ残しておきたいと思ったのは。

　こちらは勝つのが必然の戦い。相手は報われないのが絶対の戦い。

　こんな条件はあまりに理り不ふ尽じんだろう。

　ゼスの双そう眸ぼうがカナタを捉とらえる。カナタは不敵な笑えみを浮かべていた。まるでゼスの矜持を試ためすかのようだった。

　くだらない、と思いながらも、ゼスは口の端はをつりあげていた。

『だが、わたしに屈くつ服ぷくできぬ人の意思があるというなら、それを示すがいい』

　ゼスはこの空域を守ろうとする魔甲蟲の群れを、念話で呼び寄せる。代わりに、不死王ノスフエラトウスは封ふうじることにした。

　ゼスの勝ちは揺ゆるがないだろうが、これでカナタにもほんの少しだけ勝機ができた。

　呪剣の切っ先をカナタに向け、ゼスは言い放つ。

『この世界の人間キミの志を以もって向こうの世わた界の人間しの意思を捻ねじ曲げたいというのなら、持てる剣で挑いどんでくるがいい……！』







　　　第四章　空士たちの生き様







　前衛空域にさしかかったあたり。

『あれは……』

　ミソラの視線の先には、強化した視力で微かすかに捉えられる超巨きよ大だい魔ま甲こう蟲ちゆうの姿。海上に浮かぶ《ゲート》の上空では、僅わずかに戦せん闘とうの煌きらめきが映る。

《崩ほう力りよく》の遣い手たちとの交戦に勝利したはいいが、応急手当てを施ほどこし体力魔力を回復させ、再び戦闘態勢を整えるのに思った以上に時間がかかっていた。

『まだカナタ先せん輩ぱいは戦っているようですね』

『カナタ・エイジさんねえ？』

　ユーリの言葉に、クロエが怪け訝げんそうに返した。

　ユミエールとの戦闘が終わった一いつ瞬しゆん、ミソラたちはカナタの記き憶おくを忘れていた。リコたちと合流してすぐミソラがはっと思い出すのと時を同じくして、リコ、ユーリ、レクティ、ブレアの四人は思い出せていた。

　どうやらまだ完全には記憶が消去されていなかったらしい。

　だが、ミーナとノエル、そしてクロエは思い出せず、ミソラ自身意識しないと忘れてしまいそうになる。

　正直言って、クロエが忘れてしまったのは予想外だった。

　付き合いの時間と深さが影えい響きようするのであれば、クロエは覚えていられるはずだが……

　フロンには疲ひ労ろうが濃こいアリアを連れて、後衛部隊へ戻もどってもらっている。実戦経験が少なく消しよう耗もうが激しかったのだろう、アリアは一戦したあとすぐ魔力切れに陥おちいっていた。レクティとブレアは、アリアの魔ま双そう剣けんを一刀ずつ借り受けることにした。

『クロエ先輩、わたしたちをあそこに連れて行ってもらえませんか？』

『ユーリ？』

『あたしからもお願いします、あそこまでいかなくちゃならないんです』

　すでに満まん身しん創そう痍いのＥ６０１小隊では、魔甲蟲が荒ぶる前衛空域を突とつ破ぱすることは敵かないそうになく、クロエたちの助力があっても厳しいものだとはわかっている。

　それにカナタのもとへ辿たどり着いたとしても、自分たちに何ができるかはわからない。そもそも、できることがあるのかどうかすら甚はなはだ怪あやしい。

　それでも、行きたいと思った。

　行かなければならないと思った。

　あそこにいるのは、この世界で最も大事なあいつなのだから。

『……わかった。いいよ』

　その気持ちを汲くみ取ってくれたクロエに、ミソラは心から頭を下げた。

『クロエ・セヴェニー、なにを考えているのよ……っ!?』

　反発するノエルの言葉を遮さえぎり、クロエが尋たずねてくる。

『ミソラちゃん、念のため確かく認にんするけど、あそこに行ったら生せい還かんは期待しがたい。いつ墜おちても不思議じゃない。でも……』

『それでも──』

　説明の最中、ミソラが口を挟はさんだ。

　もう心は決めている。だからこそ、

『あたしは行きたいんです……っ！』

　その言葉に、仲間たちが続く。

『クロエ先輩、わたしたちも同じです……っ！』

『ふっ、ここで行かないという選せん択たく肢しは存在しない』

『そのぅ……わ、わたしもです……っ！』

『うぬ。行かねばならんのだ……っ！』

　ミソラたちの言葉を聞き、クロエは、

『ミーナさん、ノエルちゃん。《崩力》の遣つかい手たちを倒したミソラちゃんたちのために、道を拓ひらくよ』

　戸と惑まどう仲間二人に声を掛かけ、クロエは前線空域上空を突破しようとする。率そつ先せんして戦うクロエを援えん護ごするように、ミーナとノエルが前に出た。事情は理解できないだろうが、クロエを単独戦闘させるわけにはいかないという判断だろう。

　クロエたちに敵の注意を引いてもらった空を、ミソラたちが密ひそかに駆かけ抜けていく。

　……過ぎ去っていくミソラたちの後ろ姿を見送り、クロエは胸中でつぶやく。




　──ミソラちゃん、ユーリ。ここはわたしが抑おさえておくから、カナタのことを頼たのんだよ。カナタの還かえる場所はわたしが護まもるから




　自分がカナタのもとへ行ったところで、してあげられることはないのだ。カナタのいる次元の戦いにはついていけない。それに、カナタはこの戦いに墜ちるつもりはない旨むねを口にしていた。

　ならば、カナタの応おう援えんにミソラたちを送り、自分は空士の本分を全まつとうし、人類陣じん営えいを護るのみ。祈いのりを込こめて見送るクロエに、迷いはない。

『どうしたのクロエ・セヴェニー？』

　ノエルに問われ、クロエは朗ほがらかに応じる。

『なんでもないよ。さあ、頑がん張ばって敵の注意を引こっか』

　幼おさな馴な染じみの還る場所を護るために、クロエ・セヴェニーは紅くれないの砲ほう撃げきを放つ。それこそが戦と友もの証あかしと信じて……！










《ゲート》上空。

　エリスたちが撤てつ退たいしたあとも、死し闘とうは続いていた。

『志は立派。だが、どう足あ搔がこうとも届かないよ』

『く……っ!?』

　身を仰のけ反ぞらせて黒い短たん槍そうを躱かわしたカナタを、ゼスは呪じゆ剣けんで貫こうとする。

　不完全な姿勢でゼスの刃やいばを受けるも、カナタは膂りよ力りよくだけで強ごう引いんに押し返す。だが、ゼスはすぐに間合いを詰つめ、カナタを追い詰めようとした。

　今度は左眼が充血していた。いつ交こう錯さくした際に負傷したのかはもう定さだかではない。心臓はすでに張り裂さけているかのように鼓こ動どうするたびに痛みが奔はしる。痙けい攣れんして息ができなくなったときが二度あったが、心臓の上を叩たたいて強引に動かした。

　もういつ墜ちてもおかしくない。

　斬ざん撃げきの応おう酬しゆう。カナタも必死に魔砲剣を振ふるうが、一撃必殺の黒い短槍を生み出せるゼスに軍配が上がった。必死に斬きりあげた魔砲剣がゼスの貌かおを斬り裂くと思った刹せつ那な、カナタはゼスの回し蹴げりを浴びて吹ふき飛ばされる。

　相手の嫌いやがることを徹てつ底ていするのは、戦いの基本。

　ゼスの狙ねらいは明らかだった。

　苦くるし紛まぎれにダガーを投とう擲てきしたが、あっさりと弾はじき飛ばされた。この次元の戦いで、予備武器としてはあまりに非力だ。

　ちっ、手数が足りねーっ！　なにか武器はないのか……っ!?

　焦あせりの汗あせを浮うかべたカナタは、ゼスの相そう貌ぼうを見やる。

　澄すました呼吸だが、ゼスの頰ほおからうっすらと血が流れていた。

　先さき程ほどから、身を護ることを前提とした戦い方に変わっている。不死王ノスフエラトウスを保険とした、反撃カウンター狙いの戦法をしないのは、そういうことなのだろう。

　ようやく対等な条件で戦うってか。

　ゼスの真意を汲み、カナタはここがオーバードライブの使いどころだと確信する。だが、それを使ってもゼスには届かないという確信めいた予感もあった。

　どうしても一手足りない。

　自分の全すべてを解き放っても、ゼス・ヴィーゲルトには届かないのだ。

　格上である眼前の敵を破るには、相手の想定外の手で攻せめなければならない。

　しかも、ゼスとの戦いの間かん隙げきを縫ぬうようにして、ゼス配下の魔甲蟲がこちらを攻めてくる。ゼスが呼び寄せた魔甲蟲の数は一千体にも及およばない。纏まとまっていれば、カナタのチカラであれば一瞬で殲せん滅めつできる規模だ。

　だが、その魔甲蟲たちはカナタのことを休ませまいと、散開して一体ずつカナタのもとへと向かってくる。

　せめて、呼吸を整える時間があれば……

　もう体力が限界だ。本当に体が動かなくなってきている。体中が酸素を求め痙攣していて、光の当たらない深海で溺おぼれているみたいだ。《絶力》の恩おん恵けいを以ってしても、治ち癒ゆが追いつく兆しがない。

　ゼスはずいぶんと甘い条件を出してくれたようだが、それでも暗がりの底にいるカナタには厳しい。あまりにも厳しすぎる。

『おやカナタ君、キミの不ふ屈くつの闘とう志しとやらはこの程度なのかい？』

　微かに気の迷ったカナタを、ゼスが嘲あざ笑わらう。心が折れたら、その時点でこの戦いは負けだ。だが、心が折れるよりも先に体が悲鳴を上げている。喉のどと舌が動かず、肺から乾いた痛みが奔り一言も発せない。もう声が出ない。

　このままじゃ息が保もたない……っ！

　断続的に迫せまってくる魔甲蟲に手を焼いていたとき、それは訪おとずれた。

　死の間ま際ぎわに立つカナタのもとへ、突とつ然ぜん押し寄せてきた青白く巨きよ大だいな魔力弾だんが四つに四度分ぶん裂れつ。合計二百五十六発の魔力弾となり、魔甲蟲の群れを消し去っていく。

　なっ!?　この攻こう撃げきは……っ!?

　驚きよう愕がくするカナタの視線の先には、スナイパーライフル型の魔ま銃じゆうを構えたリコの姿があった。

『何をしている？　わたしが認めた男なのだから、この程度の敵ぐらい二秒で倒たおしてみせろ』

　疲つかれきったカナタを鼓こ舞ぶするように、青白い魔力弾が小型種を蹴け散ちらしていく。

『リコっ!?　なんでお前がここに……っ!?』

　思わずカナタが口にしたとき、上空から硬皮の厚い中型変キ異メ種ラ《キメラ・ブロッケン》が降下してきた。カナタが回かい避ひするより先、紅ぐ蓮れんの龍りゆうの顎アギトがその敵を粉ふん砕さいした……！

『カナタさん、よそ見をすると……危ないですよ』

『うぬ。主あるじの窮きゆう地ちを救えるとは、ここまで来た甲か斐いがありました』

『レクティ、ブレアっ!?　お前ら、俺が誰だれと戦ってるのかわかっているのか……っ!?』

　今度は《キメラ・バリアント》が迫る。黒い巨大な肉食ラフレ植物の王シアの如ごとき個体から、無数の種子状の浮ふ遊ゆう機き雷らいがばら撒まかれるが、それは白銀の光の奔ほん流りゆうに貫つらぬかれて爆ばく発はつ。さらに《キメラ・バリアント》自体は縮退魔力の刃を持つ長大な剣の一撃を浴び、ずたずたに斬り裂かれた。

『わからないでここに来ると思っているんですか、カナタ先せん輩ぱい』

『生まれて初めて、あんたの役に立てたわね』

『ユーリ、ミソラ……っ!?』

　呆あつ気けにとられるカナタの前で、Ｅ６０１小隊の面々がゼスと対たい峙じした。

『おや、まさかキミたちが立ちはだかるとは思わなかったよ。まだカナタ君のことを覚えているようだね』

　ふっとゼスが笑う中、慌あわててカナタが警告する。

『こいつはお前たちが相手にできるような敵じゃない。退さがれっ！　お前らだってもうぼろぼろじゃねーか……っ！』

　だが、ミソラは、

『退がらない……っ！』

　まるで意地になった子供のような語調だった。

『せっかく《崩ほう力りよく》の遣い手たちを倒したっていうのに、ここで退がるわけないでしょうが……っ！』

《崩力》の遣い手たちを倒した……っ!?

　撃げき墜つい報告は入っていたが、ミソラたちだとは知らなかった。Ｅ６０１小隊は悲願を成し遂とげていたのだ。

『この場でキミと連れん携けいできるのは、わたしたちぐらいだろう』

『そのぅ……少しなら、わたしたちでも注意を引くことぐらいはできます』

『うぬ。その間に、主は呼吸を整えてください』

『カナタ先輩、あまり無茶をなさらないでください』

　カナタを庇かばうように前に立ち、ユーリが言う。

『これ以上チカラを使われたら、記き憶おくが消去されて、もう一度告白する機会を失ってしまいますから』

『ユーリ、お前……』

　ミソラたちが動どう揺ようするのではないか、とカナタが危き惧ぐしていた情報だった。だが、ミソラたちはどっしり構えたまま動じない。

　そうか。みんな、知ったのか。

　全て知った上で、わざわざ俺を助けるために、不条理が支配する戦場へ。

　誰に言うでもなく、カナタがつぶやく。

『……強くなったな』

　それは心からの言葉だった。







『リコ、あんたはみんなと一いつ緒しよにあいつに近づく魔甲蟲を迎げい撃げきしてちょうだいっ！　あたしがゼスを抑えるわ……っ！』

『それしかない、か。ミソラ、上う手まく逃にげきれよ』

　正面切って戦ったところで結果は見えている。ならば、一番体力があって回避能力が高いミソラが注意を引くしかない。

　立ちはだかったミソラに、ゼスが問いかける。

『戦う前から満まん身しん創そう痍いのようだが、キミたちに何ができるんだい？』




『あたしは……いつかこいつの隣となりに立ちたいと思ってた』




　ゼスに魔砲剣を向け、ミソラが口にする。墜おちていないのが信じられないほどくたびれたカナタを見て、胸が張り裂けそうだった。

　今回の戦いでは、自分も修しゆ羅ら場ばを潜くぐったつもりだった。だが、それすら生なま温ぬるく感じられた。カナタの戦いは、自分たちよりも、いままで目まの当たりにしたどんな戦いよりも、遥はるかな高みにある。

　これが生しよう涯がいで最後の戦いになる、とミソラは悟さとっていた。ゼスと対峙する最中、その圧あつ倒とう的な力量の違ちがいを瞬しゆん時じに悟らざるを得なかった。

　いままで戦ってきたどんな相手よりも、こちらを圧あつ倒とうさせるような迫はく力りよくがある。

　ここでゼスと戦う道を選んだことで、ミソラの運命は死と結び付けられた。その運命には逆らえそうにない。もうどうにもならないだろう。

　だからこそ、最後ぐらいは見ていてほしかった。

　好きな人に。

　自分の生き様、そして散り様を……




『本当の意味で、あたしはこいつと同じ空を飛びたいって思っていた。そしていま、あたしはこいつと同じ空を飛んでいる。こいつを護まもっていられる……っ！』




　万ばん全ぜんのゼスに、疲れきったミソラが発はつ砲ぽう。眼前の相手に届かぬと知りながら、ゼスの注意をカナタから逸そらそうとする。

　強さの次元は違くとも、飛んでいるのは同じ空だ。三次元の世界そらにカナタとミソラは存在している。




『だから、いまなら言える……っ！』




　最後に、いや、もう最後だからこそミソラはそれを伝えたかった。ゼスの障しよう壁へきに弾はじかれるも、ミソラは構わず発砲しながら、その想おもいを口にした。




『あたしは──あんたのことが好き……っ！』




　まさかこのタイミングでカナタの隣を飛べる機会があるとは思っていなかった。告白することなど生涯できないはずだった。だが、負傷したカナタを庇うために飛ぶいま、ミソラにはその資格がある。カナタ・エイジにその想いを伝える資格が。




『最後の補給のとき、あたしはあんたに会わなかった。会う資格がなかった。でも、いまなら言える……っ！』




　ゼスの放ったエネルギー弾だんを必死で躱かわし、




『あたしはずっとあんたのことが好き。いや、違う。初めて会ったときは、嫌いやな奴やつだって思っていた。でも、いまは好き。ううん、大好き』




　そう口にして、ミソラはゼスの死角を突つくため飛び回る。疲れ切ったミソラのキレのない動きを前に、ゼスは冷静に体を捻ひねり、ミソラを捉とらえた。




『落ちこぼれって言われたあたしに本気で教えてくれるところが好きっ！　どんなときでも、諦あきらめないところが好きっ！　いざっていうときは必ずあたしたちのことを第一に考えているところが好き……っ！』




『ミソラ……』

　カナタがつぶやいた直後、ゼスが放ったエネルギー弾がミソラを掠かすめた。幻想イリユー加ジヨン・速アクセルでどうにか躱せたが、次はないだろう。カナタを休ませまいと迫る魔甲蟲たちの迎撃で、リコたちは手て一いつ杯ぱいだ。

　ミソラの限界を見み抜ぬいたカナタが救きゆう援えんに出ようとしたとき、




『動かないで……っ！』




『……ミソラ』

　追い詰つめられていたミソラの鋭するどい一声に、カナタは動きを止めた。ゼスを倒たおすには、体を休める必要がある。ここでカナタが出れば本ほん末まつ転てん倒とう。ミソラたちの頑がん張ばりが無む駄だになってしまう。

　ミソラは再びゼスへ機動戦を仕し掛かけ、




『あたしはあんたのお蔭かげで、戦えるようになった。リコはあんたのお蔭で〝神憑きツヌグイ〟を使えるようになった。レクティはあんたのお蔭で気弱なのが直ったし、ブレアはあんたのお蔭で集団戦の大切さが理解できるようになった。ユーリさんはあんたのお蔭で魔ま槍そう士しとしてもっとチカラ強くなった。そんなあたしたちは、あんたを信じてる』




　ミソラは必死で発砲を続けた。

　攻こう撃げきの手を少しでも緩ゆるめたら最後、ゼスに墜とされる気がした。

　最後の瞬間が眼前に迫せまっていることは間違いないだろう。それでも、ミソラは退かず絶え間なく体を動かす。少しでもカナタの役に立ちたかった。




『あたしたちの信じるあんたは、こんなところで墜ちない。必ずゼス・ヴィーゲルトを倒して帰ってくるって信じてる。だからこそ、あたしたちが時間を稼かせぐ。あんたが復活するまでの時間を……っ！』




　人生で初めての告白をしながら、ミソラは必死に空を翔かった。

　ここで墜ちるわけにはいかない。まだ墜ちるわけにはいかないのに……もう体が言うことを聞かない。《崩ほう力りよく》の遣つかい手と連戦しているのだから当然だ。

　しかも、ゼス・ヴィーゲルトの強さは別格。チカラに溺おぼれず、ユミエールたちとは違う傲ごう慢まんさのない、洗練された強さを持っている。

　そのゼスは、ミソラの動きがますます鈍にぶくなるのを待っていたかのように、

『墜ちろ』

　感情的ではなく、淡たん々たんと落ち着いた声。ゼスが放った黒い短槍は、爆ばく風ふうとともに呆あつ気けなくミソラを吞のみこんだ。

『ミソラ……っ!?』

『ミソラさん……っ!?』

　気づいたカナタとユーリの叫さけび声が重なる。

　ユーリとともにカナタが急行し、ミソラを抱だき上げる。他の仲間たちは、ゼスへの牽けん制せいのために戦技を連発した。

『ごめんなさいユーリさん、あたし……罰ばちが当たったのね。ユーリさんが先に告白したことを知っていたのに。……あんたも、こんなとき……無理言って……ごめん』

　傷ついたミソラを抱き上げるカナタが口にする。

『わりーけど、俺はこれから全すべてのチカラを解き放つ。一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってくれたけど、お前は俺のことを間違いなく覚えていられなくなる』

　告白の返事はなかった。

　ユーリのときと同じ対応のようだが、自分の方が報むくわれる可能性は低いことは重々承知している。

『……うん、わかってて言った』

　必死な頑張りが無駄になると知っていながらも、ミソラは自らの決断を恥はじはしない。

『でも、たとえ記憶を失っても、あたしはこの想いを……忘れたりはしない』

　全身が痺しびれて激痛が奔はしり、身動きはとれそうにない。負傷の程度は、飛行魔術を使用できないほどには重傷だ。外傷を把は握あくしようにも、ミソラには首を曲げることすらできない。

　それでも、

『だから、とっととこいつを……倒しなさい。……それが無理なら、丁てい寧ねいに倒したあと、もう一度……あたしたちの前に教官として……現れなさい。……次はもっとちゃんとした、誰だれにも負けない……告白をしてみせる……から』

　ミソラがにっと表情を綻ほころばせる。

　いまは、痛みを堪こらえて笑えみを浮うかべるので精せい一いつ杯ぱいだ。

『ああ、そうだな』

　覚えていられないと知りながら、カナタが口にする。

『いまのお前は誰よりも輝かがやいているよ。もしも……もしもお前が《ミストガン》でまた俺を好きになったら、もう一度告白しろよ。そんときはちゃんと返事をするから』

　……どうしようもない葛かつ藤とうとともに口にしたカナタは、

『ユーリ、ミソラを頼たのむ』

『はい、カナタ先せん輩ぱい』

　身動きできぬミソラをユーリに預けたとき、ミソラの握にぎる魔ま砲ほう剣けんがカナタの眼めに留まり、天てん啓けいを得た。

　そうか。あいつを倒すにはこれしかない。お前らの存在が、あいつを倒すためのヒントだったんだな。

『ミソラ、それを貸してもらっていいか？』

『ちゃんと……返してくれる？』

『ちゃんと返すよ。──ゼス・ヴィーゲルトをぶっ倒したあとでな……っ！』

　右手に白銀、左手に漆しつ黒こくの魔砲剣を握り、カナタは体に宿した《絶力》を一気に開放する。

『全員、勝ちたいなら手を出すなよ』

　カナタの身体からだは眩まばゆいばかりの光に包まれた。オーバードライブの光だ。おそらくはもう元の関係には戻もどれないだろう。

　それでも人類の未来を護るため、カナタは全てを捨てる決断をし、ゼス・ヴィーゲルトに最後の勝負を挑いどんだ……！










　前衛空域。人類陣じん営えい旗き艦かん〈アルタミラ〉。艦橋。

「ふむ、見事な戦いぶりであるな」

　偵てい察さつ用ドローンから送られてきたその映像を確かく認にんし、人類陣営の最高司令官であるハルトマンがつぶやいた。

　リバー、リーゼリット、クロエたちの加勢虚むなしく、敵の圧あつ倒とう的な物量に再度綻び始めた部隊を鼓こ舞ぶするため、〈アルタミラ〉が前衛空域に到とう着ちやくした間ま際ぎわのこと。正体不明の少年がゼス・ヴィーゲルトと交戦している、と艦橋勤務員から報告を受け取ったときは、戸と惑まどいを覚えざるを得なかった。

　だが、傷だらけでいまにも崩くずれ落ちそうな黒くろ髪かみの少年が宿す人外のチカラとその見事なまでの戦い振ぶりは、ハルトマンをして感服させるものであった。捨て駒ごまと思われていたミソラたちが奮戦し、奇き跡せき的に《崩力》の遣い手を撃げき破はしたときに優まさる震ふるえを覚えた。

　人類陣営が奇跡的にエリス・ヴィーゲルトと同盟関係を結び、魔甲蟲陣営に対して迅じん速そくな対応をとれたこのときに、ゼス・ヴィーゲルトと渡わたり合える謎なぞの存在がいる。

　まるで神の御み業わざとしか思えぬ僥ぎよう倖こうに、ハルトマンは超ちよう自然的なチカラの存在を感じざるを得なかった。

「どこかの部隊から戦力を抽ちゆう出しゆつすることはできないのか？　場合によっては前衛空域を捨てでも、ゼス・ヴィーゲルトを墜とすことを優先して──」

「その必要はないわ」

　ハルトマンが振ふり向くと、そこには帰艦したエリス・ヴィーゲルトの姿があった。豪ごう奢しやな司教服を纏まとう女性を抱かかえている。その女性はすでに事切れており、安らかな死に貌がおを浮かべていた。

　豪奢な司教服を纏った女性の死に貌を見ると、ハルトマンは自分の心が不思議と安らぎを覚えるような気がした。その理由は定さだかではない。

「エリス・ヴィーゲルト、無事であるか？」

「わたしの血じゃないから大だい丈じよう夫ぶよ。でも、あなたたちにとっては──」

　真っ先に魔甲蟲陣エリ営の代表スを心配したハルトマンに、エリスは憐あわれむような眼まな差ざしを向けてきた。

　なぜ憐れむのか？　謂いわれのない眼差しをハルトマンは不審に思うが、その答えが齎もたらされることは一生ない。

「いえ、なんでもないわ。彼女もきっとこの世界を護まもるために散っていった者のひとりだから、特別扱あつかいは望まないと思うし」

「エリス……」

　傍かたわらに控ひかえるクリスがそっと眼を俯うつむけた。

「そんなことより、お兄様たちの戦いに手出しは無用よ。もしお兄様を倒せる機会があれば、これが最初で最後だわ」

　理由はわからないが、確信めいたエリスの判断をハルトマンは尊重することにした。







《ゲート》直上。

　ユーリに抱えられたミソラの瞳ひとみには、白銀の魔砲剣と漆黒の魔砲剣の二刀を使い、ゼス・ヴィーゲルトと戦う正体不明の黒髪の少年の姿が映っていた。

『あれは……八はつ双そうの構え……っ!?』

『なにゆえあの者がアイゼナッハ流魔双剣術を……っ!?』

　レクティとブレアが眼を瞠みはるのも無理はない。

　アイゼナッハ流魔双剣術の遣い手なら、レクティとブレアが知っていなくてはならないのだ。分家と本家に知られることなく、その全てを修おさめることなど不可能だ。

　だが、眼前には二に閃せん十じつ殺さつを体現する、黒髪の少年の姿がある。

　厄やつ介かいな黒い短槍を、圧あつ倒とう的剣速を以もって弾はじき飛ばし、本当にくたびれた風ふう貌ぼうで、でも眼だけを異い様ように鋭く輝かせた黒髪の少年は間合いを詰める。

『付け焼やき刃ばで、わたしに勝てると──』

『付け焼刃？』

　交戦中にゼス・ヴィーゲルトの言葉を遮さえぎり、黒髪の少年が言い放つ。

『教官としてずっとレクティとブレアを見守ってきた俺が付け焼刃なわけがないだろ……っ！』

　ミソラたちの眼前で、ゼスへ突つっ込こむその少年は、地を這はう燕つばめのような構えで、灼しやく熱ねつを纏う突き技わざを放つ。




　アイゼナッハ流魔双剣戦技──飛ひ炎えん衝しよう天てん撃げき




　レクティたちが放つのとは段だん違ちがいの大きさの灼熱を纏う突きが迫せまる。障しよう壁へきでは受け止めきれないと判断したゼスは、獄砕直斬アビスホライズンで迎げい撃げき。漆黒の光の奔ほん流りゆうを、炎ほのおの突きで喰くい破った。

『見事といっておこう。だが、捉とらえた……っ！』

　間合いを詰つめようとするカナタを前に、ゼスはさらに戦技を放つ。




　呪剣戦技──黄昏トワイラ閃イト・刃ブラスト




　ゼスは刃の一ひと振ふりで巨きよ大だいなエネルギー弾だんを生み出すと、それが弾はじけて無数のエネルギー弾となって黒髪の少年を捉えようとする。

　避よけきれない。

　光弾のひとつが黒髪の少年を貫つらぬいた……！

　直撃したっ!?　と思われたとき、黒髪の少年の姿が消えた。

　残像だ。

　本物の黒髪の少年は、人外のチカラで常識離ばなれした加減速を繰くり返し、光弾の雨を躱かわしている。

『あれは、ミソラさんの──』

『幻想イリユー加ジヨン・速アクセル……っ！』

　ユーリとリコが啞あ然ぜんとした。

　黒髪の少年が使う技能は、ミソラたちが駆く使しするものと被かぶっている。よく知りもしない相手なのに、なぜか懐なつかしさを覚えてしまう。

　この気持ちの高鳴りは、いったいなに……？

『上から来るぞ……っ！』

　リコの警告を聞き、黒髪の少年が貌をあげた。

　ゼスが黒い短槍を黒髪の少年に向けて放った。咄とつ嗟さに回かい避ひする黒髪の少年。海上からは天に届くのではないかと思えるほどの、巨大な水柱が湧わき起こる。

　黒髪の少年の姿を見失うゼス。

　その直後、巨大な水柱の中から黒髪の少年が姿を現す。

『もらった……っ！』

『甘いよ……っ！』

　両りよう腕うでに握る魔ま砲ほう剣けんで黒髪の少年は収束ストラ魔イクブ砲ラスターを放つ。ゼスは回避しながら黒い短槍を捨て、二刀流の遣つかい手である黒髪の少年に対たい抗こうするように二振り目となる呪剣を展開した。

『まだだ……っ！』

　収束ストラ魔イクブ砲ラスターを躱された黒髪の少年は、激しい反動に耐たえながら二振りの魔砲剣の砲ほう口こうをゼスへと近づける。

　まるで、巨大な光の剣がゼスを挟はさみこもうとするかのようだった。

『そう上う手まくはいかないよ』

　両手に握った呪剣で同時に戦技を放ち、ゼスは収束ストラ魔イクブ砲ラスターを受け止めてみせた。

　互ご角かくのやり取りが続く。

　片時も眼めを離はなせない……！

　魔砲剣が熱限界を迎むかえ、黒髪の少年が収束ストラ魔イクブ砲ラスターを解除した瞬しゆん間かん、

『今度はこちらの番だ』




　呪剣戦技──強轟交斬アダラ・ブレイク




　二振りの呪剣で巨大なＸ字の漆黒の斬ざん波ぱを生み出した。飛空艇ていを難なく両断できる巨大な二つの漆黒の斬波は、戦せん闘とうを見守るミソラたちのもとへも及およぶ。それに気づいた黒髪の少年がミソラたちの前に現れた。

　漆黒の斬波を絶空剣で弾き返し、黒髪の少年が尋たずねてくる。

『怪我はないか？』

　よく見ると……いや、よく見なくとも、黒髪の少年は傷だらけだった。傷つき、疲つかれ切り、それでも致ち命めい傷しようはぎりぎりで避けているのか、深刻な出血はなく、そして何よりもその漆黒の双そう眸ぼうには、はっきりとした意志の光があった。

　どこかで見たことがある気がする。ううん、これと同じ瞳をあたしはよく知っているような。

　ユーリとリコに支えられながら、ミソラは思わず尋ねる。

『あんた、名前は……？』

『名前、か』

　一いつ拍ぱく間が空き、

『俺の名前は──』

　黒くろ髪かみの少年が何かを口にしたようだが、ミソラの耳には聞こえなかった。決して聞こえない距きよ離りではないのだが。あとでわかったことだが、居合わせた仲間たちも聞き取れなかったらしい。

『悪いがこちらも必死だ。容よう赦しやはしないよ……っ！』

　ミソラが黒髪の少年と会話している僅わずかな間に、ゼスはとてつもなく巨大な漆しつ黒こくのエネルギー弾をつくりあげ、放ってきた。

　ミソラたちがいるため、黒髪の少年は回避を選せん択たくすることはできない。

　犠ぎ牲せいは必至。

　しかし、

『ユーリ、それを貸せ……っ！』

『えっ!?　──は、はい……っ！』

　ミソラの魔砲剣を上空に放ほうり投げ、黒髪の少年は〈トリシューラ〉を手にし、あろうことか魔力超振動機構シユナイダーを起動しつつ、巨大なエネルギーの刃やいばを生み出し、長大な剣となったその武器で、とてつもなく巨大な漆黒のエネルギー弾を両断してみせた……！

　飛びぬけて冷静かつ大だい胆たん不ふ敵てきな行動力に、ミソラは言葉も出ない。

　驚きよう愕がくにうち震ふるえるユーリが問う。

『風神アニラ・貫ぺネト穿レイターっ!?　あ、あなたはいったい……っ!?』

　直後、ミソラたちの背後で真っ二つにされたエネルギー弾が爆ばく発はつ。ミソラたちが爆風に煽あおられて身動きがとれなくなる中、黒髪の少年は放り投げたミソラの魔砲剣をキャッチし、ゼスへと突き進んでいく。

『見事な対応力だね』

『お前こそ、やるな……っ！』

　ゼスと讃たたえあいながら、黒髪の少年が激しく斬きり結ぶ。満まん身しん創そう痍いになりながらも、極限まで体を動かし、ゼスと渡わたり合う黒髪の少年のことを、ミソラは一生忘れられまい。

『これでも空士としての実績を買われて、評議員になったからね。だが、正直キミもここまでやるとは思わなかったよ』

『そうだな。俺自身、ここまでできるとは思ってなかったぜ……っ！』

　魔砲剣と呪剣がぶつかり合う度たび、大気が爆発したかのような衝しよう撃げき波はがミソラたちのもとへと届く。

　黒髪の少年とゼスが必死で振ふるう刃。そのどちらもミソラにとっては美しく見えた。中でも、満身創痍の黒髪の少年が必死に振るう刃はまるで、その少年の魂たましいが乗り移ったかのように力強く輝かがやいて見える。

　もし命に輝きというものがあれば、きっといまこの瞬間に燃えているのだろう。

　自然とそう考えてしまう。

　そして、そう考えなければ到とう底てい納なつ得とくできない。

　とうに体力の限界を迎えたはずの黒髪の少年の剣勢が、さらに激しさを増していることを。

『あの、なんだかあの人の剣勢がさらに激しくなっているような……』

『うぬ。私もそう思う』

　ミソラと同じ見解を、レクティとブレアも抱いだいたようだ。リコは口を開かず、その戦い振りに見入っていた。

　思わずユーリが声を上げる。

『砕くだいた……っ!?』

　その言葉通り、黒髪の少年が握にぎる魔砲剣が、ゼスの呪剣を打ち砕いたのだ。

　粉々になって飛び散る呪剣が消え去っていく中、ゼスは悟さとっていたかのように新しい呪剣を生み出し、黒髪の少年も悟っていたかのように膂りよ力りよくを振り絞しぼり、刃を捻ひねりだす。

　まるでこの状じよう況きようで、さらなる高みに至ったかのようだった。

　神速で叩たたきつけられる剛ごう撃げきの数々は、一合でゼスの呪剣を粉ふん砕さいする。だが、ゼスは次々と新しい呪剣を生み出し、受け止め続ける。

『わたしの計算ではキミはとうに限界を迎えているはずだ。なぜここまで頑がん張ばれるんだい？』

『この場にはお前になくて、俺にあるものがある。それがある限り、俺は負けるわけにはいかないんだ』

　それが何なのか、ミソラには断定できる情報はない。

　でも、あたしたちのことではないか、と思った。なんとなくだが、この黒髪の少年は自分たちの前で無様な姿を見せたくない気がした。

　もしこの世界に人類の救世主たる英えい雄ゆうという者がいれば、その人物はきっと諦あきらめが悪い人間なのだろう。逆境で輝くその人を見て、ミソラは確信を得た。

『こんな状況で謎なぞかけかい？　──その余よ裕ゆうが気に入らないね』

　ゼスが一気に近づく。疲れきった黒髪の少年が放つ神速かつ剛ごうの斬撃をさっと躱し、ゼスは鋭するどい反撃で、黒髪の少年の頰ほおを薄うすく斬り裂さいた。

『謎かけでもないし、べつに余裕なんかじゃねーよ。でも、本当にチカラが湧わいてくるんだ』

　一瞬たりとも怯ひるまず、黒髪の少年が反撃の手を緩ゆるめることはない。

『ほう。理由を聞かせてもらおうか』

『へっ、簡単な話だよ』

　不敵な笑えみを浮うかべ、黒髪の少年が言い放つ。

『俺の教え子たちが《崩ほう力りよく》の遣い手を倒たおしたっていうのに、あいつらに道を示した俺がこんなところで躓つまずいてていいわけねーだろうが……っ！』

　黒髪の少年とゼスの間で、交こう錯さくする無数の斬撃。両者が無数の切り傷を負い、その傷は加速度的に増えていく。

　間断なく生まれる衝撃波が絶え間なくミソラたちの頰を打った。まるで魂の鼓こ動どうのように、その衝撃波はミソラたちの中で響ひびき渡る。

　あんなにぼろぼろで疲れきった黒髪の少年の、いったいどこにあれだけのチカラがあるのか、全く想像できない。

　やがて、その極限の戦いは終しゆう焉えんを迎える。

『はああああああああああ……っっっ！』

　黒髪の少年は一度間合いを取り直し、ゼスへ最後の攻こう勢せいをかけた。

　左手に握る漆黒の魔砲剣を振るう。

　ゼスの左手の呪剣が砕けた。

　右手に握る白銀の魔砲剣を振るう。

　ゼスの右手の呪剣が砕けた。

　ゼスは左手に呪剣、右手に黒い短槍を生み出す。

　ゼスの左手にある呪剣が、黒髪の少年の喉のど元もとを刃で貫つらぬこうとする。黒髪の少年は右手の魔砲剣で呪剣を叩き潰つぶした。直後、右手の黒い短槍が黒髪の少年を貫こうとする。

　もしこの黒い短槍を斬れば爆発するだろう。

　黒髪の少年もゼスも爆発に巻き込まれ、重傷を負うはずだ。

　人類の悲願を果たせるかもしれない。

　だからこそ、黒髪の少年はその黒い短槍を左手の魔砲剣で突つき飛ばし、爆発の軌き道どうを逸そらした。驚愕に眼めを見開き、しかし口元でふっと笑みを浮かべたゼスは左手に呪剣を生み出そうとする。

　だがその瞬間、黒髪の少年は漆黒の魔砲剣を斬り上げた。

　左ひだり腕うでごと呪剣を吹ふき飛ばされ、声を上げることなく、ただ眼を瞠みはるゼス。それでもなお戦おうとゼスが刃を振るおうとした際、黒髪の少年はすかさず白銀の魔砲剣でゼスの胴どう体たいを袈け裟さ斬ぎりにした。

　一瞬時が止まったような気がし、戦場ではあり得ないはずの静せい寂じやくが辺りを包んだ。

　ぜぃぜぃと荒あららげた息をする、怪け我がだらけでいまにも崩くずれ落ちそうな黒髪の少年と、大量出血でも澄すました表情のゼス。どちらが勝者か、一見戸と惑まどってしまいそうな中、ゼスが言う。

『さきほど黒い短槍を叩き斬らなかったのはどうしてだい？　破は壊かいすれば、人類の未来を護まもれたのは気づいてただろう』

『ああ。だけど、あそこで相あい討うちにしたら、俺は生きて帰れなくなる。人類の未来も大事だけど、幼おさな馴な染じみに帰ってくるって約束したから、それを反ほ故ごにするわけにはいかなかったんだ』

　ふっとゼスは鼻で笑った。

　最後の最後まで、一人で戦いながらも生き残ることを考えていた黒髪の少年の志に、心を打たれたのかもしれない。

『見事といっておこう。わたしはキミに勝てる気がしないよ』

　その直後、ゼスの防護服プロテクターが役目を終えたように裂け、そこから鮮あざやかな血液が一瞬で飛び散り、溢あふれだした……！　その傷口からはゼスの心臓が脈打つ度、血が漏もれでて、失った左腕も再生しない。

　それがゼスの出した答えなのだろう。

　黒髪の少年はチカラの総量、質では間ま違ちがいなくゼスに劣おとっていた。だが、心の強さでゼスを制してみせたのだ、とミソラは直感していた。

　なぜだかわからないのだが、わかるのだ。

　目の前にいる黒髪の少年は、心の強さでは誰だれにも負けない、と。

　疲つかれきっていまにも倒れてしまいそうなその黒髪の少年が、裂れつ傷しようを負い倒れたゼスを支えようとする。先程まで死し闘とうを演じていたにもかかわらず、だ。

　訳の分からぬミソラたちがそこへ近づこうとしたとき、海上に聳そびえる《ゲート》が異様な漆黒のオーラを纏まとい始めていた……！







『なにが起きたんだ？』

　突とつ如じよとして生まれたチカラの気配に、死闘を制した直後のカナタはゼスに尋たずねていた。

　当のゼスはというと、胴体と左腕の断面の細さい胞ぼうを呪じゆ力りよくで強ごう引いんに活性化させ、一瞬で傷を塞ふさいでみせたところだった。もっとも失った血液までを再生することは不可能らしく、顔色は生気を失ったように青みを帯びている。

『原初の思念とでもいうべきものだろう』

　その現象を理解するゼスが口にした。

『どうやら滅ほろびる前に、《ゲート》の中にある巨きよ大だいな《崩ほう石せき》がそのチカラを周囲にいる魔甲蟲に譲じよう渡とするらしい。わたしのもとにも、《ゲート》の中にある《崩石》から連れん絡らくがあったよ。〝チカラを求めるなら、我を喰くらいたまえ〟とね』

　どういう意味だ、とカナタが怪け訝げん顔をすると、

『新しい《ゲート》が生まれるかもしれないということだよ。《ゲート》の中には世界転移を可能にする膨ぼう大だいなエネルギーを宿す巨大な《崩石》があるんだが、それにも意思があったらしくてね、これから《崩石》を得るために、《ゲート》の体内で魔甲蟲による蟲こ毒どくを行うんだよ。この世界にとって、最強最悪の魔甲蟲を生み出すためにね。まったく、こんな未来があるならキミと矜きよう持じを懸かけた戦いなどしなかったものを』

《ゲート》さえあれば、新たな魔甲蟲がこの世界に訪おとずれ続け、ゼスはこの世界で覇は権けんを築ける。失った魔甲蟲や人型魔甲蟲を補ほ充じゆうし、絶対的な支配体制を確立できる。

　つまり、ゼスが戦う理由は再び生まれたのだ。しかし、そんなゼスのもとへアルケナル級が数体襲おそいかかってきた。ゼスは難なく叩き墜おとしたものの、

『ふっ、わたしの支配を受けつけないらしい。まさかこの身が魔甲蟲から敵意を浴びせられることになるとはね』

　憑つきものが落ちたようにさっぱりとした貌かおのゼスは、再びカナタと戦おうとはしなかった。それどころか、《ゲート》の体内に向かおうとする魔甲蟲がゼスを威い嚇かくする始末だ。

　人類陣じん営えいの前衛部隊は、魔甲蟲の一部が突とつ然ぜん後退したことに戸惑っているだろう。

『腕うでは治さなくていいのか？』

『いや、このままにしておこう。このほうがわたしらしくていい』

　ゼスはカナタに斬きり落とされた腕を一いち瞥べつしたあと、

『それで、どうする気だいカナタ君？』

『決まってんだろ。ここで《崩石》を破壊する。《ゲート》の体内から一いち撃げき浴びせれば、いまなら破壊できそうだしな』

『だが、それをしたらキミも死ぬよ』

『……そうだな』

　時空転移を可能にする規模の《崩石》を破壊するのだ。爆ばく発はつの余波に巻き込まれないわけがない。

『でも、俺がそれをしなかったら、この戦いで死んだ奴やつらが報むくわれなくなる。そんで、もっと大勢の人が死ぬ。嫌いやな決断の連続ばっかだけど──』

　へっと不敵な笑み浮かべ、カナタが言い放つ。

『ま、あいつらを護るためなら仕方ねーよ』

　カナタの視線の先には、こちらの様子を窺うかがうミソラたちの姿があった。次元の違う戦いに乱入してきた者たちをゼスも見やり、ふっと鼻で笑うと、

『そうか。なら、露つゆ払はらいはわたしがさせてもらおう』

『どういう風の吹き回しだよ？』

『なに、いまはそういう気分なだけだよ。たまにはこの世界を護るために戦うのも悪くない。それだけのことさ』

　もしかしたら、ゼスはかつての自分に戻もどろうとしているのかもしれない。

『お前らは危ないから離はなれていろよ』

　ミソラたちに告げた後、カナタは通信結けつ晶しようのチャンネルをいじり、〈アルタミラ〉と連絡を取る。

『エリス、聞こえてんだろ。全軍後退だ。これが爆発すると、辺り一面吹っ飛ぶぞ』

『わかった。ハルトマンに伝えておくわ。……それとお兄様に──』

　エリスからの伝言を聞き、カナタはそれを伝えるべきか少し考えた。その伝言をカナタが口にすることは、卑ひ怯きような気がしたのだ。

『よし。じゃあ、あとは俺たちで目標の破壊に──』

　結局伝えず、ゼスを促うながして《ゲート》の体内へ侵しん攻こうしようとした際、

『あ、あのぅ……え、えーと、そ、そのぅ……っ!?』

『そなたはこれからどうするのだ？』

　おどおどとレクティが声を掛かけ、どこか険しい声でブレアが尋ねてきた。教官として初めて会ったときはこんな風に距きよ離りがあったな、と懐なつかしさを覚えながら、

『上う手まくやって、ちゃんと帰って来るよ』

　上うわっ面つらだけの言葉を口にした。

　すると、

『噓うそですね』

　ユーリに一瞬で見み抜ぬかれた。

『話を聞いた限りでは、あなたが《崩石》を破壊して戻ることは難しいと思いますが』

『それに、そのぼろぼろの体でこれ以上戦うのは厳しいだろう。もうチカラの気配もしないしな』

　リコも的確に痛い事実を指し摘てきしてくる。

　オーバードライブはもう時間切れだ。冥めい力りよくが回復するまで、カナタは《絶力》を扱あつかうことはできない。

　こいつらは初対面でも容よう赦しやねーな、とカナタはらしさを嚙かみしめながら、

『ま、厄やつ介かい事ごとを処理するのは慣れてるからな。今回もどうにかするよ』

　飄ひよう々ひようとした笑えみを浮うかべた。

『あの……』

　負傷したミソラが声を掛けてきた。

　そういえば、こいつの魔ま砲ほう剣けんを借りたままになってたな。カナタは白銀の魔砲剣をミソラへと差し出す。

『これがなければ、ゼスは倒たおせなかった。本当に助かったよ』

『えっ!?　ど、どういたしまして……っ!?』

　ゼスの攻こう撃げきを浴びたミソラだが、致ち命めい傷しようではなかったようだ。

　白銀の魔砲剣を受け取りながら、ミソラはずけずけとカナタの貌を見た。何か心に引っかかることがあるようだ。それはミソラと同じこちらを見るリコたちも同じらしい。

　最後の別れだ。頑がん張ばったミソラたちを、最後ぐらいは教官として労ねぎらってやりたいとカナタは口を開く。

『リコ』

『……なんだ？』

　名前で呼ばれたことで、リコは少し構えたようであったが、

『世間的には、お前は千里眼の〝神憑きツヌグイ〟ばかり評価されるけど、俺が一番評価しているのは、お前の大胆な発想と行動力だ。補給艇団を盾たてにする、盛せい大だいな無む駄だ遣づかいは上手くいったようだな。よく《崩ほう力りよく》の遣つかい手を倒したよ』

『ふっ、女神なのだからあれぐらいできて当然だ』

　さっと後ろ髪がみを搔かき上げ、えへんっ！　と胸を張ったあと、リコは不思議そうに顎に手を当て始めた。

　なぜ自分が見ず知らずの他人の言葉でここまでうれしがるのか理解できない上に、カナタからの指摘を自然と受け入れられる自分がいることに戸惑っている様子だ。

　すでにカナタに関する記き憶おくはないはずだが、心が覚えているのかもしれない。教官と過ごした日々の営みを。

『レクティ』

『……そのぅ……』

『龍りゆう牙が絶ぜつ炎えん衝しようを考えたときは、本当にすごいって俺も心底驚おどろかされたよ。浮ふ遊ゆう機き雷らいを工く夫ふうして使うことで、きっと《崩力》の遣い手相手に隙すきを作ったんだよな。初めて会ったときのおどおどしていたお前とは同じ人物と思えないくらい自己主張できるようになったな。本当によくやったよ』

『あ、あのぅ……く、くすぐったいです……っ!?』

　前まえ髪がみをくしゃくしゃになるまで撫なであげると、レクティはうれしそうな声を上げた。

『ブレア』

『……ぬぅ』

　何か想おもい出せそうで、想い出せない表情だった。

『お前がＥ６０１小隊に入ってくれたお蔭かげで、小隊としての纏まとまりが一層強くなったよ。慣れない小隊活動の中で、自分だけじゃなくて、周りの仲間のことを考えながら、よく頑張ってくれた。お前は本当に芯しんが強くてぶれないから、どうアイゼナッハ流を導いていくか先が愉たのしみだな』

『お誉ほめに与あずかり光栄です、主あるじよ』

　思わず口を突ついた単語に、ブレアは難しそうに首を捻ひねっていた。

　だが、いくら考えたところで答えが齎もたらされることはない。

　それがこの世界の理ことわりだ。

　最後にカナタは、自分に想おもいを伝えてくれた二人を見た。

『ユーリ』

　出発の朝に、ユーリから想いを伝えられていた。

『今回の戦いでは、お前に一番辛つらい役目をさせちまったみたいだな。お前はもう覚えてないだろうけど、俺と会わないようにするのは辛かっただろ。でも、お前の我が慢まんのお蔭で、そしてミソラたちの救きゆう援えんのお蔭で、俺はゼスを倒すことができたよ。ありがとな』

　それだけ口にすると、カナタはへっと不敵な笑みを浮かべてみせた。

『あなたは……』

　ユーリが何か尋ねようとするが、上手く言葉にならないようだ。それでも言葉を繫つなごうとするが、カナタは待とうとしなかった。

　カナタに残された時間は少ない。

　それに、想いを伝えなければならない相手はもう一人いる。

『ミソラ』

　カナタは優やさしい眼まな差ざしを向け、

『強くなったな。初めて出会ったときとは、見み違ちがえるようだよ』

　ロクな闘たたかい方すら知らなかった頃ころとは、まるで別人だ。《崩力》の遣い手を倒すため、死に物狂ぐるいで努力したため、凄すごみも備わっている。

　もう世界中の誰だれもが、彼女を落ちこぼれとは呼ばないだろう。

『最初会った時とは比べ物にならないほどリーダーシップが身についた。《崩力》の遣い手たちとの戦いのときだけじゃない、それ以前の幾いくつもあった窮きゆう地ちの中で、小隊が崩ほう壊かいしなかったのはお前がちゃんと小隊長として信しん頼らいされていたからだよ。立派になったな』

『その……ありがと』

　そう言って、照れくさそうにミソラはこちらを見る。真っすぐな瞳ひとみで、カナタを見み据すえていた。

　こいつはいつも堂々としてるな。

　そっとミソラの頭を撫で、カナタは労を労った。ミソラは貌を真っ赤にしてあわあわしていたが、少しだけ心ここ地ちよさそうに表情を和やわらげる。

　ミソラたちがユミエールたちを倒さなければ、この未来には辿たどり着けなかった。

『本当に助かったよ』

　髪かみを撫でる手をおろす。

　見ず知らずの他人からの好意を、気持ちよく思うことにミソラは疑念を抱いだかなかったようだ。

　それはＥ６０１小隊の全員が同じだ。

　もしかしたら、記憶の残り香がのようなものが残っていたのかもしれない。

『さて、じゃあ俺はそろそろ行くよ』

『あ、あの……っ！』

　ミソラが止めようとするが、カナタが耳を傾かたむけることはなかった。

『待たせたな』

　ゼスの隣となりに立ち、カナタは《ゲート》を見やる。海上に浮かぶ超巨きよ大だい魔甲蟲の周りには、数多あまたの魔甲蟲の姿があった。

　人類陣じん営えいの前衛空域で戦せん闘とう中だった魔甲蟲だろう。後退する人類陣営の追つい撃げきへ向かう個体と、原初の思念を聞いて、さらなる進化をしようという個体に分かれたようだ。

　それでも、この二人の前に敵はいない。

『行くぞゼス……っ！』







『はあああああ……っ！』

　濁にごった緑色の体液が飛び散る。見たこともない変キ異メ種ラが一いつ瞬しゆんで屍しかばねと化したが、いちいち眼めをくれる暇ひまはない。

　体内に侵しん入にゆうした魔甲蟲たちは《ゲート》の体内で産出される小さな《崩ほう石せき》を喰くらって急激な進化を始めており、通り道は変キ異メ種ラで埋うめ尽つくされていた。

『お前さ、ここまででいいって言ってるのに、なんでまだついてくるんだよ？』

『さて、どうしてだろうね』

『気に入らねーな。そういうはっきりと目的を口にしねーところ』

『今までわたしを散々不快にさせてくれたキミに、そこまで評価されるとは光栄だね』

《ゲート》の体内奥深くへ進もうとするカナタに、ゼスはまだついてくる。

《崩石》の爆ばく発はつに巻き込まれれば、消しよう滅めつは必至だ。不死王ノスフエラトウスなら死という結末から逃のがれられるだろうが、それをゼスが使うとは到とう底てい思えなかった。

『こっちだ。ついてきたまえ』

　ゼスに先導されるようにして、カナタは最深部へ向かう。道中で出くわした敵は迅じん速そくに排はい除じよした。オーバードライブを終えたカナタに満足なチカラは残っておらず、ゼスの援えん護ごがなければここまで辿り着けなかっただろう。

『これが《崩石》か』

『ああ。これを壊こわせば、原初の思念による悪あがきも止まるだろう。蟲毒の会場ごと吹ふき飛ぶからね』

　輝かがやきを発している巨きよ大だいな《崩石》の前で、ゼスがつぶやく。

『そういえば、ここにいるのはキミとわたしの二人だけだね』

『ああ』

『キミ、本当は怖こわいんだろう？』

　ごく自然に発せられた言葉に、カナタは素す直なおに答えた。

『まーな。じつはさっきから震ふるえが止まらないよ』

　口にした途と端たん、抑おさえきれなくなった震えが手を伝わり、魔砲剣の切っ先を小刻みに動かした。

　まるでまだ完全には固まっていない覚かく悟ごが表れているかのようだった。

　ゼスと戦ったときでさえ、カナタには生きて帰れるという微かすかな希望があった。だが、いまはそれがない。どう抗あらがおうと、ここがカナタの人生の終着点なのだ。

『先さき程ほどキミを援護しにきたのは、キミの教え子たちだったね』

『なんだよ。援護に来たのが卑ひ怯きようだなんて言い出すんじゃねーぞ』

〝死の恐きよう怖ふ〟を隠かくすように、カナタは虚きよ勢せいを張った。

『そんなことは言わないよ。ただ、キミをこのまま楽に死なせていいものか考えていてね』

『ここでまた殺し合うってか。させねーよ』

　ゼスの意図が読めぬカナタは虚勢を続け、鋭するどい双そう眸ぼうで睨にらみつける。ゼスはそれに乗ったかのように、呪剣の切っ先をカナタへ向け、漆しつ黒こくの光を飛ばしてきた。

『………………っ!?』

　呆あつ気けにとられるカナタの脇わきを駆かけ抜ぬけたその漆黒の光は、粘ねん膜まくのついた腸ちよう壁へきのような組織を貫かん通つうし、道を作ってみせた。

『なにを考えているんだ？』

『わたしの覇は道どうを妨さまたげ、わたしの左ひだり腕うでを斬きり落とした男が、このような場で爆発に身を吞のまれ消しよう滅めつするのは惜しいと思ってね。墜おちていったわたしの仲間たちも望むことではないだろう』

『だから、逃にげろってか？』

　皮肉めいたカナタの言葉に、ゼスは腹を立てることなく、

『さあね。ただなんとなく、わたしはこうしたいと思ったんだよ。ひょっとしたら、わたしはキミを応援したいのかもしれないな。たかが人間風ふ情ぜいにしては、キミは本当に見事な戦いをしていた』

　まるで幸せな想おもい出を語るように、ゼスが言い添そえる。

『あれがキミの生き様というものなんだろうね』

　その言葉を口にするゼスからは、〝死の恐怖〟が全く感じられなかった。

　ここが死に場所だと心得ているのだろう。

〝死の恐怖〟に怯おびえた未熟な己おのれを、カナタは恥はじはしなかった。だが、間ま違ちがっても誇ほこるべきものではない。

　生と死の分ぶん岐き点では、誰もが恐怖する。

　それはこの世界に生きる人間の運命さだめだ。

　だからこそゼスはもう……

　ただ、これだけは伝えておこうと思った。

『なあ。じつはエリスから伝言があってさ、お前が帰って来れなそうなら伝えてほしいって言われたんだけど』

　最後の別れの言葉……いや、そんな立派なものではない。

　カナタは引導を渡わたすのだ。世界を護るために、命を懸かける戦と友もとなったその男へ。

『あいつは、お前の妹で幸せだったってよ』

『そうか。あの子がそんなことを……。わたしと違って、優しい子に育ったものだね』

　ゼスは眼を閉じ、それっきり沈ちん黙もくした。

　何も言わず、カナタは背を向け、ゼスが空けた穴を通ろうとする。別れの言葉は口にしなかった。そんなものをゼスが望むわけもない。

　心臓部から空けた穴の先に魔甲蟲はいなかったが、《ゲート》の免めん疫えき部隊がカナタの行く手を拒こばんだ。

　だが、出口はもうすぐそこだ。

　そんなとき、背後でとてつもなく強大なチカラが弾はじける気配がした。

　まだ《ゲート》の体内にいるカナタの背後から、とてつもなく眩まぶしい閃せん光こうが押し寄せてきた。その光に吞みこまれる刹せつ那な、カナタがふっと微笑ほほえむ。

　俺の教え子たちは、これからどう育つんだろうな。

　直後、《ゲート》の最深部を起点に大爆発が起こり、周辺の魔甲蟲は一瞬で吹き飛ばされた……！







　　　エピローグ







　──世界の命運を懸けた戦いから半年後




　教皇浮ふ遊ゆう都市《ベベル》。

「為い政せい者しやっていうのは報むくわれない者なのかしらね」

　行政府に設けられた、戦せん没ぼつ者しや記念慰い霊れい碑ひの前で、ライトグレーのジャケットとスカートを着たエリスがつぶやいた。

　世界を護まもるために全すべてを捧ささげた者たち、ここに眠ねむる。慰霊碑に刻まれた鎮ちん魂こんの言葉は、空士だけのものではない。

　あの戦いで人類陣営が失ったものはあまりにも多かった。多くの空士が墜ち、人工空島メガフロートを始めとする貴重な物資が失われた。

　むろん、得たものも大きい。魔甲蟲を殲せん滅めつすることはできなかったが、この世界にこれ以上魔甲蟲が流入してくる恐おそれはなくなった。

　エリスの支配下に入ろうとする魔甲蟲を含ふくめ、どれほど時間が必要かは見当もつかないが、いずれこの世界から人類の脅きよう威いとなる魔甲蟲はいなくなることだろう。

　多くの人々が戦死者を弔とむらうためにこの場所を訪おとずれたが、エリスたち以外には弔えない人物もいる。

　教皇陛下アークビシヨツプ、あなたにこの世界はどう見えるかしら？

　長きに亘わたる戦いの宿命さだめから解放され、安らかな死に貌がおを浮うかべて逝いった教皇。この世界の誰だれもがその人物のことを忘れ、全て都合よく解かい釈しやくされている。やれ、教皇という存在は象しよう徴ちようであり、誰も存在していなかった。やれ、世界を取りまとめたのは評議会議長のハルトマン・エンディケウスだ。どうしても生まれてしまう矛む盾じゆんについては、誰も触ふれることができない。

　だが、自分のことを覚えている人がいないからこそ、アンネローゼ・サザーランド・ベベルはあの世でも幸せだろうと思う。アンネローゼは自分の罪の大きさに苦しんでいたようだから。

　誰もその罪を覚えていないとなれば、少しは彼女の心労も軽くなったのではないだろうか。

「エリス、お兄様へのお別れは済みましたか？」

　振ふり向くと、クリスの姿があった。

「お兄様へのお別れ、ね」

　最後の戦いで、ゼスはカナタとともに《ゲート》の《崩石》を破は壊かいするため共きよう闘とうしていた。その結果、《崩石》の爆発に巻き込まれ消滅したようだ。

　呪じゆ詛そを使えば死ぬことはなかったはずだが、それを使わなかったということは最初からその覚悟だったということだ。お兄様のことは教皇陛下アークビシヨツプより覚えている者が多いから、当分死ぬことはないだろう。

　だから、まだ弔ってはない。

「まあ、その気になったら弔ってあげるわ。まだ反省してほしいって思うから」

　ゼスが犯おかした罪は、この世界の多くの人間を不幸にしたことだ。だからこそ、当分は生きて罪を背負わなければならない。矛盾したような表現だが、ゼスという存在が人々の心で生き続けている限り、人類最悪の敵として咎とがを受け続けるのだ。

　でも最後はこの世界の人を護るために散ったようだから、わたしはいずれ赦ゆるしてあげるわよ、とエリスは内心で付け加えておく。最後の最後で優やさしいお兄様に戻もどったのだから。

「ああ、まだこんなところにいた。エリスさん、エンディケウス議長が待っています。急いでください。もう新政権との調印式の準備は整っていて、みんながあなたを待ってますよ」

　駆けつけてきたリバーを見て、エリスはからかうように、

「あら、パシリバーのくせにわたしに指図しようだなんて百年早いわね。それとも、評議員入りをして調子に乗っているのかしら」

「そのパシリバーっていう呼び方はよしてくれませんか？　なんだか妙みように懐なつかしい気はしますが、それを聞くと左ひだり頰ほおに幻げん痛つうが奔はしるんです。それと評議員入りしたからって調子に乗ったりはしていませんよ。人数合わせのためのその場凌しのぎ要員ですし、選出理由なんてでっちあげですし」

　驚おどろくなかれ、長らく不在だったゼスの代わりの評議員として、リバーが選出されていた。その功績は《ゲート》内部に侵しん入にゆうし、キルスティを倒たおし、《ゲート》の呪じゆ核かくを破壊したというものである。

　キルスティを倒したのはアンネローゼの、《ゲート》を破壊したのはエリスたちによる合同の戦果だが、足並みの揃そろわぬ人類陣じん営えいを纏まとめ上げるため、ハルトマンと相談したうえでリバーの功績にした。いまだ人類陣営には人型魔甲蟲を快く思わぬものがあり、人型魔甲蟲を快く思わぬ勢力が最大派は閥ばつになるのを防ぐためである。

「誰が戦ったかわからないお伽とぎ話ばなしも、あなたの功績にしちゃえばよかったのに。そしたらもっと簡単に和平会談の調印式ができたんじゃないの？」

「誰だか覚えていないんですが、その誰かをミソラさんたちも見ていましたからね。流石さすがにそれまで僕のものにするわけにはいきませんよ。もしその人に会えたなら、僕の代わりに評議員入りしてもらうつもりです」

「あら、もしかしてあなた会ってるかもしれないわよ」

「からかわないでくださいよ」

　そんなやりとりをしながら、エリスが行政府の建物へと向かう。

「ねえクリス。こんな真ま面じ目めな服装だと、わたしのアイドルとしてのイメージが崩くずれるんじゃないの？」

「エリス、貴方あなたはアイドルではなく魔甲蟲陣営の代表です。もう少し自覚を持ってください」

「自覚ならちゃんとあるわよ。今日の調印式の場では、人型魔甲蟲にも参政権を要求するつもり。これからこの世界を、わたしの色に染め上げてやるわ」

「そんなことを口にしたら、反対勢力から徹てつ底ていして嫌いやがらせを受けますよ」

「あら、そうなの？　なら、言い出しっぺはリバーということにしましょう。リバーって常識じみてつまらない決断しかできないイメージが強いから、これで少しは面おも白しろみも出ると思うし」

「なんだか僕、酷ひどい言われようですね」

「知らなかったの？　あなたって女の尻しりに敷しかれて苦労するタイプよ。特にロリババアには気をつけなさい」

「？　ロリバアアって誰のことですか？」

「それは内ない緒しよよ」

　リバーの質問をはぐらかし、エリスは行政府の建物内に入る。ふとリバーが口を開き、

「そういえば、リーゼリットさんたちはどこに行ったんですか？　最近姿を見ていないような気がしますけど」

「それになら答えてあげる。《ミストガン》に新入生として入学するらしいから、もう向かったわよ。ちょうどいま到とう着ちやくしたころじゃないかしら」

　調印式会場のドアを前にして、エリスはつぶやく。

「さて、名もなき英えい雄ゆうはどう動くかしらね？」

「きっと彼女たちに会いに行くつもりでしょう。あの方なら上う手まくやれますよ」

　クリスの言葉に満足そうに頷うなずいたあと、エリスはドアを開けた。







　同時刻。学園浮遊都市《ミストガン》。空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーの執しつ務む室。

「ねえロイド、さすがにこの書類の量は多すぎない？」

　慣れない執務机に向かうクロエが嘆なげいた。

　机の上には、どてんっ！　と存在感のある書類タワーが四つ。処理能力を超こえた量にクロエが嘆いている間にも、

「ああ、そうでした。これもありました。今日中に決裁をお願いします」

　ロイドが両手で抱かかえた書類タワーをどさっと机に追加していく。

「ちょ、ちょっと!?　さすがにこの量は……っ!?」

「そんなに脅おびえて、どうしたんですか空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダー？」

「もーう、からかわないでよ。べつに好きでなったわけじゃないんだし」

　書類仕事が苦手なクロエが机の上に突つっ伏ぷした。四つの書類タワーのせいですこぶる視野が狭せまい。

　新年度が始まる今日、フロンの後あと釜がまに座っているのはクロエ・セヴェニーだ。《ゲート》攻こう略りやく戦での負傷はとっくに回復。戦功が認められ、すでに学園浮遊都市卒業後の進路が幾いくつか提示されている。

　クロエには要よう塞さい浮ふ遊ゆう都市の幹部候補生になる道や、浮遊都市の防衛部隊の中ちゆう核かくとなる道や、教皇浮遊都市《べベル》に新設される機動防衛部隊の中核になる道もあった。中にはエリスが新設するという人間と魔甲蟲の混合部隊の基幹要員となる道もあり、まだ卒業まで一年ある身としてはじっくり考えるつもりだ。

「それと、漏もれがありました。この書類にも眼めを通しておいてください。期限ぎりぎりに《ベベル》から編入届けが提出されたようです」

《ベベル》は空士の育成機関ではなかったはずだけど……と思いながら、ロイドから手て渡わたされた書類に眼を通す。

「あれ、この人？」

「知り合いですか？」

「ううん？　そうじゃないんだけど……」

　書類に糊のり付づけされた顔写真がやたらと目に留まった。

「なんだか懐かしい気がするの」

「そうですか。じつは僕もそんな気がするんです」

　クロエとロイドが意見を同じくする顔写真には、黒くろ髪かみの少年が映っていた。







《ミストガン》。講堂。

「い、意外と人が多いのね……っ!?」

　入学式のために整然と椅い子すが並べられた空間は、多くの学生たちで溢あふれかえっていた。年ねん齢れい制限の特例として入学を認められたリーゼリットは、自分より一歳年上の少年少女たちを見やり、額に脂あぶら汗あせを浮かべて引き攣つった貌をしていた。

　以前も《ミストガン》に滞たい在ざいしたことはあったが、そのときは学生も少なくなっていたし、なによりゲスト待たい遇ぐうだった。リーゼリットという人型魔甲蟲の少女は、周りから尊敬される存在だったのだ。

　だが、いま周りにいる少年少女たちはリーゼリットを知らず、声を掛かけてくる者もいない。

　胸ポケットから、ひょこっとエミリーが貌を出し、

「ひょっとしてリーゼちゃん、お友達できるのか不安なの？」

「ふ、不安なわけないじゃないのっ!?　い、いざとなったら、反魂のソウル・デイス錯乱トラクシヨンで自在に操あやつればいいんだもん……っ!?」

　どうだ、とリーゼリットは自信満々にエミリーを見返そうとするが、

「ふふっ」

「わ、笑うだけじゃなくてなにか言い返しなさいよ……っ!?」

「まだまだお子ちゃまね」

「むっかー……っ！」

　完全にエミリーのペースに巻き込まれ、リーゼリットは怒いかりを露あらわに手をあげようとする。そんなとき、リーゼリットに声をかける者がいた。

「リーゼリットちゃん、そんなに怒おこってどうしたの？」

　尋ねてきたのは、《ミストガン》の制服を纏うアリア・アイゼナッハだ。アリアは新入生ではなく編入生なのだが、入学式は共通らしい。

「あら、アリアちゃんがいるっていうことは、ブレアちゃんたちも入学式を見に来てるのかしらん？」

「お姉ちゃんたちは来たがってたみたいですけど、今日はランキング戦があるらしくて来れないそうです」

「ランキング戦？　……ああ、学園浮遊都市でやる、小隊戦のことね。たしか仲良しの人たちで集まって戦うんだっけ？」

《崩ほう力りよく》の遣つかい手であるリーゼリットは、小隊戦せん闘とうについて馴な染じみがない。小隊といわれてもピンとこなかった。

「うーん、だいたいそんな感じじゃないのかな」

　じつはアリアも小隊戦術についてはあまり詳くわしくなかったりする。ミソラたちの戦いぶりを見て学んでいたつもりだが、まだまだわからないことのほうが多い。

「まあ、あなたたちはこれからよーく勉強するといいわん。あれってけっこう奥が深いのよ」

　カナタの中から、本物の小隊戦闘を見てきたエミリーがさくっと纏めてみせた。

　やがて入学式が始まり、厳げん粛しゆくなムードで《べベル》で外交官の務めを果たしているクリスの祝辞が代理奏上される中、リーゼリットは欠伸あくびを手で隠かくし、

「わたし、長い挨あい拶さつを聞くのって嫌きらいなんだけど。それにこの挨拶、考えた人の性格が出てて、無難に纏まり過ぎててつまらないのよね」

「ダメだよリーゼリットちゃん、ちゃんと話を聞かないと」

「長い話を聞くのが嫌いなのはわたしも同意だわん。どうせ誰だれも真ま面じ目めに聞いてないんだから、二秒で済ませちゃえばいいのに」

「エ、エミリーさんっ!?　わたしは真面目に聞いてますよ……っ!?」

　困こん惑わくするアリアの傍かたわらで、リーゼリットは、

「それにしても、今日は編入生もいるっていうのに、ミソラたちが来られないなんてもったいないわよね」

「えっ!?　お姉ちゃんたちのことなら、べつにわたしは気にしてないけど」

「そうじゃないわ。編入生はアリア以外にもいるのよ」

「まー、ミソラちゃんたちは覚えてないし仕方ないんじゃないかしらん。それにあの子はここに来てないわよん」

「うそっ!?　なんで来てないの……っ!?」

　驚おどろくリーゼリットの前で、エミリーが陽気に口にする。

「そういうのは柄がらじゃないんじゃないの？　かたっくるしいことは嫌いだって言ってたし」

　わたしもサボればよかった、とリーゼリットは早くも不良の道を歩もうとしていた。







　小隊棟とう。Ｃ６０１小隊室。

「みんな、初勝利、お疲つかれさま」

　新年度開始とともに始まったランキング戦で、初勝利をあげた仲間たちへミソラは労ねぎらいの言葉をかけた。

《ゲート》攻略戦でミソラたちの活かつ躍やくは認められ、新年度において６０１小隊はＣランクからのスタートとなった。

　長期に亘わたり学内ランキング戦ができなかったため、優勝小隊を決定できず、今年度は特務小隊ロイヤルガードが不在になっている。《ゲート》攻略戦で奇き跡せきの勝利を成し遂とげたミソラたちを推おす声もあったが、そこはミソラたちが丁てい重ちように辞退した。

　自分たちには学ぶべきことがまだまだ多くある。

　無理に地位を求めずとも、ゼス・ヴィーゲルトを倒たおした誰もが覚えていない英雄のように、できることはあるのだ。

　それでも実力が評価され、Ｅランクからいきなり二つランクが上がったわけだが、すでにＡランク小隊と交戦して勝利したこともあるミソラたちにとって、初戦はどうということもなかった。

「……これが初勝利か」

「そのぅ……なんだかあまり感かん慨がいが湧わかないです」

「うぬ。正直に言えば、虚むなしいものであったな」

「こらこら。相手は本気だったんですし、あまり失礼なことを言ってはいけませんよ。気持ちはわかりますが」

　一度学内の頂点を極きわめたことのあるユーリがやんわりと窘たしなめた。

　だが、せっかく初勝利だというのに感慨が湧かないのはミソラも同じだ。

　理由は幾つかある。ミソラたちの実力では、すでに苦もなくＣランク小隊を相手にできることやランキング戦以外の試合では、すでに勝利を経験していることなどだ。

　他には、これはぼんやりと思う程度にしか言えないのだが……一いつ緒しよに勝利を祝うべき相手が誰か欠けている気がするのだ。

　ミソラたちはナチュラルではなく、ウィザードだ。仲間が呪じゆ殺さつされて、その人の記き憶おくを失うなどはあり得ない。だから集団で頭を強打して記憶喪そう失しつでもしていない限り、勝利を祝うべき相手はこれで全員のはずなのだが。

　誰か欠けている気がするのよね。

　この釈しやく然ぜんとしない感覚は《ゲート》攻略戦以来、ずっとミソラたちの中に残っている。

「あのさ、今日のランキング戦。観戦席の最前列になんだか気になる人がいなかった？」

「むっ、ミソラも気になっていたか。じつはわたしも気になっていた」

「そのぅ……黒髪の男の人ですね」

「うぬ。本科生の制服を纏まとっておったな」

「わたしが見たことがない人でした。空ガ戦ー魔デ導イ士ア科ンの本科生なら、大たい抵ていの学生は知っているはずなんですが」

　ユーリはまるで初はつ恋こいでもしたかのように、

「でも、なんだかとても気になる人でした。あの人を見ると、自然と心臓が高鳴ってしまうというか」

「なんだ、一ひと目め惚ぼれでもしたのか」

「そ、そんなんじゃありません……っ!?」

　リコからちゃちゃを入れられ反論するが、耳たぶまで真っ赤になった貌かおはユーリの胸中を雄ゆう弁べんに語っていた。

　そんなユーリを見やり、ミソラが誰に言うでもなく口を開く。

「でも、あたしもその気持ち、わかる気がする」







　本棟。二階廊ろう下か。

　さて、どうしたもんかな。

　闘とう技ぎ場で観戦を終えたカナタ・エイジはひとり廊下を歩いていた。この日はまだ講義がなく、登校しているのは予科一年生と一部の学生だけだ。入学式とそのあとにあるオリエンテーションはサボったが、学園の施し設せつや規則、年間行事などについては新入生に説明できるくらいには知っているので何も問題ない。

　問題があるとすれば、どうやってミソラたちに会いに行くか、ということだ。

《ゲート》を脱だつ出しゆつする際、カナタは《崩ほう石せき》の爆ばく発はつに巻き込まれ、重傷を負った。その回復のために《絶力》を行使し、《ベベル》でリハビリに半年費やして、ようやく《ミストガン》に帰ってこられたのだ。

　だが、ミソラたちのあの戦いぶりを見る限り、もう教官は必要ないようだ。

《ゲート》攻こう略りやく戦から生きて帰れたら、何らかの形でミソラたちとは再会するつもりであったが、さていったいどうやって会いに行こうか？

　できればわくわくするような出会いにしたい、と考えていたカナタのもとへ、廊下ですれ違ちがった学生が声をかけてきた。

「あれ、あなたは……」

「ん……っ？」

　かすかに戸惑うカナタの視線の先には、クロエの姿があった。

「こらこら、編入生なのに入学式をサボっちゃダメかな」

「わりー。かたっ苦しいのはどうにも性しように合わなくて」

「ダメだよ。最初が肝かん心じんなのに」

　腰こしに手を当て、クロエはやんわりと窘めてきた。それから、慣れた手つきでカナタの手を摑つかむと、

「ほら、学内施設について案内するからついてきて」

　そう言って、世話を焼いてくれようとする。

　本当にこいつは変わらねーな。

　親切で、とてつもなく優やさしい幼おさな馴な染じみを前に、カナタは表情を柔やわらかくし、

「いいや。それは要いらねーよ」

「要らないって？」

「ま、そういうことなんだよ」

　説明しても理解できなそうなことは、ぼかすことにした。

　クロエの厚こう意いはうれしいが、よく知っていることを説明されても困る。

　だが、クロエは、

「どういうことかさっぱりわからないんだけど……。あのね、あなたがどういう経けい緯いで《ミストガン》に編入したかは知らないけど、《ミストガン》では編入生は必ず小隊に加入してもらうことになってくるの」

　新任の空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとしての気負いとその親切な性格から、興味なさそうなカナタに、学生生活について興味を持たせようとする。

「わたしのお勧すすめは、新入生向けにランクフリーエキシビションマッチが組まれることになってるから、まずはそこで小隊戦せん闘とうについての概がい観かんを摑んでから──」

「そっか。その手があったな」

　ぽんっと一人で納なつ得とくして手を打つカナタに、クロエは呆あきれたように、

「こらこら、人の話を聞いてるかな？」

「聞いてるよクロエ」

　何気なく名前を呼ぶと、クロエが啞あ然ぜんとした貌をした。そのあと、幽ゆう霊れいか生き別れの兄弟に出くわしたようにカナタを凝ぎよう視しする。

「どうかしたのか？」

「ううん。なんだか懐なつかしい気持ちになって」

　穏おだやかな眼まな差ざしを向けてくるクロエの瞳ひとみから、うっすらと水すい滴てきが流れ出し頰ほおを伝う。クロエ自身、自分の身に何が起こっているのか把は握あくしかねているのだろう。

　目元を人差し指で擦こすり、その湿しめり気けを確かく認にんして、ようやく自分が泣いていることに気づいたらしい。

「なんだろう、涙なみだがとまらないや」

「安心しろよ。俺はもうどこにもいかないからさ」

「あの……」

　無人の廊下で、カナタはクロエを抱だきしめる。そっと背中に手を回し、優しく包み込む。

「いまは誰だれもいないし、好きなだけ泣いておけよ。このままお前を放ほうっておいたりしたら、あとで指向性魔ま力りよく弾だんで撃うち殺されそうだしな」

　泣きやむまで、どれほど時間がかかったか定さだかではない。

　だが、今日は入学式であり、本棟に学生たちの姿がなかったのは僥ぎよう倖こうだ。

　クロエの泣き貌は、他の誰にもみせたくなかった。

　泣き止んだクロエは、自分がなぜ泣いたかまだよくわかっていないらしい。何かを尋たずねたそうにこちらを見るクロエに、カナタは無理難題をふっかけようとする。

「それでお願いがあるんだけど、小隊新設届けを俺にくれよ。あと新歓用のエキシビションマッチの出場申しん請せい書しよもな」

「もしかして出場するつもり？」

「まーな。あれって、編入生が小隊を作って出場しちゃダメってルールはなかっただろ」

「たしかにそんなルールないけど、小隊を作ろうとしたところで上級生はみんな小隊に所属しているし、仮に新入生を集めたところで、実力差がありすぎて勝負にならないのはわかりきってると思うけど。……一応訊きくけど、なんでエキシビションマッチに出たいの？」

「決まってんだろ。──あいつらに勝負を挑いどむんだよ」

　続くカナタの説明を聞き、クロエは空戦魔ガーデ導士イアンリ科長ーダーとして許可するべきか否いなか、難しそうな貌で思案しだした。







　小隊棟とう。Ｃ６０１小隊室。

「そういえば、教官はどうしますか？　早く声をかけないと、目ぼしい上級生はいなくなってしまうと思いますが」

「教官ねえ」

　ユーリに尋ねられ、ミソラは頭を捻ひねる。

　そういえば、あたしたちはあのときどうしたんだっけ？

　去年は四月から何人かの教官に匙さじを投げられ、当時のＥ６０１小隊は解散の危機に陥おちいっていた。そのとき教官が関係する何か大事なことがあったような気がするが、ミソラは思い出せなかった。

「誰か希望がある人はいる？　あたしはガンガン指導してくれる人がいいと思うけど」

「ふっ、女め神がみなわたしを許容できる寛かん容ような教官がいいな」

「そのぅ……わたしは怒おこりっぽくなくて、優しくしてくれる教官がいいです」

「ぬぅ。私は主と惚ほれるようなチカラ強い教官がいいな」

「わたしは礼れい儀ぎ正ただしくて尊敬できる教官がいいです」

「あのさ、みんなでどんどんハードルをあげすぎじゃない？　そんなにすごい教官なんて見たことないわよ」

　無理難題を口にするリコたちを、ミソラが窘める。全員の条件に適合する人物がいるとしたら、怪ばけ物ものみたいに優ゆう秀しゆうな教官だろう。

　きっと生きる伝説として、歴史に名を残す人物に違いない。

　レクティがおもむろに尋ねる。

「そのぅ……ですけど、わたしたちってどうやって強くなったんでしょうか？」

「そりゃみんなで必死に訓練して強くなったんでしょ」

　当たり前のように返したが、じつのところミソラは確信を持てなかった。

　どう考えても不自然なのだ。

　落ちこぼれである自分たちが、独力で訓練するだけで強くなることなど。しかも空戦武踏祭エリアルソードに出場し、紆う余よ曲きよく折せつを経て優勝するほどの実力者になっていたほどである。

　繰くり上げ優勝だったにせよ、世界最強を決める大会に出場できるほどの実力をつけていたのだ。独力だけでそこまで辿たどり着けたというのは、自分でもおかしいと思うときもある。もっとも、深く考え込むとやはり優勝して当然のように感じられてしまうのだが……

「だが、わたしとミソラとレクティだけだった頃ころは、纏まとまりに欠けていた気がするが」

「あのぅ……誰かがいた気がするんですが、どうも記き憶おくにもやがかかってしまったみたいで」

「まあ、誰も覚えていないのできっと大したことはなかったと思います」

　結論としてユーリが発した言葉に、ミソラを含ふくめて誰もが違い和わ感なく納得した。

「そうですね。じゃあ教官の件は、誰かぴんと来た人がいたら教えてちょうだい。まあ、みんながこれっていう人がいるとは限らないから、どこかで妥だ協きようしないといけないけど」

　そんなとき、小隊室のドアががらりと開いた。

「どこかで妥協、ね」

　不敵な笑えみを浮うかべた、黒くろ髪かみの少年がこちらを見ていた。みんなが気にしていた人物だ。

　あれ、この人……？

　不思議と何か込み上げてくるものを感じるミソラの前で、黒髪の少年がふっかけてくる。

「お前らさ、妥協した人の指導で満足なわけ？　強くなれると思ってんの？」

「まあそんなに強くなれるとは思ってないけど、教官がいないよりいるほうがいいと思うとは……っていうか、あなた誰なんですか？」

「さーな。俺がお前らにとって、どんな存在になるのかはこれからだろ」

　雲を摑むような喋しやべり口。

　懐かしい、とミソラは思った。

　理由は定かではない。

「いきなりだけどさ、俺と新入生歓かん迎げい用のエキシビションマッチで勝負しようぜ。その思い上がりを正してやるよ」

　へっと浮かべる不敵な笑み。

　懐かしい、とミソラは思った。

　理由は定かではない。

「ふっ、わたしたちの戦いぶりを見ていなかったのか？　わたしたちはかなり強いぞ」

「そのぅ……さっきの戦いではじつは不完全燃焼で終わっていたんです」

「うぬ。知らぬようだが、私たちは相当強いぞ」

「これでもわたしは元・特務小隊ロイヤルガードの副隊長ですよ」

　この人にだけは侮あなどられたくない、とミソラは思った。

　理由は定かではない。

　わからないことが多すぎる。だが、この胸の高鳴りは……

「ふーん。お前らの言いたいことはよくわかったよ。じゃあお前らが口だけじゃないってことを、俺に証明してみせてくれよ。俺も小隊をつくってエキシビションマッチに出場するからさ」

「いいじゃないの。編入生の分際で、あたしたちを侮ったことを後こう悔かいさせてやるわ」

　上級生相手とはいえ、容よう赦しやするつもりはない。

　あたしたちは、指導してくれたあいつのためにも絶対負けるわけにはいかない……っ！

　あれ、あいつっていったい……？

　なぜか闘とう志しが漲みなぎったミソラは、その黒髪の少年に尋ねる。

「それで、あんた名前は？」

「んっ、言わなかったか？」

　へっと不敵な笑みを浮かべ、そいつは名乗りを上げた。
















「俺の名前はカナタ・エイジ。──カナタ・エイジだ」
















　　　あとがき







　お世話になっております。諸もろ星ぼしです。

　本編最終巻である13巻をご覧いただき、ありがとうございました。

「空戦」の１巻が世の中に出たのが２０１３年７月で、本編最終巻である13巻が発売されたのが２０１７年７月ですので、ちょうど四年間で終しゆう焉えんを迎むかえるという形になりました。その間、様々なことがありましたが、ここまで来られたのはひとえに読者の皆みな様さまのお力のお蔭かげです。本当にありがとうございました！

「空戦」はコミカライズ、ドラマＣＤ、アニメとメディアミックスしてもらっており、今回はいままで言えなかった分のお礼も言えればと思います。

　まずは挿さし絵えを担当していただいた甘あま味みみきひろ先生。これまでのあとがきで何度も書いているんですが、とても魅み力りよく的なキャラクターたちのイラストを描えがいていただき、本当にありがとうございます。「空戦」がここまで来られたのは、甘味先生のお蔭です。イラストが奇き麗れいだと、やはりやる気がもりもり出ますね。

　続いて、コミカライズ担当の獅し童どうありす先生。ご体調が優れぬ時期もあった中、「アライブ」で原作２巻分まで連れん載さいしていただき、ありがとうございます。

　次にドラマＣＤの脚きやく本ほんを担当していただいた方にも。とても丁てい寧ねいに原作を拾っていただいて、わくわくするストーリーを描いていただきました。自分の作品に声がつくのは本当にありがたいことですね。

　今度はアニメを縁えんの下したで支えてくれたスタッフの皆さんと声優さんにも感謝を。特に意外と思われるかもしれませんが、アニメでキャラソンを作ってくれたスタッフの皆様にぜひお礼を言わせていただければ……。

　じつは僕の中で、アニメ化して一番よかったことは、すごく上手なキャラソンを各キャラ分作っていただけたことなんです。「空戦」キャラソンは、原作の登場人物たちの性格と合がつ致ちした歌詞とメロディーと声優さんたちの美声で本当に高いクオリティだと思います。

　そうそう、お礼関係と言えば、他にも絶対に忘れてはいけない人がいます。ファンタジア大賞応おう募ぼ時に「空戦」の選考に携たずさわっていただいた審しん査さ員のあざの先生と鏡かがみ先生です。拙つたない作品をご覧いただき、ありがとうございました。中でもあざの先生には作品作りに関わるアドバイスを編集さん経由でいただき、お蔭様で「空戦」がより魅力的な作品に近づけました。

　さらには小こ林ばやし編集長を始めとした編集部の皆様と13巻からの新担当になっていただきました尾お野の畑はたさんに心よりお礼を申し上げます。

　中ちゆう途と半はん端ぱな時期で大変だったと思いますが、尾野畑さんのお仕事は本当に早くて、締しめ切きりに余よ裕ゆうをもって原げん稿こうを上げることができました。本当に助かりました。

　他にも「空戦」に携わっていただいた大勢の人に感謝の言葉をお送りさせていただきます。ありがとうございました。

　それと告知なんですが、この巻の発売と時を同じくして、なんと「空戦」の14巻とＥＸＴＲＡ ＭＩＳＳＩＯＮ（電子書しよ籍せきのみ）が発売されます。14巻では幾いくつかの短編に加え、本編のアフターストリーが描かれ、ＥＸＴＲＡ ＭＩＳＳＩＯＮでは、これまた幾つかの短編に加え、以前３００冊限定のプレゼント企き画かくで使用した「空戦」０巻の内容が収録される予定です。こちらは電子限定版の発売になります。




　最後に読者の皆様へ。皆様のお蔭で、ここまで来ることができました。４年間、最後まで応おう援えんしていただき、本当にありがとうございました！




　またいつかどこかでお会いできればと思います！　では……っ！








諸星悠

●もろぼしゆう



第24回後期ファンタジア大賞、金賞受賞『空戦魔導士候補生の教官』でデビュー。毎日人生最後の日だと思って全力で生きているか反省し続けている。そんなどこにでもいるありふれた漢のひとり。
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